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「好すきです！　つきあってください！」

　空が、夕日で赤く染まる。

　放課後の南みなみ杉すぎ並なみ第だい一いち小学校。その裏庭。

　小学四年生の俺は、伝説の木と呼ばれる大きなポプラの木の下で『愛の告白』をし、そして──、

「ごめんなさい」

　フラれた。

　あっさりと。

「御み厨くりやくんはいい人だけど──でも“〝貞さだ子こさん”〟に取とり憑つかれてる人は、ちょっと……」

「そんな！」

　これで四年生になって一〇人目。

　またあの女のせいでモテなかった。

（ああ……モテてぇなあ……）

　沈む太たい陽ように照らされながら、俺は天を仰いで涙を流す。

　小鳥は、俺の乳首を突っついていた。








プロローグ





　……という夢を見た。もう何年も昔の夢だ。

　最近、いつも同じ夢を見る。

「──むにゃむにゃ……ああ、モテてぇなあ……」

　今のは寝言。

　杉すぎ並なみ区の住宅街。築二〇年の賃貸マンション二〇二号、四畳半の子供部屋。

　朝の七時直前は、夢と現実うつつと布団の狭はざ間まだ。タイマー五分前のまどろみの世界。

　八割がた眠ったままの脳のう味み噌そが、俺に異常な発言を口走らせてた。

　いや、『モテてぇなあ』はわりと普段から言ってることだし、特に異常な発言だとも思わない。俺みたいな高校一年生の男子ならば皆、常々思っていることだろう。

　だが──、

「──“〝貞さだ子こさん”〟でもいいからモテたい……」

　さすがに、これは寝言ならでは。

　理性のある状態なら、こんなの絶対に口にはしまい。

　ちなみに“〝貞子さん”〟というのはお化けの名前だ。俺たちの世代には有名で、長い黒髪がバサーッとしてて、死んだ魚のような目をした、テレビ画面の中からズルズルズズーッと這はい出だしてくる女のオバケ。たしか映画にもなってた気がする。うろおぼえだが『旧式のテレビや録画機材をあんまり長く使い続けるとオバケが出てくる』とかいう設定だったような。もしかすると家電業界のステマだったのかもしれない。そんな都市伝説系のお化けだった。

　ともかくも、それは『ある程度美人なのかもしれないが薄気味悪い女お化け』の名前であり、同時に──、

　都立姫ひめヶが瀬せ学院高校一年Ａ組、犬いぬ神がみサチ（一五歳）

　俺のクラスメイトのあだ名でもある。



　──じりりりりりりりりりりりりりりりりり



　七時ジャストの目覚まし時計。

　俺──同一年Ａ組、御み厨くりやシンイチ（一五歳）が、安い羽毛布団の中で目を覚ますと、

「……シンちゃん、おはよう」

　目の前には……、いた。

　長い黒髪がバサーッとしてて、死んだ魚の目をした女が。

　テレビ画面からではなく、俺が今まさに寝ている布団の中から、ズルズルズズーッモゾモゾと這はい出だしながら。

「おいっ！　お前、なにやってんだよ!?」

「……シンちゃんの寝顔見てた。……つまりは、ただのストーキングの練習」

　彼女はいつのもように元気なく、ぽそっ、ぽそっ、と抑揚の乏しい喋しやべり方かた。表情も無表情気味であったため、なんというか『いかにもオバケ』という感じだった。

　この女こそが、まさしく例の“〝貞さだ子こさん”〟。

　妖よう怪かいではなく、クラスメイトの女の方だ。

「……あと、パジャマの上からシンちゃんの乳首をいじって遊んでいた。……すっごくコリコリになってたよ？」

　お前、どんな遊びしてんだよ!?
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「……いいえ、本当は彼はモテてます（※ただし、ヤンデレに限る）」

──一年Ａ組、犬いぬ神がみサチ
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　パジャマの布ごしに、女子特有の柔らかい感触。

　この女、目は死んでるくせに、肉はぷにゃんと柔らかい。体温はぽかぽかしてるし、黒髪からはリンスのいい匂いがした。こういうのって逆にムカつく。

「どうもヘンな夢だと思ったら、お前のせいだったのか」

　なるほど夢の中で、ずっと小鳥に乳首をつつかれていたが、まさか実際にコリコリされていたとは。それ以外は小四のとき実際にあった出で来き事ごとなのに。道どう理りで妙な夢だと思った。

　しかもお前、今朝が初めてじゃないだろ？　ここ何日かいつも同じ夢だったぞ。

　しかし、まあ、アレだ。

　朝、目が覚めたら制服姿の女子（それなりに美少女）が自分の布団に潜りこんでいた──モテたい盛りの高一男子ならば、まるで夢のような体験だろう。

　ただし、相手が犬神サチこの女でなければ、だ。

「……ごめんね、シンちゃん。……爪つめで乳首コリコリしてると、くすぐったそうな寝顔して面白かったから……それで、つい」

「『つい』で人の乳首をコリコリするな！」

　今のが言い訳になると思ってるのか？

　ちなみに、さっきから乳首、乳首と連呼しているが、全部男お性れの乳首のことだ。女体の話はしていない。児童ポルノの氾はん濫らんが社会問題となっているこの昨今、なんとも上品な会話ではないか。ぜひ文部科学省に推薦してもらいたい。

　ともかくも、この女は陰気で万年低テンションで死んだ魚の目のくせに、とんでもないことをしやがる女だった。

　それも、いつも。

　だいたい毎朝こんな調子だ。

「……シンちゃんも、いいかげん慣れるべき。毎朝、いちいち驚かなくても。……そんな調子で、疲れない？」

　だったら、疲れるようなことをするな！





　一年Ａ組、犬神サチ。

　これまでの流れでも分かると思う。彼女は『貞さだ子こさんっぽい女』であると同時に、いわゆる『ヤンデレストーカーっぽい女』でもあった。

　──いや、今の日本語はおかしいか。

　一般的に『貞さだ子こさんっぽい』というのは、大抵『ヤンデレストーカーっぽい』と同義語だろう。むしろ、貞子さんっぽいのにヤンデレストーカーじゃない女の方が希少価値だ。その意味では、コイツは『多数派の貞子さん』と言える。

　ともあれ、この犬いぬ神がみサチについては説明するのが難しい。一つずつ順を追って話すとしよう。

　まず、この女はクラスメイトだ。

　俺と同じ、都立姫ひめヶが瀬せ学院高校の一年Ａ組。今は四月中旬なので、同じクラスになってから一〇日ちょいということになる。──ただ困ったことに、これは『初めてサチと出会ってから一〇日ちょい』という意味ではない。

　彼女との出会いは、今から一〇年以上も昔。幼稚園に入る前のことだ。俺がまだ三つだか四つだか五つのころ、ウチの一家がこの安賃貸マンション“〝ゴールデンハイム南みなみ杉すぎ並なみ”〟に引っ越すと、お隣に『犬神』というやたらカッコイイ苗みよう字じの表札がかかっていた。

　その家の子が、このサチだ。

　当時から、長い黒髪の女の子。

　俺と同学年なので、当然のことながら年齢は三つだか四つだか五つ。近所では綺き麗れいな幼女として有名だった。引っ込み思案な性格で、人見知りも激しかったため、世間の一般的な子供に対する褒ほめ言葉であるところの『明るく元気な子』では決してなかったが、そこもまた可愛かわいらしいと大人ウケしていた。

　全国的な少子化の影響もあって、近所には幼稚園も小学校も一つだけしかなく、俺とサチは幼稚園と小学校が一緒。クラスもだいたい一緒だった。中学の三年間だけは別の学校だったが、それ以外はずっと一緒だ。

　俗に言う、幼なじみというやつなのだろう。

　そんな可愛い幼なじみがいて、他ひ人とはうらやましがるかもしれないが──しかし、それも小学校低学年まで。

　小三ごろから、話はまったく違ってくる。

　そのころから彼女は、なんと…………可愛くなくなってしまった！

　俗にいう『幼なじみ詐欺』。より詳細に言えば『幼なじみなのに可愛くない幼なじみなのに可愛くない詐欺』というやつだ。

　いや、この時期以降もそれなりに綺麗な子ではあったのだが、それを遥はるかに超えて『引っ込み思案な性格で、人見知りも激しかった』の部分がパワーアップしてしまっていた。世間の評価も『明るく元気な子』とは対極の『陰気で薄気味の悪い子』へとシフトしていく。

　その後もサチは年々パワーアップを続け、いつの間にか──ハイ、ご覧の有り様！

　例のあだ名がついた、ヤンデレストーカーっぽい高校一年生（一五歳）になってしまったのだ。

　長い黒髪はバサーッとしてて、瞳どう孔こうがカーッと開いて死んだ魚のような目をした、俺の布団からズルズルズズーッと這はい出だしてくる女に。

　背はクラスで下から四番目のちびで、手足や腰も痩やせっぽっち、胸も普段は真っ平らの極貧乳……でありながら、しかし実は水着になったときだけＤカップ弱あると分かる『痩せロリ体型なのに隠れボイン』────そんな高度なエロスポイントを持っているにもかかわらず、それよりも『薄気味悪い』『怖い』『呪のろわれそう』『目が死んでる』といった印象が先に来る、そんなダメダメな残念女にだ。

　しかも人見知り癖も強化されていたためか、唯一慣れている俺に対して、常にベタベタとくっついていた。

　ヤンデレストーカーというよりも、むしろ憑ひよう依いしている悪あく霊りようのように。

　まるで本物の“〝貞さだ子こさん”〟のように。

　中学のころなんて、別の学校なのにベタベタくっついていたほどだ。

　そして今年の四月になってからは同じ高校ということもあり、ベタベタはますますエスカレートして──。

「……シンちゃん、そろそろ着替えないと遅刻する」

「ああ、そういや、そんな時間だな」

「……下着と制服、すでに用意しておいた。……ほら、ここに」

「人んちのタンスを勝手に開けるな。どうでもいいが、なんだか生温かいぞ？」

「……用意するついでに、パンツをかぶったり、制服の匂いを嗅かいだりして遊んでた。……そう、まるで現代に甦よみがえった木きの下した籐とう吉きち郎ろうのように」

　いいや、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしはそんなことしない。そんな理由で草ぞう履りをフトコロに入れてたワケじゃない。

　しかしコイツ、また黒のボクサーブリーフを出してきたな。サチが下着を用意すると、大抵コレを出してくる。

「俺、このパンツ、窮きゆう屈くつで嫌いなんだけど」

「……でも、私の趣味。それに、おそろい。私が今日穿はいてるパンツとおんなじ模様。一種のペアルック。……私の、見る？」

「いいや、結構だね！」

　コイツ、妖よう怪かいやヤンデレストーカーってより、ただの痴ち女じよって気がしてきた。

　ともあれ、犬いぬ神がみサチはこんな残念女だったから、さっきの俺の寝言『貞子さんサチでもいいからモテたい』が、いかに非理性的なものだったか分かるだろう。

　というか、思ってもいない台詞せりふだ。寝言だから、これっぽっちも考えてない言葉が出で鱈たら目めに出てしまっただけに違いない。

　もちろん『（サチ以外に）モテたい』だったら、話は全然違ってくるが。





　俺──御み厨くりやシンイチ（一六歳）は、平均的な高校一年生だ。

　頭脳、運動、ルックス、性格、すべてが普通。平凡そのもの。身長も平均ちょうどの一六八・四センチ。高くもなければ低くもない。

　そして平凡な高校一年生なら全員がそうであるように、心の底から、

『──モテたい』

　と、強く強く願っていた。

　常日頃から。一秒たりとも休みなく。

　ベリー、ベリー、イグザクトリィで。

　ただ、これは普通のことだ。男子の一〇代というのは、一般的にそういう年齢だ。誰でもそう。口では否ひ定ていするかもしれないが、他ほかの連中も全員同じに決まっている。

　俺は都立姫ひめヶが瀬せ学院高校という去年まで女子高だった学校に通っているが、これも『近所のお嬢さま女子校が少子化のため、一〇名だけ男子生徒を入学させることになった』と聞いた男子のごく一般的な反応だった。この学校は入学試験が難しいので有名だったものの、ニュースを聞いた瞬間から猛勉強を始めたおかげで試験当日までには学力は一五二％ほど上昇し、ギリギリながら合格することができた。これもまた俺たちの年頃の男子にとっては極めて普通のポテンシャルだ。俺が合格者一〇名の中に入れたのは運がよかったからに過ぎない。

　つまりは、なにが言いたいのかというと『我々一〇代の男子というものは、それほどまでにモテたがっている』ということだ。

　そして『モテたい』と望む男たちの大半がそうであるように、俺は──『モテない』の状態だった。

　そうっ！　君たちと同じだ！

　誰でもそう！　皆同じだ！　我々日本男児というものは統計上、その八割以上が『モテたい』『けど、モテない』という葛かつ藤とうの中で一〇代を過ごすものであるのだ！

　ジーク、モテたい！

　ビバ、モテたい！　ワーッ！

　……と、演説口調でこのようなことを語ると『でも、お前には（犬いぬ神がみサチとはいえ）幼なじみがいるじゃん』と非難を受けてしまうかもしれない。

『（犬神サチとはいえ）布団に潜り込んでくる女の子がいるじゃないか』『お前、なんだかんだで（犬神サチとはいえ）モテてるだろ？』と、思う人もいるかもしれない。

　だが、それは誤解だ。今のうちに、はっきりと否定しておこう。

　そんな非難は、事情をよく知らない人間が俺に対してする、極めてありがちな勘かん違ちがいだ。なぜならば……、

「……シンちゃん、早く着替える。……急がないと間に合わない」

「分かってる」

「……早くしないと、長なが政まさくんのストーキングに遅れちゃう」

　この女には、片かた想おもいしている男子がいた。クラスメイトの長政秋あき彦ひこ。本命のストーキング対象が、俺とは別に存在していたのだ。

　これで理解してくれただろうか？　そう──、



　──俺は、犬神サチにさえモテてない。



２



　さっきサチが俺を起こすときに『ストーキングの練習』と言っていたが、理由を分かってくれたと思う。

　この犬いぬ神がみサチにとっては、朝に布団に潜り込むのも、乳首をコリコリするのも、パンツをかぶって遊ぶのも（改めて列れつ挙きよしてみるとコイツ本当にただの痴ち女じよだ）、すべて本番に向けての“〝練習”〟に過ぎなかったのだ。

「……シンちゃんが早く仕度したくしてくれないと、午前七時五〇分に大おお隈くま二丁目四の六に辿たどり着つけない」

「だから急せかすな。いちいち説明しなくていい」

　大隈二丁目は、ストーキング対象（本命）である長政の家があるあたり。長政はいつも午前七時五〇分から五五分の間くらいに家を出る。

　だから、その時間に物もの陰かげで待ち伏せして、学校まで尾び行こうする──。

　それが、ここしばらくの俺たちの日課だった。

「とにかく俺は着替えと学校の支度をしてるから、ちょっとあっちに行ってろよ」

「……ラジャー。……でも、シンちゃんは身支度に時間をかけすぎだと思う。ヘアワックスを使うのやめれば、五分は寝坊できるのに。……あんなのは時間の無駄」

「なにが無駄なもんか！　必要なんだよ、ヘアワックスは！」

　このくらい当然の身だしなみだ。少なくとも、俺たち『モテたくて仕方ない一〇代の男子』にとっては。

『ちゃんとお洒落しやれに気を遣っていますよ』と分かるように、しかし『そこまで神経質に気を遣ってもいませんよ』という程度に、ナチュラルな感じで髪を整える。

　男子向けのファッション雑誌に書いてあった通りのやり方だ。服も毎日洗濯したものであるし、顔もニキビ予防の洗顔料で丁寧に洗う。清せい潔けつさはモテの基本。女子はそういうところをよく見ている（──と、その雑誌に書いてあった）。

　面倒ではあるものの、モテるためにはこの程度の手間は惜しまない。で、ありながら現実問題として──、

　俺は、モテていない。

　毎朝ヘアワックスしてるのに。

　幼なじみのヤンデレストーカーにさえ。

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………失敬、二分ほど泣いていた。そろそろ話を続けよう。

　ともかく俺は、いつものように身支度を整える。

「サチ、まさか着替え覗のぞいてないだろうな？」

「……大丈夫。今朝は覗いてない」

　台所の方から返事がしたので、どうやら嘘うそはついてないらしい。

　俺が着替えている間、サチはうちの母親に代わって朝食の仕度したくをしていた。俺の分だけでなく、うちの一家四人分のを。

　これまた毎朝の光景だ。俺の母親はたいへんな怠なまけ者なので、サチには感謝しているらしい。

　フライパンがジュウジュウいう音に混じって、うちの母親の声が聞こえてくる。

「サチちゃん、唾だ液えきはシンイチの以外には入れないでね」

「……はぁい」

　ダメな母親だ!?

　止めろよ！　なんで俺のならＯＫみたいな言い方してるんだよ!?　あとサチも入れるな。『……はぁい』じゃない。

　身支度を終えて居間に行くと、テーブルにはトーストとベーコンエッグが並んでいた。

「……シンちゃん、食べて。早く」

「はいはい、分かったって言ってるだろ」

　ベーコンエッグにフォークをつけようとすると、サチはにへら～～っと満面の笑みを浮かべる。

『笑うと一層気味が悪い』と評判の、いわゆる“〝犬いぬ神がみスマイル”〟だ。

　ラブロマンスものなんかで、よく『嫌いなタイプと思ってたが、笑うとけっこう可愛かわいいな』といったシーンがあるが、コイツの場合はそうじゃない。

　まるで逆。

　笑顔の方が、薄気味悪い。近所の小学生は、サチが笑うと大慌てで親指を隠す。そんな霊れい柩きゆう車しや扱いのスマイルだった。

　なるほど──この笑みからして、唾液が入っているのは、このベーコンエッグなのだろう。俺はそっと皿を二度寝してる母親のものと交換してから、改めて朝食を頬ほお張ばった。

「……うう。シンちゃん、イジワル。……自分で『練習なら協力してやってもいい』と言ってたくせに」

　なにが意地悪だ。そこまでなんでも協力できるか。

　コイツはもとから人の部屋に忍び込んだりタンスを漁あさったりするような女ではあったが──少し前まで、いくらなんでもここまではひどくなかった。だが、俺がついうっかり『練習なら～』と発言して以来、こんな風に堂々といろいろしてくるようになりやがった。まったく口は災いの元だ。

「ほら、食べ終わったぞ。学校行くぞ」

「……うん。おばさん、行ってきます」

　サチがうちの母親に『行ってきます』の挨あい拶さつをすると、母親は寝床の中から、

「ふわぁ……はい、二人とも行ってらっしゃい。気をつけてストーキングしてくるのよ」

　と返事。

　いろいろダメな母親だと思う。

　時計は七時三八分。俺とサチは家を出る。

　サチ曰いわく。このくらいの時間に出発するのが、ストーキングには最適だった。

「何度も言ってることだが──こういうのって、普通は一人でやるもんだぞ？」

「……そんなこと言わずに、シンちゃんも手伝う。……こんなの、一人じゃ恥ずかしい」

　だからって他人を巻き込むな。

　そもそも、俺は『普通は一人でやる』と言ってしまったが、よくよく考えてみれば普通は何人だろうと、こんなことはしない。しちゃいけない。

　ＳＴＯＰ・ＴＨＥ・ストーキング。

　ストーキングは犯罪です。

「……でも、シンちゃんにだって、これはメリットのある話」

「まあな。だから、手伝わないとは言ってない」

　そう。俺はただの親切で、こんなことをしてるわけじゃなかった。俺自身の“〝利益メリツト”〟のために、サチに協力をしていたにすぎない。

　その利益とは……。

「……手伝ってくれたら、約束通りパンツをあげる」

　いいや、そんな利益じゃない。そんな約束はしていない。
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　俺がなぜ、違法と知りつつサチのストーキングに協力するのか？

　どうして一緒に早朝ストーキングに出かけるのか？　ストーキングの練習台にされても、なにゆえ（そんなには）怒らないのか？

　それは今朝見た夢とも関係がある。言うまでもなく乳首をつつく小鳥ではなく、女子にフラれたことの方だ。

　あの事件──小学四年生のときの『一〇人連続無差別フラれ事件』の後、俺はやっと気がついた。

『──俺がモテないのは犬いぬ神がみサチのせいである』と。

　思い返せば当然だ。あのころから人見知りのサチはこの俺にベッタリだったが、どう考えたって『髪がバサーッとして死んだ目をした妖よう怪かいっぽい女』が常にくっついている男が、女子にモテるわけがない。

　そうっ、俺が悪いんじゃない！

　サチが悪い。

　アイツさえいなくなれば、俺はモテモテになれるはずなんだ。

　それに気づいた俺は、なんとかサチを引ひき剥はがそうと、当時から何度もチャレンジを繰り返したのだが……結局、失敗し続けて現在に至る。

　しかし、ついにチャンスがやってきた。

　サチが別の男子を好すきになったのだ。

　相手はクラスメイトであり学校一の美少年、長なが政まさ秋あき彦ひこ。本来なら『死んだ魚のような目をした女』が手を出していいランクの男子ではないのだが……なあに、そんなのは知ったことか。

　いくら犬いぬ神がみサチといえども別の男のストーカーになってしまえば、さすがに俺にはくっついてはいられまい。

　サチを長政に押しつけて、俺は絶対、自由の身に──そして、モテる身になってやる！

（こうやって、あらためて考えてみると……俺、ロクでもない人間だな？）

　自分がモテたいばかりに、他人にストーカーを押しつけようとは……。あんな死んだ目をした痴ち女じよもどきヤンデレストーカー妖怪を……。

　──いやっ！　素すに戻るなシンイチ！　がんばれシンイチ！　お前が正義だ！

　すべてはおお前れがモテモテになるためなのだ！

「よしっ、行くぞサチ！」

「……シンちゃん、急に張り切りだした？　他人が張り切ってると、逆にちょっとやる気なくす。……なんだか引く」

　勝手なことを言ってるんじゃない。





　話が長くなったので一行でまとめるが、

『サチが他ほかの男のストーカーになる → 俺、サチから解放される → モテる』

　つまりは、そんな論理的かつ私利私欲な理由のために、俺はストーキングに協力しているのだった。

　目指せ、モテモテ！

　俺がモテるためなので、布団に忍び込んだりするのも『練習というなら仕方ない』と許していたし、早朝ストーキングするというなら一緒に早起きくらいはする。

　というわけで、俺たちがこの時間に家を出るようになって今日で三日目。

　学校までは、歩いて約二〇分ほどの距離になる。自転車なら五分強だが、サチが自転車に乗れないのと『物もの陰かげに隠れるとき不便』という理由によって、この三日間は毎朝徒歩で登校する羽目になっていた。私利私欲のためとはいえ、俺はつきあいがいいと思う。

　うちの近所である南みなみ杉すぎ並なみ一帯は、人呼んで『東京平凡街』。

　東京都内でありながら、ビルの建ち並ぶ大都会というわけではなく、しかし情緒溢あふれる下町というわけでもない。リッチで上品な人たちばかりが住んでるわけでもないが、かといって治安の悪い地域でもない。そんな特徴の少ない、パッとしない住宅地だ。背の低いマンションや独身者向けアパート、建て売り住宅などが、ただ果てしなく建ち並び、ところどころに小さな商店街が存在している。

　そんな道のりを、俺たちは二人で歩いた。

　クラスメイトをストーキングするために。

　家から出てきたところを、コソコソと尾び行こうするために。

　……やはり我ながらひどい理由だ。とはいえ、気にするのはよすとしよう。あまり深く考えても仕方ない。

　と、そんなことを考えながら歩いていると、いつの間にか時間は七時四八分。予定の時間まで、もうすぐだ。

「サチ、もっと早く歩け。遅れるぞ」

　このへんは大おお隈くま四丁目で、長なが政まさ家のある大隈二丁目まで、あとほんの数十メートル。ちょっと早足になれば充分に間に合う距離だった。なのに……。

「……歩くの疲れた。ひと休みしたい」

　コイツ、こんなこと言いやがる!?

　なにが『疲れた』だ。お前が見た目より体力あるの知ってるんだぞ。小学校のマラソン大会で、俺にくっついて男子のコース五キロメートルを完走したくせに。しかも男子全員ゼーゼー息を切らしてたのにお前はケロッとしていやがったろう？　ちゃんと憶おぼえてるんだからな。

「いいから歩け。間に合わないだろ」

「……やだ。……やっぱり今朝はストーキングしない」

　この女、いつもこうだ。

　長政の家の近くまで来ると、急にこんな調子で『疲れた』だの『お腹なか痛い』だの言い出していた。登校拒否児童の言い訳みたいだ。

「サチ、そんなこと言って、まだ一度も尾行に成功してないじゃないか。朝スト（※早朝ストーキングの略）するって言い出して、もう三日目なのに」

　昨日も一昨日もサチが直前にゴネ始めて、長政家に着いたときには、とっくにあのターゲットは登校したあとだった。尾行して登校姿を盗撮したり、通ったあとの残り香がを嗅かいでニヤニヤしたりする予定だったのに。

　それなのにこの女、手足をじたばたさせて嫌がるとは。

「……や～だ～。今朝はしない～（ジタバタ）」

「子供か！　なんでだよ？　自分がやりたいって言ったんだろ？」

　なのに、どうして今になって？

　家を出るまでは、コイツの方が張り切っていたくらいなのに。

　もう長なが政まさの家は、すぐそこじゃないか。道を一本越えれば玄関が見えるんだぞ。

「ここまで来て嫌がることないだろ？　もうアイツんち、すぐそこじゃないか」

「…………だって、それは、その──」

　うん。なんだ？　言ってみろ。

「…………………………………………………………………………恥ずかしい」

「おいっ！」

　なにが『恥ずかしい』だ。

　人のタンスからパンツを盗むような女のくせに。しかも、こないだなんて『これはお礼』とかワケ分かんないこと言って、かわりに自分のパンツを入れてたくせに。そんな女が、尾び行こうくらいで恥ずかしがっているんじゃない。

　だが、この女、恥ずかしがっているのは本当だろう。さすが昔から人見知りするタイプだっただけのことはあり、ターゲットに対しては──いや、俺以外の人間に対しては、極度の恥ずかしがり屋だった。

　というより、そんな性格だからこそ、俺が練習台になってやったり、手伝ってやったりしてるわけなんだが。

　しかし、この羞しゆう恥ち心しんを普段から発揮してくれてれば、俺の生活も少しは平穏だったのに。コイツ、こんな真っ赤な顔をして……。

　ところで、これは余談であるが──顔を真っ赤にしている女子というのは普通は可愛かわいかったりエロかったりするものだったが、サチの場合は、そんなにでもない。

　どちらかといえば闇やみ属性のモンスターが、新たに炎属性を身につけたかのようだった。ただのパワーアップだ。ファイアーモードだ。フレイム貞さだ子こだ。強そうだ。以上、余談終わり。

　とにかく、このままじゃ埒らちが明かない。

「ええい、行くぞ！　さっさと来い！」

「……ああんっ」

　俺はサチの手首をがしっと掴つかみ、無理やり道をずるずると引っ張っていく──。

「……なんて強引。でも、男子に強引に手を掴まれるのは興奮する。……ウェヒヒヒヒ」

　コイツ、またキモい笑いを浮かべてた。

　お前の笑顔、ホントに気持ち悪いな？　なんで喜んでるんだよ。ＳＴＯＰ・ザ・犬いぬ神がみスマイル！

「……か、勘かん違ちがいしないでよねっ。……べつにシンちゃんのことが好すきとかじゃなくて、男子だったら誰でも手を掴まれたらウヒヒってなるんだからっ。ただＭ系なだけなんだからっ」

　うるさいよ。なんだ、その間違ったツンデレ台詞ぜりふ。

　そもそも誰が勘かん違ちがいするか。今さら勘違いしようもない。お前が昔っから何度も『勘違いしないでよね』と繰り返してたからな。俺だって好すきでない女子でも、手を掴つかまれたら嬉うれしいものだ。ただそれだけのことなんだろう。

「サチ、いいから黙ってストーキングしろ！」

「……その発言は、明らかにおかしい。他人に犯罪を強要している」

「急に常識的な発言をするな」

　いや、もちろん本来は、間違っているのは俺の方だ。犯罪に手を染めたくないというのなら、そんなに結構なことはないのだから。

　だからといって、今さら常識的になられても困る。

「ストーキングしろ！」

「……や～だ～っ！（ジタバタ）」

　俺は腕を掴んで引っ張って、サチはその掴まれた腕をぶんぶん振り回して抵抗する。

　なんというか近所の人たちに通つう報ほうされそうな絵え面づらだった。しかも、たぶん捕まるのは俺の方だ。

　──と、そんなことを心配しながら、道みち端ばたでワイワイやっていると、

「あれっ、御み厨くりや？　どうしたのさ、そんなところで」

　いきなり、声をかけられた。

　しかも相手は、ターゲット。

「お、おう長なが政まさ、ごきげんよう……」

　俺たちのクラスメイトである一年Ａ組、長政秋あき彦ひこ。一五歳。

　人呼んで“〝王子様（弱）”〟だ。
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　いけない。そういやコイツの家のすぐ近くだった。

「近所で誰かが騒いでたから、気になって様子を見にきたんだけど──なんで御厨、こんなところに？」

「いや──これは、その、なんというか……」

　しまったな。いきなりターゲットに見つかってしまったか。

　どうやら俺たちは『相手に見つからないようコソコソする』というストーキングの基礎を忘れてしまっていたらしい。

　ちなみに、サチはヤンデレストーカーであると同時に極度の恥ずかしがり屋でもあったため、長政の姿を見るや、とっさに俺の後ろに身を隠したが……、

「やあ、犬いぬ神がみさんも一緒なんだね。ごきげんよう」

　さすがに俺の後ろじゃ、ちゃんと隠れるのは無理だった。バレバレだ。

「……うん、長政くんごきげんよう……………………ハァハァ長政くんに声かけられた、ハァハァ」

　なにがハァハァだ。

　気のせいかもしれないが、死んだ魚の目が、ちょっとだけウットリしているような気もする。イラッとする顔だった。

　昔の漫画とかなら目がハート型になってるところだろう。昨今の美少女漫画（主に成人向け）なら、瞳どう孔こうにハート型で光が入ってる状態か。想像すると、もっとイラッとしてききたぞ。

　しかし、この長なが政まさ秋あき彦ひこだが──。

（……コイツ、相変わらず美少年だな）

　まあ、サチがハァハァするのも分かる。さすがは我がＡ組が誇る王子様。

　色は白くて、線はほっそり。手首や指は女子並みに細く、やや鳶とび色いろがかった髪はさらさら。ぱっちりした目の睫まつ毛げはばさばさ。声も高い。

　趣味はお菓子作りで、愛読書はリルケとハイネ。物腰は常に穏やか。男子の持つ野や蛮ばんさを微み塵じんたりとも感じさせない──そんな、『美少年』という言葉をそのまま具現化させたような男だった。

　──というか、むしろ『美少女』だ。

　うちの学校は可愛かわいい女子が多いと評判だったが、そんな中でも屈くつ指しの美少女。男子でありながらクラスで一、二を争う美び貌ぼうの持ち主だった。

　欠点といえば、背が男子にしてはやや低いことと、ちょっと性格が気弱なところくらいだろうか。だが女子たちには『むしろ、そこがいい』との評判だ。

　そこで、ついたアダ名が“〝王子様（弱）”〟。

　あるいは“〝お姫様（男）”〟。男子の間では、こっちの呼び名の方がメジャーかもしれない。俺もこっちの方が似合ってると思う。この男はお姫様っぽい。

　そして、この長政は、そんな美少年だからもちろんモテた。

　特に上級生の女子に大人気だ。先輩たちは女子校生活が長い分、男子に対する警戒心が強いらしい。そのため、この手の中性的なタイプは人気があった。彼が歩けば、女子たちはキャーキャー歓声を上げ、にっこり微笑ほほえめば失神者が続出する。

　そんな風にモテモテの身であったから、つまりはこの男、

　俺の敵だ。

「ぐぬぬ……」

　モテる男はみんな敵だ。

　ああ……憎しみで人が殺せれば……。

「（ヒソヒソ）……シンちゃん、シンちゃん」

　ん？　どうしたサチ？

　サチのヤツ、俺の陰に隠れたままヒソヒソっと声をかけてきやがった。

「（ヒソヒソ）……シンちゃん、その『ぐぬぬ』ってのよすべき。……たぶん『コイツばっかり美少年でモテやがって』の意味の『ぐぬぬ』なのだろうけど」

　おサ前チ、よく分かったな？　さすが長いつきあいだけのことはある。だが──そうはいくか！

「（ヒソヒソ）いいや、断る！　あんなヤツ、あんなヤツ……ぐぬぬぬぬ！」

「（ヒソヒソ）……でも、ナガマサくんがいなくなっても、代わりにシンちゃんがモテるわけじゃない」

　またサチのくせに正論を!?

「（ヒソヒソ）……もちろん、シンちゃんの気持ちも分かる。……子供のころから密ひそかに愛していた幼なじみがＮＴＲネトラレてしまったわけだし」

「（ヒソヒソ）ん？　誰のことだ？」

「（ヒソヒソ）………………………………………………べつに」

　最後の発言は意味不明だが、しかしサチの言うことはもっともだろう。

　そもそも、本当に殺したいほど憎んでいるわけでもない。

　この男は友達だ。

　中学が一緒で、クラスも二、三年のときは同じ。そんな縁もあって高校に進学した現在、一番仲のいい相手はコイツだった。そんな男を本気で憎めるはずもない。

（しかし、この男……やっぱり可愛かわいいな）

　近くで見ると、よく分かる。

　漫画的な比ひ喩ゆになるが、ただ立ってるだけで背景に花が咲き、キラキラキラッと効果音が鳴るような、そんなカワイイオーラ全開だった。

　さすがは陰でお姫様と呼ばれる男。というかこの長なが政まさ、我が校男子一〇名のうち本人除く九名にアンケートを取ったところ、全員一致で『この男なら掘れる』と回答したという逸話の持ち主だ。

（※編集部註ちゆう：‥今のは『この男なら惚ほれる』の誤字です。お詫わびと訂正申し上げます）

　しかも背がやや低めだったため、近くに立つと自動的に上目遣いな感じになる。そういうところも、なんとなく色っぽい。髪からは、ふわん、とリンスのいい匂いをさせていた。

　やれやれ、コイツが見た目通りの美少女だったらよかったのに。そしたら学校屈くつ指しの美少女と友達という状態で、俺も嬉うれしかったんだけどな。歴史にｉｆはないとはいうが………………って俺、なに考えてるんだ!?

「御み厨くりや？　ねえ、どうしたのさ？」

「い……いや長政、なんでもない！」

　いけない。長政の美び貌ぼうに惑わされていたようだ。つい、ポーッと見とれてた。

　ええと、たしか『なんでこんなところにいるのか？』って質問されたところだったな。俺とサチが、どうして長政んちのすぐ近くでワーワーやっていたのか。うん、その質問の答えだが、ええと──。

「近所で騒いで悪かったな。どうして、ここにいたかというと、つまりは、その、なんというか…………お前をストーキングしようと思って」

「えっ？　なんだって？」

　この際だ。正直に話すことによう。

　こんなの隠し事しても仕方ない。実は、前にも一度、この男には相談していた。

「だからストーキングだって。こないだ話したろ？『サチがお前をストーキングしたがってるから、チョイと尾び行こうしたり隠し撮りしたりさせてほしい』ってさ」

「はは……あれ本気だったんだ」

　まあ、普通は本気とは思うまい。いきなり、ストーキングさせてくれ、とは。

「ダメだったか？」

「ううん……。御み厨くりやがそう言うなら、ストーキングくらいはしてもいいけど──」

「マジか!?　やった！」

　なんでも頼んでみるものだ。

　それにしても長なが政まさ、なんていいやつなんだろう。こんな無む茶ちやな頼みを聞いてくれるとは。大人になったら保証人とか頼みたいから、ぜひそれまで友情を大切にしたい。

　ちなみに──『こんなに仲がいいのなら、尾行なんかしないで一緒に登校すればいいのに』と思う人もいるかもしれない。

　いや、それどころか『ストーキングなんてしないで“〝サチがお前を好すきらしいからつきあってやってくれないか？”〟と頼めばいいのに』と思う人さえいるかもしれない。

　だが、それは誤りだ。

　サチがこの長政秋あき彦ひこと『一定以上仲よくする』のは、まず不可能なことであったのだ。

　なぜ不可能なのか？　理由はいくつかあるが、そのうちの一つはサチのせい。

「ストーキングはいいけど、でも……ねえ犬いぬ神がみさん、ほんとに僕のストーキングしたいのかい？」

　長政はきょとんと小首を傾かしげつつ、不思議そうな顔でサチに訊たずねる。その表情は、まるで好奇心旺おう盛せいな仔こ犬いぬのようで……要は、可愛かわいい。ものっそ可愛い。

　そんな仔犬フェイスで訊ねられたサチは──、

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………きゅ」

　きゅ～、と妙な声を出したかと思うと、



　──ばたんっ



　いきなり倒れた。

「あっ、犬神さん！　大丈夫!?」

「………………ウェヒヒヒ、ナマナガマサくん」

　……どうやら大丈夫らしい。いつものだ。興奮のあまり倒れてしまっただけだった。

　さきほどの『一緒に登校できない理由』の一つはこれ。

　先述の通り、サチは長なが政まさ秋あき彦ひこに対しては、とんでもなく恥ずかしがり屋。長政がちょっと可愛かわいい表情をしただけでぶっ倒れていたのでは、一緒に学校に行くなど夢のまた夢だろう。ましてやコイツ、わりとしょっちゅう可愛い表情をする男であったし。

　倒れたサチは意識が途切れそうになりながらも、ずっとニヤニヤ笑いを浮かべていた。すこぶるキモい。この顔、ムカつく。

「………………ナガマサくん萌もえる。さっきの顔、超エロい。……鼻血出そう」

　いいや出てる。『出そう』じゃなくて、今まさに鼻血が出てるぞ。プシャーと出てる。止血しろ。

「長政、そのへんにＡＥＤあるか？」

「ええっ、心肺機能が停止してるのかい!?」

「いや、ムカついたから、電気ショックでバリバリしてやろうと思っただけだ」

　俺のムカつきは、そのくらいしないと治まらない。

「…………シンちゃん、もっとソフトプレイがいい。……朝だから、あんまりハードなプレイはちょっと……エロマンガに喩たとえるなら『コンビニで買える本』レベルのソフトプレイがいい」

　サチ、うるさい。なんでエロマンガに喩えるんだ。

　俺は、鼻血の出てるサチの鼻に、丸めたティッシュをぎゅうぎゅう乱暴に詰めてやる。

「……むぎゅう、むぎゅう」

　血は両穴から出てたので、むぎゅう、むぎゅう、と計二回。

　考えてみれば憐あわれな女だ。ストーキングに来ておいて、好すきな男の前でこんなみっともない顔を見せる羽目になってるのだから。自業自得なので、そこまで同情する気はないが。

「いつまでも倒れてるんじゃない。ストーキングしながら学校行くぞ」

「……シンちゃん、おんぶ」

「なんだ、横着しやがって」

　とはいえ倒れた直後の女を無理に歩かせるのも気が引けた。

「はいはい、分かったよ。──よっこいしょ」

　仕方なく、よっこいしょ、とおんぶする。これも、わりとよくあることだ。

　コイツを背負って歩くのもだいぶ慣れた。サチはちびで軽いから、おんぶするのもラクチンだ。本当に俺はつきあいがいい。

「ねえ、御み厨くりや……犬いぬ神がみさんは大丈夫なのかい？　学校休ませた方がよくないかな？」

「いいや、大丈夫。今までになく絶好調だ」

「……………………ハァハァ、長政くんハァハァ」

　ほら、こんな具合に。ちょっと引くくらい絶好調だ。

　サチは長政が心配してくれたのが嬉うれしいらしく、俺の背中でハァハァと息を荒くしていた。背中が湿って気持ち悪い。

「とにかく俺たちは物もの陰かげからストーキングしつつ登校するから、長政は先に行ってくれ」

「うん、いいけど……。よく分かんないけど、いろいろと難なん儀ぎだね？」

　まあな。お前の言う通り、いろいろ難儀な女なんだ。

　──さて、と。

　さきほど俺は、『俺とサチが、長なが政まさと一緒に登校できない理由はいくつかある』と言った。

　そのうちの一つは、恥ずかしがり屋のサチが鼻血を出してひっくり返るから。この調子では、輸血用の鼻血が何リットルあっても足りなくなる。

　だが、『いくつか』というからには、もう複数理由はあった。

　たとえば他ほかの女子に妬ねたまれる、というのも理由の一つ。さすがは“〝王子様（弱）”〟や“〝お姫様（男）”〟と呼ばれるほどの男。一緒に歩いてるだけで嫉しつ妬との対象になってしまう。

　だが、それよりも、もっと圧倒的かつ分かりやすい理由が存在していた。

　それは“〝ボディガード”〟の存在。

　この長政秋あき彦ひこには、おっかないボディガードがついていたのだ！

　俺たちが道みち端ばたで話していると、不意にそのボディガードが現れる──。

「あら……？　秋彦、なにをしてるの？」

「あっ、姉さん」

　人呼んで、“〝王子様（強）”〟。

　長政秋彦の双子の姉だ。





　一年Ａ組、長政冬とう子こ。一五歳。

　俺たちのクラスメイトでもあり、見た目だけなら弟そっくりなこの女は、俺の天敵ともいえる存在だった。

　そんな彼女は、弟の横にいる俺とサチを見て、

「げっ、御み厨くりや!?　犬いぬ神がみも！」

　露骨に『朝から嫌な奴やつらに会った』という顔をする。

「朝から嫌な奴らに会ったわね……」

　顔だけでなく、口にも出した。お前、せめて顔だけにしておけないか？　そこまで露骨に嫌がることないだろうに。

　長政冬子はさすが双子だけあって、顔も体型も弟そっくり。背も弟とちょうど同じ──つまりはやや低めの男子並みで、女子としては結構な長身になる。そんな具合に瓜うり二ふたつ。

　しかし、長政姉弟の弟秋彦は先述の通り『中性的な美少年』であったのだが、姉冬子は、ある意味真逆の存在でもあった。

　彼女は、『中性的な美少女』。

『色は白く、線はほっそり。やや鳶とび色いろがかった髪はさらさらで、ぱっちりした目の睫まつ毛げはばさばさ』

　──な少年のよう。

　そんな『美少年』という言葉をそのまま具現化させたような女だった。

　まるで昔の少女漫画の美形キャラ。

　しかも顔つきなどは、弟よりキリッとしていて強そうだ。

　弟が『男っぽい野や蛮ばんさを感じさせない子』であったように、姉は『女らしい弱々しさやお淑しとやかさを感じさせない子』というわけだった。

　実際、見た目だけでなく、この女はやたらと気が強くて喧けん嘩かっ早ぱやい。よくない意味での男っぽさに溢あふれている。

　だから女子たちは、この長なが政まさ冬とう子このことを『強い方の王子様』──略して“〝王子様（強）”〟と呼んでいた。その対比で弟は“〝王子様（弱）”〟と呼ばれていたわけだ。

　まあ、個人的には王子というより『女王様』とか『女帝』の方が似合っていると思うけどな。“〝お姫様（男）”〟を虐いじめる、悪い女王だ。

　ともあれ長政冬子コイツは、そんな女だから女子にモテた。

　この女は姫学の附属中学（女子校）出身だったのだが、三年間ずっと他ほかの女子たちにモテモテで、毎年バレンタインなどはチョコを貰もらいまくりだったらしい。

　つまりは、やはり俺の敵だ。姉弟揃そろって俺の敵だ。ぐぬぬぬぬ。

　でもって──俺は、そんな女に嫌われていた。

　というより弟が俺と仲よしなのが、姉として気に食わないらしい。中学のころから長政家に遊びにいくたびに、いつもジロッと怖い顔で睨にらまれた。サチとは違う理由で、俺の苦手とする女だ。

















　そして、その王子様兼女王様は──また俺をジロッと睨みつける。

「ちょっと、御み厨くりや！　なんで朝から人んちの近くにいるわけ？　まさか、アンタ……ストーキングしてんじゃないでしょうね!?」

　長なが政まさ（姉）、鋭するどい。

「ハ、ハハ……長政（姉）は妙なことを言うな？　なんで、そんなこと思うんだよ？」

「だって一昨日くらいから、うちの周りでコソコソしてる人がいるって近所の人が言ってたもの。昨日はゴミ捨て場を漁あさろうとした形跡があったし、学校でも妙な視線を感じているし」

　しまった、バレてた。

　今のは全部、サチと俺がやってたことだ。ゴミ捨て場も、昨日サチと『漁ろうか』という話をしていたのだが、カラス避よけの網に手をかけたところで我に返って中止した。……しかし直前でやめたのに、どんな痕こん跡せきが残っていたんだ？　ホームズ並みの観かん察さつ力りよくか？

「ねえ御厨、アンタさっきから笑顔が引ひき攣つってるし、ずっと目を逸そらしてるし、口調も棒読みになってる気がするんだけど……」

「き、気のせいじゃないのか！」

「本当？　ふうん、怪しいわね。ねえアンタ、本当にわたしのことストーキングしてないでしょうね？」

「いや！　それはない！」

　なんだ。思ったほどは鋭くないのか。

「おいおい、そんなの自意識過剰だろ。なんで俺がお前をストーキングすると思うんだ？」

「なにそれ御厨。その言い方ムカつく」

　じゃあ、ストーキングした方がよかったのか？　コイツ、どうしろというんだよ。

「とにかく俺はお前をストーキングしていない。それについては神に誓ってもいい」

「ふぅん……本当かしら？」

　本当だ。微妙だが、少なくとも嘘うそではない。

『俺は』『お前を』ストーキングしていない。ストーキングしていたのはサチなんだし、ターゲットも弟の方だ。『神に誓って』と言いはしたが、このくらいは神様も許してくれるだろう。……ですよね神様？

「……シンちゃんの言ってることは本当」

　サチ？　急に話に入ってきたな。

「……私が証人。シンちゃんはストーカーじゃない。……マジでマジで。神に誓って」

　これまた、少なくとも嘘ではない。犯人は自サ分チなんだから。

　だが、この『神に誓って』は、神様は許さない方がいいだろう。神様、犯人はコイツです。

　俺をかばうサチを見て、長なが政まさ（姉）はなぜかイラッとした顔をしていた。

「ふん、まあいいわ……。とにかく御み厨くりや、あんまり人んちの周りをちょろちょろしないでちょうだい！　犬いぬ神がみ、アンタもよ！」

　勝手なことを。人がどの道を通って学校行こうと勝手だろうに。

　とはいえ──、

「………………………………………………………………………………長政くん、ハァハァ。……ゲヒヒヒヒ」

　そうだな。コイツはあんまり人んちの周りをチョロチョロしない方がいいだろう。それは正しい。

　長政（姉）は腹立たしい女だが、実は昔からそこまで間違ったことは言ってなかった。そういうところも、また腹立たしい。

「秋あき彦ひこ、そろそろ行くわよ。こんな連中、ほっときましょう」

「う、うん……」

“〝王子様（強）”〟こと長政冬とう子こは、弟の手を引いて歩き出す。
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　長政（姉）は弟の手を掴つかんだまま、ずかずかと先に行ってしまった。

　もしかして、この近所の人には『姫学の子はみんな手を繋つないで登校するのか』と思われているかもしれない。さっきまで俺もサチの手を引っ張っていたし。

（今は俺、サチを背中におぶっているから、それ見てもっとワケ分からなくなっているかもしれないな）

　あまり妙な風評を流布したら、学校で問題になりかねない。

　しかし長政（姉）のやつ、弟を引っ張りながらなのに、やたらと歩く速度が速かった。サチをおんぶしながらでは、追いつくのは不可能だろう。

　俺たちはどんどん距離を開けられていき、すぐに姿も見えなくなる。

　今朝のストーキングは失敗だ。

「……ハァハァ、今日は朝からいっぱい萌もえた。……あやうく萌え死んでしまうところ」

　あー……いや、サチ的には大満足だったのかもしれない。

　だが俺としては、こんなのでは困る。

　ほんの数分だけで満足してしまっては駄目なんだ。

　なぜって──残りの時間、また俺にベタベタくっつくだけだから！

　サチにはこの程度で満足せずに『もっと長政（弟）につきまといたい』と思ってくれなければ。それは、もう毎日。一日中。俺に構ってるヒマがないくらい。

　そう、いわば──『真のストーカー』になってくれなければ！

『ストーカーの星』や『超スーパーストーカー人』『ストーカー女王クイーン』と言ってもいい。いずれもターゲット以外には興味を示さず、俺に迷惑をかけないストーカーのことだ。サチには、そんな立派なストーカーになってもらいたい。

　そのためには、まずサチの意識改革と、それから──、

（長なが政まさ冬とう子こだな……）

　あの女をどうにかしないと。

　いずれは長政（姉）にストーキングがバレてしまうかもしれない。そうなれば、俺たちを嫌っているあの女のことだ。絶対邪魔してくるだろう。その前に手を打たなければ。

（とはいえ……いったい、どうしたもんだろうな？）

　……さすがに、簡単には思いつかない。

「……シンちゃん、冬子さんのことを考えている？」

「おう、まあな」

「……冬子さんは、ひどい女。いきなりシンちゃんをストーカー呼ばわりするなんて。……たしかにシンちゃんはストーキングの共犯者ではあるけれど、証拠もなしにストーカー呼ばわりはひどい」

　いいや、その言い方だと、悪いのは明らかにこっちの方だ。

　それと『共犯者』って言い方はよせ。『お手伝い』とか『付き添い』とか、もっとソフトな言葉を選ぶように。

「……とにかく冬子さんには近づかない方がいい。無意味な喧けん嘩かの種になるだけ」

「そりゃ、そうなんだろうけどさ」

　そもそもサチおまえからして喧嘩腰だぞ？

　サチと長政冬子は仲が悪い。それも高校入学前からだ。

　二人とも姫学の附属中学出身で、同じクラスだったこともあるらしいのだが、聞くところによれば当時からかなり険けん悪あくな関係だったとか。

　まあ、サチはもともと『仲のいい相手』なんて少なそうなタイプだけどな。長政（姉）も人気者だが同時に敵も多そうだし。二人とも性格に問題があるから、不仲も仕方ないかもしれない。

「……だからシンちゃん、勘かん違ちがいしては駄目。……ラブコメものだと、あんな風に突っかかってくる女は、実はシンちゃんのことを好すきだったりするんだろうけど──あの女の場合は絶対違う。冬子さんは、シンちゃんのことが嫌いなだけ。間違えないよう注意する」

「しねえよ、そんな勘違い」

「……それなら、よかった。シンちゃんがモテないあまり漫画と現実の区別がつかなくなっていたら、どうしようかと思ってた。……ツンデレ女はネッシーや雪男と同じで、現実には存在しない生物。よく憶おぼえておく」

「お前、俺をなんだと思ってるんだ？」

　また『勘違いするな』か。サチはことあるごとに、そう念押しする。

　俺、よっぽと勘違いしやすく見えるらしい。





　そんな風にいろんなことを考えつつ、俺はサチをおんぶしたまま学校へと向かう。

　しかし、どうでもいいんだが……。

「おい、サチ──背中でモゾモゾ動くな。歩きにくい。それに、その、なんというか、ええと…………さっきから当たってる！」

「……なにが？」

「だから、つまり……俺の背中に、お前の胸がだ！」

　俺の背中に、ふにゃん、と柔らかい感触が！

　いや、おんぶしている以上、自動的に体が密着するものだし、胸が当たるのも当たり前なのだろうが──しかし、さっきからは特にひどい。

『当たってる』というか、むしろサチのやつ自分からモニュモニュ押しつけてきているようだった。

「……『当たってる』のではなく、自主的に『当てている』」

「なんだと！　どうして!?」

「……こうやってパイポジを直している」

「パイポジ……？　なんだ、それ？」

「……つまりは、おっぱいポジションのこと。……さっき倒れた拍ひよう子しに、ブラジャーの中でパイ位置がズレてしまって気持ち悪いので、こうやってグリグリ押しつけながら直している。……男子も、よくポケットに手を入れてアレのポジションを直してるけど、それと同じこと」

　ああ、男性器のポジションのことか。

「男子は、他人の背中に押しつけてポジション直したりしないけどな！」

「……すればいいのに。男子同士で。長なが政まさくんあたりと。……ゲヒヒヒヒヒ」

　どんなホモだ。

「……女子同士だとわりとやる。……シンちゃんにだけは女子のトップシークレットを教える。たまに女子が、ふざけて女同士で背中から抱きついたりしてるけど──あれは、ああやってパイポジを直している」

「マジか!?」

　そうか！　あれって、そういうことだったのか！　まさか、ああやって、さりげなくおっぱいの位置を直していたとは──!!　ついに宇宙の真実を一つ得たぞ！

　……って本当か？

　お前、さては嘘うそついてるだろ？　俺がどこかでこの知識を披ひ露ろうして恥をかくところを見たいだけでは？

　だが、なんにせよ──サチのやつ、さすがは隠れボイン。

　俺の背に押しつけている、この胸の感触！

　おお、なんという軟度。

　おお、なんというボリューム感。

　たとえ“〝貞さだ子こさん”〟と呼ばれているような女のものでも、巨乳の感触というのは、ただそれだけで嬉うれしいものだった。

　ぶっちゃけた話、サチでなく本物の貞子さん（妖よう怪かい）でも、巨乳だったら同じくらい嬉しいものであっただろう。ブラウン管テレビからズルズル出てきて巨乳を背中に押しつけてくれたなら、皆『ありがとう』とお礼くらいは言うはずだ。男子というのはそういうものだ。

「……迷惑なら、パイポジを直すのはやめる」

「い、いや……迷惑だが、やめなくていいぞ！　うん！　このくらいガマンできるしな！」

「…………平気、あとで直せばいいだけ」

「いや！　いやいやいやいや！　ホラ、アレだ……男子もポジションがズレたままだと苦痛だからな！　お前が大変なのはよく分かる！　仕方ないなあ、まったく！」

「………………」

「どうした？　続けていいんだぞ？」

「……もう直ったから大丈夫」

「そ、そうか！　直ったのか、よかったな！　……………………………………………そうか……」

「……シンちゃん、悲しそうな顔をしている。けっこうなレア顔。こんな悲しそうな表情、月に一度くらいしか見たことない。……せっかくなので写メを撮る。ハイ、チーズ」

　撮るな。悲しそうな顔なんてしていない。

「……シンちゃんが頭を下げて頼むのなら、おんぶしてくれるお礼に、またパイポジを直してもいい。……どうする？」

「そんなお礼いらねえよ！」

　いいや、いる。

　本当はいる。ほしい。ぜひともほしい。

　ああ、俺にもう少し勇気があれば……。

　そして、この女が犬いぬ神がみサチでさえなければ……。

　もし俺がおぶってるのがサチ以外の女子だったら、即座に土下座して『はい、ぜひともパイポジ直してください』と頼んでいたことだろう。

　だが実際にはサチであったため、そこまで頼む気は起きなかった。いくら巨乳でも結局はサチのだしな。どうせ。うん。

「……シンちゃん今、失礼なことを考えていた？　顔を見て、なんとなくピンときた」

「いいや、べつに。失礼なことなんて考えてない」

　このくらい失礼でもなんでもない。





　──と、そんな調子でサチを背負って歩くうち、道路の先に煉れん瓦がの校舎が見えてきた。

　我らが母校、東京都立姫ひめヶが瀬せ学院高等学校が。

「サチ、そろそろ背中から降りろ」

「……シンちゃん、冷たい。『パイポジを直さないなら降りろ』だなんて」

「違う！　もうすぐ学校だから降りろと言ってるんだ！　学校でこんなの恥ずかしいだろ。こんな風におんぶしてるところクラスのヤツに見られたら、俺たちがスゲー仲いいと勘かん違ちがいされるじゃないか」

「………………」

「なんだよ、急に黙って？」

「……今さら取り繕っても、もう遅い。クラスの子たちも、みんな『御み厨くりやと犬いぬ神がみはスゲー仲いい』と思っている。……さっきも長なが政まさくんたちに見られていたし」

「そんなの困るんだよ！　とにかく、降りろ！」

　中学からの腐れ縁である長政姉弟とかならまだいいが、クラスにはそうでない相手も存在する。絶対に勘違いされたくないという相手が。

　たとえば──我がＡ組一番の美少女で、クラスの女神様的存在である、山やま田だあんじぇさん（別名マイ・スウィート・エンジェル）だとか！

　あんな美人に『御厨と犬神はスゲー仲いい』と思われるだなんて耐えられない。

















幕間　その一









○シンイチの家の台所（時間的には少し前のシーン）

　　　　朝食を仕度したくするシーン（※）をサチ視点で。

　　　　台所でベーコンエッグを作っているサチ。

　　　　シンイチ母が寝室（隣の部屋）から布団に潜ったまま声をかける。

　　シンイチ母「サチちゃん、唾だ液えきはシンイチの以外には入れないでね」

　　サチ「……はぁい」

　　　　以後、シンイチに聞こえないよう小声でやりとり。

　　シンイチ母「ねえ、サチちゃん──」

　　サチ「……なあに？」

　　シンイチ母「ウチのシンイチは、それはそれはニブいから、貴方あなたみたいにツンデレやってたら損するわよ？」

　　サチ「…………（ピタッ、と料理をする手が止まる）」

　　シンイチ母「だいたい、なに？　その『ストーキングの練習』って？」

　　サチ「……だって、シンちゃんが──」

×　　　　×

　　　　回想。数日前の夜、シンイチの部屋に侵入したサチが叱しかられているところ。

　　シンイチ「サチ、ストーキングするなと言っただろ！　……まったく、なんでいつも俺につきまとう？　まさか、お前、俺のこと──」

　　サチ「……違う。勘かん違ちがいしてはダメ。前から言っているように、シンちゃんのことなんか好すきでもなんでもないんだからねっ。……これは、その──そう、ただの練習。好きな男子ができたから練習しているだけ」

　　シンイチ「好きな男子!?　マジで？」

　　サチ「……マジ（目を逸そらして、露骨にウソっぽく）」

　　シンイチ「そうか、練習か……そういうことなら協力してやる。少しだけならストーキングしてもいいぞ」

　　サチ「……えっ？」

×　　　　×

　　サチ「……というわけで、練習ならストーキングしてもいいと許可が出た」

　　シンイチ母「貴方たち、本当にバカなのねぇ？」








第二幕



「そういうことなら協力してやる。少しだけならストーキングしてもいいぞ」

「……えっ？　本当に？　お部屋に侵入しても怒らない？」

「ま、まあ、練習ならな……けど、『少しだけなら』だぞ？　分かってるな!?」

「……分かっている。…………シンちゃん、約束だからね？　……ウヒヒヒヒ」

──一年Ａ組、御み厨くりやシンイチ・犬いぬ神がみサチ（数日前にしたやりとり）
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　目指せモテモテ！

　この物語は、自らがモテるために自分にくっついてるヤンデレストーカー幼なじみを他人に押しつけようと日々奮戦する、一人の恋愛ウォーリアーの戦闘記録である。

　そして、その戦いの舞台こそが、この都立姫学なのであった。





　東京都立姫ひめヶが瀬せ学院高等学校。

　通称、都立姫学。

　それは、平凡な住宅街の真ん中に孤島のように存在する、雅みやびやかな少女空間。

　一〇〇年近い伝統を持つ女子校であり、校舎も赤い三角屋根にアーチ型の出窓、蔦つたの絡まる白い壁という格調高い大たい正しようゴチック風。敷地のあちこちにある花壇や庭木は、年中色とりどりの花を咲かせる。

　通っているのも、スカートをちょこんと摘つまんで『ごきげんよう』と挨あい拶さつするような無む垢くで上品な少女たちばかり。

　ここはそんな、いかにもな乙女の園だった。

　去年までは。

　今年からは違う。一部だけだが、そうじゃない。

　全国的な少子化の影響により、本年度より限定的に共学化。男子を一〇名のみ受け入れることとなった。

　全校生徒三六七名のうち、男子生徒はたったの一〇名。

　つまりは男女比、一対三六・七となる。

　此こ処こに入学した男子は自動的に、こう呼ばれる状態になる。即すなわち──『ハーレム』と。

　うらやましいか？

　うらやましいだろう。そうだろう。ハーレムは男の夢だからな。

　だが諸君には一つだけ、言っておきたいことがある。

　この学校は、たしかに男女比率一対三六・七というハーレム空間であるのだが──、

　俺は、モテてない。

　少しも。

　ちっとも。

　モテるためだけに入学したのに。

　カノジョどころか、女子の友達さえロクにいないという有り様だった。

　もし、これから『もうすぐ共学になる女子高』に入学しようと考えてる男子がいたら、よく俺の話を聞いてほしい。いいか。

『──どんな男女比だろうと、モテる奴やつはモテる。モテない奴はモテない』

　諸君も、憶おぼえておくんだ。いや、むしろ額に入れて座右の銘にするといい。この俺の実体験に基づいたアドバイスだ。……あれ、何な故ぜだろう？　目の前が急に曇って見えないや。グスッ。

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………いけない。また泣いていた。さっさと話を続けよう。

　時計は八時一〇分少し過ぎ。朝のホームルームまで、あと五分ほど。

『背中から降りたくない』と駄だ々だをこねるサチを無理やり降ろし、そのまま赤あか煉れん瓦がの校門をくぐって教室へと向かう。

「サチ、ちょっと離れろ。袖そでを掴つかむのもよせ」

「……もうちょっとだけ。教室の近くになったら離れる」

　背中から降りてからも、サチはずっと俺の袖を掴んでくっつきながら歩いていた。

（なんかコイツ、最近ますます俺にベタベタするようになった気が……）

　前は、学校ではここまでベッタリじゃなかった気がする。ここ数日──長なが政まさのストーキングをすると決めてからだ。

　やはりストレスのせいなんだろうか？　これまでつきまとってた相お手れから新しい相手ながまさに乗り換えるのは、いろいろ心労があるのかもしれない。──そう思い、俺もそこまで強く『離れろ』とは言わずにおいた。多少は優しくするのも大事だろう。

　一年Ａ組の教室は、新校舎の二階にある。階段を上がった、すぐそこだ。

「おいっ、さすがに離れろ。もう教室だぞ」

「…………う」

「いいから離せ。掴むな」

　サチの手を振り払いつつ、ひょい、と俺はドアの陰から中を覗のぞく（このとき『どうして、すぐに教室に入らなかったか』については、あとで説明しようと思う）。

　教室では、既にほとんどの生徒が登校済みで、お嬢様女学校特有の『ごきげんよう』という挨あい拶さつを交わしていた。

　さっさと先に行ったはずの長なが政まさ姉弟も、たった今教室に着いたらしい。あんなに早足だったのに意外なことだ。ちょうど皆に朝の挨拶をしているところだった。

「やあ諸君、ごきげんよう」

　長政（姉）がそう言いながら微笑ほほえむと、女子たちは、

「「──キャーッ！」」

　と一斉に歓声を上げた。

　一応言っておくが、今の『長政（姉）がそう言いながら微笑むと』は誤字じゃない。『弟』でなく『姉』で正しい。男言葉だが、これで合ってる。

　理由はよく分からないが──長政冬とう子こはなぜか、学校では男言葉で会話していた。

　ほら、こんな具合に。

「おやっ小こ林ばやしさん、髪型を変えたんだね？　ふふっ、子猫みたいで素す敵てきだよ」

　……いや、これは男言葉じゃないな。宝塚風というか、なにかまた別の言葉づかいだ。

　しかも、わざわざ指で小林さんの髪を弄いじりながら、そんな気き障ざな台詞せりふを口にする。

　そして褒ほめられた小林さんはといえば、

「は……はいっ、ありがとうございますっ！」

　喜んでいた。いいや、ここはあえて『悦よろこんでいた』と、ちょっと性的エロスの匂いがする字を使おう。目をうっとりとさせながら、照れてポーッと顔を真っ赤にしていた。

　周囲の女子たちは、悔しさでキーッと顔を赤くする。

「──まあ、小林さんったらズルい！　冬子さんに褒められるだなんて！」

「──それにしても冬子さん、なんと麗うるわしい……」

「──ええ。それに、とっても凛り々りしいわ。さすがは、わたくしたちの王子様」

　長政（姉）、モテモテだ。

　さすがは“〝王子様（強）”〟と呼ばれる女。多くの女子たちが黄色い歓声とハート型の視線を投げかけていた。

　この女は、附属中学からの繰り上がり組からは特に絶大な支持を得ていて、単に『人気者』という基準で判断するなら、学校屈くつ指しの美少年である弟より女子の人気は上だった。

　いや、下へ手たをすると恋愛感情的な意味での『モテ』でさえ、姉の方が上かもしれない。中学時代は年上年下を問わず多くの女子とつきあっていたという噂うわさだ。クラスの子たちもよく『冬子さんなら抱かれてもいい』と言っている。

　やっぱり、この女は俺の敵だな。

（けど、この女──俺と話すときと全然感じが違うんだな？　俺の前だと、ただの乱暴な女のくせに）

　なのに皆の前では、この王子様っぷり。

　ひどい変わり身だ。俺の知ってる長政（姉）は中学時代からただの乱暴者で、口調も普通の女言葉。初めて長政（弟）の家に遊びに行った日から、ずっとそんな調子だったのに。

　ちなみに、その長なが政まさ（弟）だが、姉の横に立ち、微妙な表情を浮かべていた。これは、たぶん姉のせい。弟の方の長政は、姉の王子様っぷりがあまり好すきではないようだ。

　だが乱暴者の姉には逆らえず、面と向かって意見を言えない──そんな葛かつ藤とうのために、今のような『なにか言いたげな微妙な表情』になっていたのだろう。長いつきあいだから俺には分かる。

　だが、クラスの女子たちには、そんな複雑な気持ちは伝わらない。

「──見て、長政くんの物もの憂うげな表情……」

「──ええ、不幸っぽいところがグッとくるわ。まるで王子様の助けを求めるお姫様のようじゃなくって？」

「──まあ。じゃあ彼は今、王子であるお姉様に守られているのね。素す敵てきだわ」

　なぜだか逆に『姉に守られている』という扱いになっていた。本当は、姉のせいであんな顔をしていたのに。

　いずれにせよ、この長政秋あき彦ひこだが……やはり俺の敵ではある。なんだかんだで。だってモテているから。

　しかも人気者の姉に守られていることが、この男のモテモテぶりに拍車をかけていた。『あの“〝王子様（強）”〟が大事にしている子だから、ファンである私も彼が大事』ということらしい。理解し難がたい謎なぞの理屈だ。

　そして同時に『弟を守ってるところが格かつ好こういいから、ますます冬とう子こさんが好きになった』『私も秋彦くんみたいに冬子王子に守られたい』と、姉の方の人気も上がっていた。一種のセット商法だ。

　ちっ。なんてうらやましい。

　そして妬ねたましい。

　だが……そうはいっても弟の方については、やはりうらやましくない部分もある。

　この長政秋彦は、女子たちに大人気であるにもかかわらず──カノジョは、いなかった。

　それどころか、女子の友達さえもロクにいない。

　原因はいくつかある。半分は、ファンたちがものおじして自ら距離をとっていたり、ファン同士で足を引っ張り合って仲よくなるのを妨害したりと、そんな『ファン側の理由』だった。女子こええ。

　そして、もう半分の原因──それは、もちろん姉である冬子王子。

　この姉が、ボディガードというか敏びん腕わんマネージャーというか、とにかくガッチリ弟をガードしていたせいだった。

　たとえば……おっと、今ちょうどいい例がやってきた。

「──あの長政くん、実はクッキーを作ってきたの」

　よそのクラスの女の子だ。

　たまには、こんな風に勇気を出して（そしてファン仲間を出し抜いて）長政にプレゼントを持ってくる子も現れる。しかも今朝の子は、かなりの美人だ。

「うん、ありがとう」

　長なが政まさ（弟）は、可愛かわいらしい紙袋に入ったクッキーを受け取ろうとするが──、

「おっとストップ。君、Ｂ組の中なか島じま美み優ゆさんだね。うちの弟に許可なくお菓子をあげないでくれるかな？」

　受け取る直前、長政（姉）の妨害デイフエンスが。

　いつも、こんな調子だ。おなじみの宝塚口調も、さっきまでよりトゲトゲしくて威圧的。あんまりにも露骨なガードぶりだった。

　しかし、クッキーの中島さんは食い下がる。

「でも冬とう子こさん、せっかく作ってきたのですし……!!」

「いいや、悪いけど遠慮してもらえるかい。だって一人ＯＫしたら、君みたいな子がワーッとたくさん来ちゃうだろう？　そのたびに受け取って食べてたら、秋あき彦ひこが太ってしまうじゃないか。君、うちの弟を太らせたいのかい？」

「い、いえ……、ごめんなさい……」

　この長政（姉）は口が達者だから性た質ちが悪い。キツい口調で責められて、中島さんは泣きそうな顔になっていた。可哀かわい想そうに。

　だが、恐ろしいことに──ここから先が“〝王子さま（強）”〟と呼ばれる女の真骨頂！

　長政（姉）は、急にキッと男前な表情をすると……、

「（ヒソッ）ごめんよ、中島さん」

　と、彼女の耳元で囁ささやいた。

　そっ、と小さな声で。

　しかし、なんとなく周囲にまで聞こえる声で。

「え……っ？　どういうことです、冬子さん？」

「（ヒソヒソッ）今のはね、中島さんのためなんだよ。プレゼントを迂う闊かつに受け取ったら、君が他ほかの子たちから恨まれちゃうだろ？　うちの弟は鈍感だから、そのあたりがよく分かっていないんだ」

　だから仕方なく、こうやって妨害したのだ。あえて自分が悪者になって。

　──という内容の話を、囁いていた。

　わざと微妙に聞こえるように！

　そして急に、芝居がかった大声を出す。

「だから……悪いけど、このクッキーは僕が処分しておくよ！」

　右目は、ぱちん、とウィンクしていた。

　今のは『こっそり弟に渡しておくから安心なさい』という意味のジェスチャーなのだろう。少なくとも、クッキーの彼女はそう思ったらしい。

『──まあ、冬子さんおうじさまって、いい人なのね。怖いと思ったけど素す敵てきな女ひと』

　そんな熱い眼まな差ざしで長政（姉）を見つめていた。頬ほおも、ぽっ、と赤らんでいる。

　ときどき見かける光景だ。

　長なが政まさ（姉）は、こうやって自分のファンを増やしていってた。このクッキーの子も、たぶん今ので弟から姉に乗り換えたろう。

「あの……よろしければ、そのクッキー、お姉様も召し上がって……」

　中なか島じまさん、『お姉様』ときた。今のは絶対『長政くんのお姉さん』ってニュアンスじゃなかったよな？

「おや？　僕は処分すると言ってるんだよ？」

「は、はいっ！　そうでした、お姉様！」

　このとき、またウィンクしていたから、彼女には『ええ、ごちそうさま』という返事（※幻聴）が聞こえていたに違いない。

　うん、間違いない。姉の方に乗り換えた。

『女の人ではあるけれど、どうせ弟と同じ顔だし、学校の有力者で性格が男前な分、姉の方がおトクかも』

　と、コロッと相手を替えたに違いない。

　しかも長政（姉）のやつ、わざとクラスの子たちにも聞こえるように囁ささやいていたから、

「──今の、聞こえた？」

「──ええ、冬とう子こさん、なんてお優しくて男前」

「──さすがは私たちの王子様だわ」

　ほら、大評判。

　この高等テクニックを持つからこそ長政（姉）は『女王様』や『美人だが性格最悪な女』ではなく“〝王子様（強）”〟と呼ばれていたのだ。

　この女、怖い。

　恐こわいじゃなくて怖い。怖おそろしい。

　ただ怒りっぽいだけでも怖いのに、頭脳・精神系の攻撃を使うから怖ろしかった。

（しかし……長政（姉）を見てると勉強になるな。女子ってのは、それまで意地悪だったヤツが優しいところを見せると、ギャップでコロッといくものなのか）

　このテクニック、俺も真ま似ねできないものだろうか。

　サチを長政（弟）に押しつけたあとは、同じ方法で俺もモテモテに……。

「……シンちゃん、シンちゃん」

　サチがくいくいっと、俺の袖そでを引っ張った。

　ん？　なんだ、サチ？　なにか言いたいことでもあるのか？

「……『※ただし、王子様イケメンに限る』」

「？」

「……シンちゃん、今『冬子さんのテクニック、俺も真似できないものだろうか』と思っていた。顔を見れば分かる」

「お前、よく分かったな？　いい勘してるな？」

「……でも、真似しても無駄。あれは冬子さんの顔があってこそ」

「はいはい、分かってるよ！　そのくらい本当は知ってるよ！　いいだろ、ちょっと思うくらい……。ほんのちょっとだけなんだからよ」

「……ううん。ちょっとも思うべきでない」

　厳しいな？

　だが、まあ、ともあれ──。

　こんな風に“〝王子様（弱）”〟こと長なが政まさ秋あき彦ひこは、おっかない姉によって完かん璧ぺきにガードされていた。

　こんな調子ではアイツにカノジョだの女友達だのができるはずもない。この姉がいる限り、人気はあっても、結局誰とも仲よくなれないままだ。

　それは長政（弟）も、よく分かっているらしく、

「………………」

　さっきから、なにか言いたげな目線で、自分の姉とクッキーの中なか島じまさんを見つめていた。

　少なくとも、嬉うれしそうな顔ではない。



２



　長政（弟）のやつ気の毒に。あんな姉がいたんじゃ大変だろう。同情する。

　とはいってもアイツ、現実問題としてモテてるからな。同情する必要はないか。カノジョいなくて、女子の友達もロクにいないのは俺だって同じなんだから。キャーキャー言われてる分だけ、長政（弟）の方が幸せに決まっている。

「……シンちゃん、そろそろ教室に入る」

「おう、そうだな」

　そうだな、いつまでもボーッと外に立ってても仕方ない。

　長政姉弟のせいで教室内がキャーキャーワーワーと盛り上がっていたので、なんとなく入りにくい雰囲気になっていたが、そろそろ教室に入るとしよう。

「うーす、ごきげんよう」

「……ごきげんよう」

　がららっ、と戸を開けて俺とサチが教室に入ると──、



　──びくっ



　と、クラス一同に緊張が走り、不自然な沈黙に包まれた。

　それまで長政姉弟のせいで、あんなに騒々しかったのに。テンション最さい高こう潮ちようだったのに。

　それが、こんなにシーンとなってる。

「……なんだか、急に静かになった」

「まあな」

　言っておくが、おサ前チのせいだぞ。

『貞さだ子こさん』『オバケっぽい子』『目が死んでる』『目が合うと呪のろわれる』『霊感が強いので有名な子（美人）がいきなり泣き出した』『霊感が強いので有名な子（ブス）が、いきなりキツネ憑つきになってゲロを吐いた』『町で姿を見ると五一％の確率でセーブデータが消える』『目が死んでる』などと陰で噂うわさされている犬いぬ神がみサチが入ってきたので、教室が静かになったんだ。

　ほら──。

「「………………………………」」

　みんな、微妙に目線を逸そらして黙っていた。

　目を逸らしてるのは『目が合うと呪われる』という噂を信じているためだろう。小五のころから南みなみ杉すぎ並なみ一帯で噂されていただけあって、みんな信じているものらしい。

　ちなみに少し前に『なぜいきなり教室に入らないかは、あとで説明しようと思う』と述べていたが、これが理由だ。こんな風にシーンと気まずい雰囲気になるのが分かっていたので一いつ旦たん、中の様子を覗のぞいてみたんだ。

　……しかし、長なが政まさ姉弟とは正反対だな。

　長政（姉）は一言『ごきげんよう』と挨あい拶さつをしただけでキャーキャー歓声が上がっていたのに、サチだと逆に静まり返る。まさしく青春の光と影だ。もちろんサチが影の方。

　サチはある意味、Ａ組で唯一、長政（姉）に対抗できる人物と言えただろう。

　でもって姉と一緒にいた長政（弟）がセットでキャーキャー言われていたのと同じく、サチと一緒にいた俺とも、みんなセットで目を合わせないようにしていた。

　俺も、とんだ巻き添えだ。

　やっぱり教室に入るべきじゃなかったかもしれない。





　ともかくも、そういった理由でクラス一同、俺とサチから目線を逸らしていたのだが──とはいえ、もちろん例外もいる。

　一人は、おなじみ長政秋あき彦ひこ。

　俺たちに向かって、コソッと小さく手を振っていた。

　ただし、隣にいる姉に叱しかられたくないからだろう。声をかけたり、こっちに歩いてきたりはしない。ただ申し訳なさそうな顔で、ぱたぱた手を振るのみだった。

（アイツ、こういうところは現実的なんだよな）

　仕方のないことではある。姉弟一緒のときに俺やサチと仲よくすると、俺たちが長政（姉）と揉もめるだけだ。これも彼なりの気遣いだと思う。

　それから長政（姉）もこっちを見ていた。逆の理由で。この女は目線を逸らしはしていなかったが、かわりにジロッと俺を睨にらんでる。まあ、仲が悪いんだから、こういう反応にはなるだろう。無視しないだけマシと考えるべきだろうか。

　そして、さらにもう一人──。

「犬いぬ神がみさん、ごきげんよう。御み厨くりやくんも」

「山やま田ださん……」

　俺のマイ・スウィート・エンジェル！

　この子は目を逸そらさないどころか、こうして積極的に話しかけてきた。

　一年Ａ組、山田あんじぇ。

　四月生まれなので一六歳。

　我がクラスの女神様的存在であり、この俺基準によるところの『一年Ａ組で一番の美人』だ。『あんじぇ』という名の通り、まさしく天使と言っていい。

　女子たちの間では『Ａ組一の美人は長なが政まさ（姉）だ』『山田さんなんて大したことない』という風ふう潮ちようがあるようだが……奴やつらはなにも分かっていない！

　雪のような白い肌に、さらさら流れるような黒い髪。目鼻立ちも整っており、やや控えめながらも上品な美び貌ぼう。喩たとえるなら、真っ白な百ゆ合りの花といったところ。あるいは大和撫なで子しこという言葉で有名なナデシコの花か。どんな花かは見たことないが。

　胸は、サチに聞いたところによれば、少々隙すき間まのあるＣカップらしい。巨乳派の俺としては、もっと大きければ尚なお嬉うれしかったが、とはいえ悪くはないサイズだ。たいへんリアリティのある大きさと言えた。

　そんな具合に、顔もスタイルも高得点。

















　だが、それよりなにより素晴らしいのは性格だろう。見た目通りに上品で、大人しくてお淑しとやかで──しかも、優しい。

　なにせサチと一緒にいる俺に声をかけてくれるんだ。今も、俺たちに屈くつ託たくのない笑顔で『ごきげんよう』と挨あい拶さつをしてくれた。とにかく、そんな“〝いい子”〟だった。

「あら……？　御み厨くりやくん、顔赤いわ。熱でもあるの？」

　ほら、優しい！　俺のことを心配してくれている！

　本当は、顔が赤いのは山やま田ださんの前だからなのに！

「い、いや俺は元気そのものだよ！　けど──熱といえば熱かもな。いわゆる『お熱』というか……つまりは、その、君に──（ゴニョゴニョ）」

「？　ふふっ、ヘンな御厨くん。でも元気なら、よかったわ」

　いけない、あやうく勢いで愛の告白をしてしまうところだった。

　だが──ああ、その『ふふっ』という微笑ほほえみの、なんという愛らしさ。

　しかも『元気なら、よかったわ』とは！　そんな言葉、ナイチンゲールやマザーテレサだって、そうそう言えはしないだろう。既に比ひ喩ゆ表現なしの『本物の天使』の域に達していたとは……。まさしく、ザ・天使！

　これほどの子が、長なが政まさ冬とう子こなんかより評価が低いなんて、まったくもって許しがたい。

　やはり女子同士の評価は意味がないな。アイツら、本当に可愛かわいい子は褒ほめなかったりするらしいし。あーヤダヤダ、女って汚い。山田さん以外。

　余談だが、他クラスの男子たちの間では『一年Ａ組で一番の美人は長政（弟）だ』という風ふう潮ちようがあるようだったが……うん、これについては仕方あるまい。山田さんと長政（弟）では、俺だって少々悩む。長政（弟）も性格いいし。

　だが、まあ結局のところ長政（弟）は『（弟カツコおとうと）』というだけあって男子なので、最終的には山田さんに軍ぐん配ばいを上げていいだろう。ギリギリの勝負ではあったが。

（……やっぱり俺、山田さんみたいな子、好すきだな）

　サチを長政に押しつけさえすれば、俺はモテるようになるだろう（確信）。

　そのとき一番モテたいのは、やはりこの山田さんだった。

　だって、こんなに素す敵てきな子なのだから。

　むしろ俺は、この人にモテたいからこそ、サチを押しつけようとしているのかもしれないな……。おおっ、なんという純愛！　ロマンチスト！　今の台詞せりふだけでモテそう！

　だから、俺が漠ばく然ぜんとした気持ちで『モテモテになりたい』と思っているような浮ついた男じゃないということだけは、皆も憶おぼえておいてほしい。いや、もちろん、いろんな子にモテモテになれれば、もっと嬉うれしくはあるんだが。しかし、それでも本命──というか『モテたい子ランキング』の一位は山田さんなのだから。……Ｃ組の木きの下したさんも好みではあったが。クラブ説明会で見た茶道部の二年の先輩も。こないだ図書館で受付をやってた図書委員の子も。みんな違ってみんないい（※今週の標語）。

「……………………シンちゃん、めっ」



　──ギュ───ッ



　サチのやつ、いきなり俺をつねった。

　尻しりを。右尻を。

　しかも、力いっぱい。

「ギャーッ!?」

　痛い。とても痛い。この女は体力なさそうなタイプに見えるが、なぜか意外と力があった。握力なんてクラスで一、二を争うほどだ。

「おいっ、痛いだろ！　なにしやがる!?」

「……お尻にホコリがついてたから、取ってあげた」

「ウソつけ、『めっ』とか言ってたクセに……。あと、くっつくな。あんまり近くに寄るんじゃない」

　山やま田ださんの前だぞ。ベタベタするんじゃない。誤解されたらどうする？

　と、そんな具合にサチを叱しかり、再び山田さんの方へと顔を向けると──、

「あっ、いない!?」

　そこに山田さんの姿は、既にない。俺のもとから去り、向こうで別の女子とお喋しやべりしていた。

　ああ山田さん、行ってしまった……。



３



「ああ、山田さん……」

　せっかく山田さんから話しかけてくれたのに、サチなんかに構ってたせいで……。

　おのれ、またしてもサチのせい！

　やはり俺がモテないのは、サチが諸しよ悪あくの根源なんだな。

「……シンちゃん、シンちゃん」

　ん？　どうした、諸悪の根源？

「……山田さんにデレデレするのはよくない」

「勝手なことを。いいだろ、デレデレしたって。普通だろ。あんな美人を前にして、デレデレしない方がおかしいじゃないか」

「……山田さんは、そこまで美人じゃないと思う」

「なんだと!?」

「……それなりに顔立ちは整っているけど、どちらかといえば地味なタイプ」

「おいおい、これだから女子同士の『美人』や『可愛かわいい』はアテにならない……。ははあ、さては女の嫉しつ妬とだな？　自分より美人を許さないという、女としてのヤキモチなんだろ？」

　サチはべつに俺のことを好すきじゃないはずだから、普通の嫉しつ妬とではなく『女性としての嫉妬』であるのだろう。やれやれ、女子の汚い部分全開だな。

「……多少、それもなくはない」

　ほら、やっぱり。

「……でも、それを抜きにしても、シンちゃんは山やま田ださんのことを過大評価している。……今のシンちゃんは“〝ＴＨＳ現象”〟を起こしてしまっているだけ」

「ＴＨＳ？」

「……『たＴだ話Ｈしかけられただけで好Ｓきになる』の略。……モテない男子にはよくあること。女子にただ話しかけられただけで、その相手を好きになってしまう現象」

「そのまんまだな!?」

「……今朝なんて『ごきげんよう』と挨あい拶さつされただけ。なのにメロメロになっている」

「いいや、健康状態についても心配されたぞ」

「……あれだって、ただの挨拶の一環」

「そんなことないね！　心から俺を心配してくれてたね！」

「………………（ジト目）」

　サチのジト目だ。珍しい。

　黙っているが、なにを言いたいのかは表情だけでだいたい分かる。

「い、いや……たしかに、お前が言っているように、ただの挨拶であった可能性も認めよう。そういう説も、ないことはない。見解の相そう違いだ。──ただ、それでもお前の説は間違っている。たしかに俺はモテてないし、山田さんが俺に話しかけてくれる珍しい女子なのも本当だが……しかし、ＴＨＳなんて理由じゃない。俺が山田さんを高く評価しているのは、美人なのと、それから性格がいいからだ」

「……性格？」

「おう。だって、さっきも『顔が赤い』と気にかけてくれたし、そもそもサチと一緒にいるときの俺に話しかけてくれるんだぞ？　優しい子じゃないか」

「……ほら、やっぱりＴＨＳ。ただ話しかけられただけで好きになってる」

「だから、そうじゃないって！」

「……とにかく、あんまり山田さんのことばかり考えてはダメ」

　コイツ、勝手なことを言う女だ。俺のことを好きでもないくせに、俺の女の好みに口出しするとは。

　べつに俺が誰を好きで、誰のことを考えてたって自由だろうに。

　山田さんは、美人で性格もよくて、欠点といえば名前が社会問題っぽいキラキラネームなことくらいだが、それだって天使っぽい彼女には似合っていたし、そもそも名前なんて本人のせいじゃない。

　そんな完かん璧ぺき超人みたいなパーフェクト美少女のことを『考えてはダメ』なんて、俺のような健康的なティーンエイジャーには最初から無理なことだった。

（さてはサチのやつ、山やま田ださんのこと嫌いなのか？　せっかくだから、サチも山田さんと仲よくすればいいのに。うちのクラスでは珍しい『サチを怖がらない子』なんだから）

　サチと山田さんが友達になってくれれば、俺も彼女との接点が増えて助かるんだが……。

　コイツもたまには俺がトクすることをしてくれればいいのに。





　ちなみに、以下は余談。

　さっき会話中で突然悲鳴を上げた俺を見て、女子たちはヒソヒソ噂うわさ話ばなしをしていた。

「──さっきの、見た？」

「──うん、見た。御み厨くりやくんがなにか犬いぬ神がみさんの気に入らない発言をしたみたいで……次の瞬間、なぜか御厨くんが悲鳴を上げてた」

　いや、『なぜか』というか、単に尻しりをつねられただけだ。

　だが、彼女たちはどうやらサチが尻をつねった瞬間を見ておらず、そのため『謎なぞの攻撃で俺が悲鳴を上げた』というように見えていたらしい。

　なので──、

「──呪のろいよ！　今のが有名な犬神さんの呪いなのよ！」

　と、そんなオカルトな結論に至ってしまった。

「──ああ、やっぱり“〝貞さだ子こさん”〟の近くにいると呪われるのね」

「──実際に呪ってるところを見るのは初めてだわ」

　なるほど。

　こうやってデマというのは広まっていくんだな。興味深い。

「──でも、呪いだなんて信じられない」

「──一瞬、お尻をつねってたようにも見えたけど……」

　中には、そんな冷静な意見もあったようだが、

「──あら、男子がお尻をつねられただけで『ギャー』なんて言うわけないじゃない」

「──それもそうね。じゃあ、やっぱり呪いだわ」

　結局はオカルトで落ち着いてしまった。人間というのは──特に年頃の女子というものは、常識的な真実よりも面白いウソを信じるものであるらしい。

　なんにしても、これでサチはますます怖がられることになるだろう。まあ、こんなの自業自得だな。人の尻なんかつねるのが悪い。

　ただ問題は──『一緒にいる俺まで、女子たちから避けられるかも』ということだった。

「──呪いが怖いから、あの二人に近づくのはやめましょう」

「──ええ、そうしましょ」

　ほら、この通り！

　俺が女子にモテる日は遠そうだ。

（……このままじゃ、そのうち山田さんからも避けられるかもしれないな）

　それだけは困る。なんとかしなければ。

　もちろん山やま田ださんはいい人だし優しい子だから、呪のろいのウワサを信じてサチを怖がったり、俺を避けたりすまい。他ほかの女子たちみたいなバカじゃないはずだ。

　そう信じたいのだが……。





　──と、そんなことを考えながら、俺は自分の席に着く。

　俺の席は、窓際から二番目列の一番後ろ。

　教師から目立たない、本来なら気楽な席だ。ただ少々問題があって……。

　隣が、サチの席。

　俺の左隣である一番後ろの窓際が、犬いぬ神がみサチの席だった。

　なんというか、フレッシュさの欠片かけらもない。

　いずれにしても、この席は、

『せっかくのもと女子校なのに隣が片方サチなんて』

『俺の出会いのチャンスを潰つぶす気か！』

『しかも右隣の宇う佐さ美みさんも、やや問題のある人だったし！』

　という、まさしくガッカリ席だった。

　友達の長なが政まさ（弟）や憧あこがれの山田さんの席から微妙に離れているのも難点だし。まあ、その分、喧けん嘩かを売ってくる長政（姉）とも離れていたので、悪いことばかりでもないのだが。

　フッ、俺なんて、どうせ隣が誰でもモテてなかったろうしな………………ハハハ。

「御ミ厨クちん、おいすー。ニコニコ笑っちゃって、なんかいいことでもあったの？」

「宇佐美──その挨あい拶さつ、また先生に怒られるぞ」

　乾いた笑いを浮かべる俺に、先述の右隣の席の子が、いきなり妙な挨拶をしてきた。

　宇佐美たんぽぽ。一五歳。

　この俺に話しかけてくれる、数少ない女子の一人だ。というか、俺に限らず誰にでも絡む女だった。相変わらず声がデカくて甲高くて、耳がキーンと痛くなる。

　しかし、男子までもが『ごきげんよう』を使うこの（もと）乙女の園で、どうして『おいすー』なんて挨拶をする？　お前、昨日も生活指導の先生に見つかって、こっぴどく叱しかられてたろ。

「っていうか、今のあだ名ってなんだよ!?『御ミ厨クちん』って俺のことか？　急に言われたから反応できなかったぞ」

「ミクリヤだからミクちんね」

　いや、由来を聞いたわけじゃない。そのくらい、さすがに分かる。

「本当はこないだ考案した『クリリン』の方が好すきなんだけどね。ミクリヤだからクリリン。でも本気で嫌そうな顔してたから、ゆうべ徹夜で新しいあだ名考えたの。どう？　ねえ、どう？」

「どうもこうもねえよ。御み厨くりやって苗みよう字じで一五年生きてるけど、クリリンだのミクちんだのなんて呼ばれたのは初めてだ」

「フフ、じゃあ御ミ厨クちんの初めては、このわたしが貰もらったんだね。あだ名処女は二つとも、このたんぽぽ様のものってことか……」

「うるせえよ。なにがたんぽぽ様だ。『あだ名処女』とか気持ち悪い言い回しするな。朝からシモネタっぽい言い回しはよせ」

　朝からシモネタは、サチだけで充分だ。

　そもそも、さっき『徹夜で考えた』とか言ってたが、どう考えたって徹夜をするほどのあだ名じゃない。

「あだ名って、やっぱりオリジナリティを大切にしたいじゃない？　どうせ今まで『御厨ウオンチユー』とばかり呼ばれてたんでしょう？　わたしもそれが一番キレイなあだ名だと思うけど──ただ、誰かがつけた名前で呼ぶのは、さすがにちょっと気が引けてね」

　いいや、『御厨ウオンチユー』なんて名前で呼ばれたこともない。

「おかえしに御ミ厨クちんも、わたしのこと『ウサミン』って呼んでいいよ？　あるいは『偉大でお美しいたんぽぽ様』」

　呼ばねえよ。後者はあだ名か？　そもそもお前のあだ名はそうじゃないだろ。

　コイツの陰での通称は『ウザ美』あるいは『あのうるさい子』。

　宇う佐さ美みたんぽぽは、一年Ａ組で一番──“〝馴なれ馴なれしい女”〟だった。

















　人懐っこい、と言えば聞こえはいいのだろうが、この女、周囲の空気を一切読まず、常にハイテンションで接してくるため──さらには、持ち前のきんきん声のせいもあって──他ほかの女子たちには『あの子、苦手』『喋しやべってると頭が痛くなってくる』『油断すると下品な発言をする』などと敬遠されていた。ただ、上品乙女ばかりのこの姫学では、そのような扱いも仕方あるまい。実際、この女うるさくて下品だし。

　正直、俺もこのテンションはあまり得意じゃない。とても疲れる。

（あっ、そうだ！　この女は『俺は“〝ＴＨＳ”〟になんてならない』って証拠になるぞ！　コイツは山やま田ださんの一〇〇倍くらい俺に話しかけてきてるけど、でも俺、全然コイツ好すきじゃない！　あとサチも！）

　フッ、やはり俺の想おもいは純愛だったか……。

　ちなみに、この宇う佐さ美みたんぽぽだが、一応──美少女だ。

　外見的には。

　それも、かなりの。

（『黙ってれば美少女』ってのは、こういう女のことなんだろうな。もったいない）

　というより、外見が美少女でなければ本気でうるさいだけの女だったろう。

　白い肌に、ピンクのほっぺ。

　くりんとした大きな目。

　色素の薄いさらさらヘアは、大きなリボンでツインテールに。

　そんな、まさしく『お人形みたいな女の子』だった。

　綺き麗れいさだけでなく、サイズ的にも。

　犬いぬ神がみ“〝貞さだ子こさん”〟サチは、クラスで四番目に背が低かったが、ぶっちぎりの一番は、この宇佐美。

　聞くところによれば、なんと身長一二七・五センチ、体重も二六キロしかないという。これは小学三年生の全国平均とほぼ同じ。彼女は一見すると、そんな本物のお人形。いいや、むしろ『スリムな小学生』みたいな子だった。

　この外見と、件くだんの性格が合わさることで生まれるもの──それは、ただのうるさい子供。

　綺麗なお人形のような、しかし本物の騒がしい女子小学生だ。

　こんなに背が低いのに、先生に『うるさい、邪魔』と最後列の席にさせられたところからも、そのウザさは分かるというものだろう。その点では四番目のちびのサチも同様だったが。

　……ということで、この女、可愛かわいいのに不人気だ。

　美少女でありながら、ちっともモテていなかった。

　女子たちには『うるさい子』として苦手がられてたし、男子には『うるさい子』な上に『ただの子供』として恋愛対象から外されていた。気の毒に。そういう意味では、俺も多少のシンパシーを感じている。モテないやつは男女を問わず俺の仲間だ。

　ま、俺はサチさえいなけりゃモテモテになれるんだけどな！　その意味では、宇佐美なんかより上だがな！

　あと、この女、バカだ。子供だけあってバカだ。いや頭悪いのはこれまでの会話からも見て分かる通りなんだが、もう一つ別の『バカの要素』が追加である。それは……。

「そういや御ミ厨クちん、今日は犬いぬ神がみさんいないんだね？　どうしたの？　風か邪ぜ？　ブラウン管から出れなくなったの？」

「本物の“〝貞さだ子こさん”〟か。それに、サチならここにいるぞ」

「へっ？」

　なぜか知らないがサチのやつ、さっきから俺の陰にコソコソと隠れてた。

「サチ、お前なんで隠れてるんだ？」

　宇う佐さ美みのテンションが苦手だから──とか答えるのかと思ったが、そうではなく意外な返事。

「……私がいないところで、シンちゃんたちがどんな話をしてるか気になった」

「なんだそりゃ？」

　だが、まあ、言いたいことはなんとなく分かる。

　この宇佐美たんぽぽは、サチのいる前では比較的大人しい。俺に鬱うつ陶とうしく絡んでくるのは、ほとんどの場合、サチがいないときだった。なぜかといえば──。

「げっ、犬神さん！　ご……ごめんなさい、ごめんなさいっ！　べつに御ミ厨クちん取る気はないから！　ただムダ話してただけなの！　だから……呪のろうのやめて！」

　宇佐美は顔を真っ青にして、がたがたと震えだす。

　この女、サチのことが怖いらしい。

　呪いの噂うわさをバッチリと信じていた。今も親指を隠している。これが、さっき言いかけた『もう一つのバカの要素』だ。

　とはいっても、サチの呪いを信じてるだけならクラスの過半数がそうではあったのだが。その点に関してだけは、この宇佐美、一般的な姫学乙女であると言えた。

（けど──今の『べつに御ミ厨クちん取る気はないから』って、どういう意味だ？）

　さて、気がつけば時計は八時一五分。

　朝のホームルームの時間だ。



４



　──りーんごーん、りーんごーん



　もと名門女子校だからなのか、この学校は『キーンコーンカーンコーン』のチャイムではなく、『りーんごーん』という鐘の音。古式ゆかしい感じではある。

　鐘と共に、担任教師が教室へとやってきた。

「ようし、お前たち席に着け。ホームルームを始める」

　担任の児こ島じま先生は、厳しいので有名な女教師だ。

　二九歳独身で、体育教師だけあって常にジャージを着用していた。この先生については、いずれ詳しく話をしよう。意外と語るべきところの多い人ではある。

　そして、そんな厳しいジャージ教師の前だというのに、俺の両側の女子二人は──。

「（ヒソヒソ）……というようなことが今朝あった」

「（ヒソヒソ）えー、山やま田ださんなんて美人じゃないじゃん。それ、絶対ＴＨＳだって」

　サチと宇う佐さ美みは、俺を挟んでヒソヒソと喋しやべっていた。

　お前ら、先生に見つかったら怒られるぞ？　あと、俺を挟んで俺の話をするんじゃない。ＴＨＳって、そんなメジャーな単語なのか？　俺は今朝初めて聞いたのに。

（しかも俺の山田さんを『美人じゃない』だなんて……。お前ら、サチと宇佐美の分際で！）

　いろいろツッコミどころ多すぎだ。

「（ヒソヒソ）サチ！　宇佐美！　静かにしろ、先生に叱しかられるぞ。──だいたい宇佐美、お前サチのこと怖がってるくせに、なんで仲よくお喋りしてるんだよ？」

「（ヒソヒソ）いいじゃん、べつに。たしかに犬いぬ神がみさんは呪のろわれそうで怖いけど、この話題はあんまりにも面白くって」

　怖いなら『たしかに犬神さんは呪われそうで怖いけど』も口にするのよせ。一言多い。

「（ヒソヒソ）あ、あの、犬神さん……ホントに呪ったらイヤだからね？（ブルブル）」

「（ヒソヒソ）……分かった。呪わない」

　だから、そんな風にブルブル震えてまでする話か？　サチも『分かった』じゃないだろ。

「（ヒソヒソ）やっぱり男の悪口と他ほかの女の悪口はガールズトークの華だからねー。御ミ厨クちんは男子だし童貞だから、女子はおいしいケーキの話でもしてるのかと思ってたでしょ？　でも、そんなことないから。女子が二人以上集まると、だいたい悪口しか言わないからね？」

「（ヒソヒソ）いいや、そんなことないだろ？」

　俺も、そこまで女子に夢を見るつもりはないが、ケーキの話くらいはしてるだろ？　単にお前らが他人の悪口ばっかり言ってるだけだ。特に山田さんは、人の悪口なんか言わない。言うわけがない。

　それから宇佐美、いきなり『童貞』とか言わないように。子供みたいな外見のくせして。そんな風に下品だから他の女子にウザがられるんだ。

「（ヒソヒソ）けど、御ミ厨クちんサイテー。犬神さんってカノジョがいるのに、山田さんにＴＨＳだなんて。犬神さんの方がビジンじゃんか」

　……はい？　お前は、なにを言っている？

「（ヒソヒソ）……もっと言う。もっと言う」

　サチ、美人と言われたからって、喜んでいるんじゃない。今の台詞せりふは、内容が一つ残らず間違ってるぞ。たった一つの真実も含まれてない。

『御ミ厨クちんサイテー』『犬神さんってカノジョがいるのに』『山田さんにＴＨＳだなんて』『犬いぬ神がみさんの方がビジンじゃんか』だと？

　いいか、今から一つずつ間違ってる点を指摘してやる。

　まず、俺は最低じゃない。山やま田ださんへの想おもいはＴＨＳじゃない。山田さんよりサチが美人だなんてこともありえない。そして、なにより──。

「（ヒソヒソ）誰がカノジョだ！　なんでサチと俺がつきあってると思うんだよ！」

「（ヒソヒソ）へっ、違うの？　どう見てもデキてるのに」

「違う！」

　お前の目は節穴だな。どこをどう見たら、そう思うのか。

「（ヒソヒソ）…………っ」

　サチ、なんだ、その『～っ』は？　本気で意味が分からない。

　いいから、お前も否ひ定ていしろ。妙な噂うわさでも流れたら、長なが政まさにつきまとうとき邪魔になるぞ。

「（ヒソヒソ）とにかく御ミ厨クちん、わたしにはＴＨＳしないでよね？　犬神さんにヤキモチで呪のろわれたらイヤだもん」

　するか。誰がお前なんか。

　しかし、この女まさかそんな勘かん違ちがいをしていやがったとは。困ったものだ。

　さっきの『御ミ厨クちん取る気はないから呪わないで』はそういう意味だったのか。俺に近づくとサチにヤキモチで呪われると思ってるんだな。

「（ヒソヒソ）ホントにやめてね……？　怖いから（ブルブル）」

　……お前、ホントに呪いを怖がってるんだな？　そんなブルブルするくらい怖がってるのに、よく俺に絡んだりサチと喋しやべったりできるものだ。

　しかし、サチの呪いか……。

（……あっ！　今、嫌なことに気がついたぞ！）

　まさか……宇う佐さ美みだけでなく、他ほかの女子も似たような勘違いをしてるのか？

『俺とサチはデキていて、俺に近づいたらサチに呪われる』と!?

（なんてことだ……。それじゃあサチの呪いを信じてる大多数の女子たちは、俺に近づくことすらできないじゃないか！）

『俺がモテないのがサチのせい』とは分かっていたが、まさかそこまでひどい実害があったとは。

　やはり、今のままでは駄目だ。

　もっと大急ぎでサチを、長政（弟）のストーカーに──それも『一人前のストーカー』にしなければ！

　決して物もの怖おじせず、ちょっとやそっとのストーキング行為では満足できない、本物のヤンデレストーカー女に。俺になんか構わない、ターゲットのことだけしか考えられない真のストーカーに……。

　そしてサチが俺から巣立った瞬間、俺のモテモテライフがスタートするのだ。





「お前たち、もう話は終わったようだな？」

　あっ、やばい。

　気がつけばジャージ姿の担任教師が、俺たちの方を睨にらんでた。

「人が仕事してるときに、バカな話をしてるんじゃない！」

　先生は出席簿で、宇う佐さ美み・俺・サチの順に頭をべしっ、べしっ、べしっと叩たたいていく。

「よーし、それではホームルームを続けるぞ」

　この学校の教師には『サチを叱しかると呪のろいがかかる』『恨みを買うと婚期が遅れる』などという噂うわさを信じている者も多いらしい。大人なのに。その点では、ちゃんとサチを叩く児こ島じま先生は、公正で立派な教師であると言えただろう。

　だからといって、叩かれて嬉うれしいわけでもなかったが。








第三幕



「姉さん、その喋しやべり方かた、もうやめたら？」

「うるさいぞ、秋あき彦ひこ」

「本当は、女子にモテても嬉しくなんかないクセに……」

──一年Ａ組、長なが政まさ冬とう子こ・秋彦





１



　目指せモテモテ！（←俺用の目標）

　そして、目指せストーカーの星！（←サチ用の目標）

　まずはサチを、俺なしでストーキングできるよう鍛きたえなければ。

　俺は決意を新たにする。

　ちなみに我が愛いとしの山やま田ださんだが、俺たちが叱られてる姿を見て『もう、御み厨くりやくんったら』といった感じでくすくすと笑っていた。

（さすが我が心のマイ・エンジェル、山田さん……。なんて素す敵てきな笑顔なんだろう。朝からいいものを見れたな、ラッキーだ）

　……いや、喜んでる場合じゃないか。格かつ好こう悪いところを見せてしまったんだから。

　サチのせいだぞ。恨むからな。

　ただ山やま田ださんは、あまり笑うのは俺に悪いと思ったのか、口元を隠し、必死で声を押し殺していた。さすが。他人を気遣える優しさを持っているんだな。こういうところも天使だと思う。もしかすると俺に気があるのかもしれない。

　待っていてくれ、山田さん。

　サチを一人前のストーカーに育成したら、すぐにキミを迎えに行くよ。

　まあ、それはそれとして──。



　──りーんごーん、りーんごーん



　そのうちにホームルームの時間も終わり、一時限目開始の鐘が鳴る。

　担任と入れ違いにやってきた英語Ⅰの西にし先生（二四歳、既婚）は、他ほかの教師たちと比べ、比較的だが厳しくない。私語ができる隙すきがある。

　俺は先生が板書をしている間に、コソッとサチに聞いてみた。

「（ヒソヒソ）おい、サチ──お前、ちゃんとストーキングしてるんだろうな？」

「（ヒソヒソ）……シンちゃんは難しいことを言う。……今は授業中。ストーキング行為は無理」

「（ヒソヒソ）いいや、授業中だって可能なストーキング行為はあるだろ？」

　たとえば、アイツの行動を逐一細かく監視するとか、写真を隠し撮りするとか。

　長なが政まさ（弟）の席は教室の真ん中あたりで、最後列の窓際であるサチの席とは少々離れているから、難しいのは間違いない。しかも隣が長政（姉）の席なので、視線に気づかれないか心配ではある。

　しかし、だからといってまったくストーキングしないというのはどうかと思うぞ。

「（ヒソヒソ）お前、もっとストーキングに真しん摯しになれよ。やる気出せ」

　自分がおかしいことを言っているのは分かってる。重ね重ね言うが、ストーキングは犯罪です。やめよう、ストーキング。ノーモア・ストーキング。日本広告公共機構です。

　だが、これは俺のためなんだ。法律くらいは破ってもらうぞ。

　そもそも長政には『ストーキングしていいか？』と許可をもらってるので、違法行為には当たらないと思うしな！

「（ヒソヒソ）とにかく、やれ。本人も同意してるんだ」

「（ヒソヒソ）……分かった。本人が同意しているのなら、やる」

　分かってくれたか。

　まずはサチが、もっと積極的にストーキングするよう意識改革をしなければ。

　いつも俺がついてないといけないのでは、結局は今まで通り俺にベタベタしてるのと同じだからな。長政と俺、どっちのストーカーか分かったものじゃない。



　──さわりっ



　ん？　今、なにか俺の足に触ったような……？　気のせいか？



　──さわりっ、さわりっ、さわさわさわさわさわさわさわっ



　いや、気のせいじゃない。実際に触っていた。

　俺のフトモモを──サチの手が！

「（ヒソヒソ）おいっ、サチ!?　なんのつもりだ！」

「（ヒソヒソ）……見ての通りのストーキング行為」

　なんだと？

「（ヒソヒソ）……ストーキング四八手、その一四“〝着席状態フトモモさわり”〟。その名の通り、隣に座っている男子のフトモモを触るストテク」

『ストテク』は『ストーキングテクニック』の略と思われる。

　だが“〝着席状態フトモモさわり”〟は、ストーキングというより、むしろセクハラの領域なのではないだろうか？

「（ヒソヒソ）──って、そうじゃなくて！　なんで俺のフトモモ触ってる!?」

「（ヒソヒソ）……さっきシンちゃんが『本人が同意してる』と言っていたから。……ありがとう」

「（ヒソヒソ）俺じゃない！」

　なにが『ありがとう』だ。ちゃんとお礼を言うのは丁寧で偉いが。昨今はお礼も挨あい拶さつもできない若者が増えているとニュースでもやっていたし。

　──って、いや、そこはどうでもいい。いけない、ワケ分かんなすぎて混乱してきた。

　改めて、一番重要な部分から突っ込もう。

「（ヒソヒソ）サチ！　俺のフトモモ触ってどうする!?」

　どうして俺に対してストーキング四八手を使う!?

　お前は長なが政まさのストーカーだろうが！

「（ヒソヒソ）……長政くんの席は離れてるから、私の触れるフトモモはシンちゃんのだけ。……以上、論理的な結論。ＱＥＤ（※証明終了の意）」

　いいや、そういうことを聞いたんじゃない。

「（ヒソヒソ）……それに、長政くんのフトモモ触るなんて、ほら………………恥ずかしい」

　またか。今さら、なにが恥ずかしいだ。小声でしおらしいフリしても無意味だぞ。俺のフトモモなら恥ずかしくないのか。

「（ヒソヒソ）……だから長政くんのことを想像しながらシンちゃんのフトモモを触っている。長政くんの姿を見ながら。長政くんのフトモモだと思って」

　なるほど。それなら、かなりストーカーっぽい。

　なんというか、ヤンデレの方向がちゃんと長なが政まさの方を向いている。なかなかやるな。

「（ヒソヒソ）……つまり、これもある意味ストーキングの練習。いつの日か長政くん本人のフトモモを触るときのための。……シンちゃん、練習手伝ってくれるよね？」

「（ヒソヒソ）ま、まあ、そうだな……。たしかに練習なら、ある程度は仕方ないが……」

　しかし、これは『ある程度』の範はん疇ちゆうを超えてはいないか？　まさかフトモモとは──しかも授業中になんて！

　と、俺が迷っていると……、



　──さわりっ、さわりっ、さわさわさわさわさわさわさわっ、さわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわっ



　俺の迷いにつけこんで、サチのやつ容よう赦しやなく触ってきやがった！

「（ヒソヒソ）お前、いいかげんにしろ！　さすがにやめろ！」

「（ヒソヒソ）……本当にやめてもいい？　……上の口ではそう言っていても、シンちゃんのフトモモはそう言っていない」

「（ヒソヒソ）ポルノか！」

　それも昭和のポルノ小説か！

「（ヒソヒソ）……どうしても、やめてほしければ──『いやぁ、堪かん忍にんしてぇ』と言う」

「（ヒソヒソ）ホントの昭和か!?　どんくらい昔のポルノ小説なんだよ！」

　この『堪忍してぇ』は昭和のポルノ小説のお決まりのフレーズだ。二一世紀の現代では『堪忍』などという言葉を使ってる人を見たことないが。

「（ヒソヒソ）……シンちゃん、ツッコミが的確。さすがは勉強机の引き出し最下段の秘密スペースに、その手の小説を六冊も隠しているだけのことはある」

「（ヒソヒソ）おいっ！　なんで知ってる!?　俺の机を漁あさったのか？」

「（ヒソヒソ）……違う。教えてもらっただけ。……シンちゃんちのおばさんに」

「なんだと!?」

　母さんが!?

　もうフトモモの話どころではない。思わず『（ヒソヒソ）』なしで声を荒らげてしまった。

　どうして、うちの母親が小説のことを知っている!?

「（ヒソヒソ）……六冊のうち二冊が母ぼ子し相そう姦かんものだったので、おばさんが複雑な表情をしていた」

「ギャ───────────────────────────────ッ！」

　つい、悲鳴を上げてしまった。

　英語の先生が、びっくりしながら訊たずねてくる。

「ど、どうしました御み厨くりやくん!?」

「い……いえ先生、なんでもないです」

　さすがに『なんでもない』は誤ご魔ま化かし方が強引だったか。

　一方、一部の女子たちは、またコソコソッと噂うわさ話ばなし。

「──今の見た？　また御み厨くりやくん、いきなり悲鳴を上げていたわ！」

「──また犬いぬ神がみさんの呪のろいね。今朝だけで二度も呪うだなんて……」

「──気をつけて！　今日は犬神さん、相当機嫌が悪いみたいよ！」

　またこのパターンか。

　こうしてサチの呪いの伝説は、一層強固なものになっていく……。

　ところで、これはまた余談になるが──我が愛いとしの山やま田ださんはさっきと同じく、またクスクスと笑っていた。やはり彼女は、呪いなんていう非科学的バカな噂は信じてないらしい。さすがは俺の天使。信じていたよ。

　さらに余談だが、長なが政まさ（弟）は急に悲鳴を上げた俺を心配そうな顔で見ていた。いいやつだ。姉の方は『フン、バーカ』という目で俺を見てたが。姉弟揃そろって呪いは信じていないらしい。やはり賢い。

　そして、余談のさらに余談のそのまた余談ということになるが──右隣のちびこと宇う佐さ美みたんぽぽ。コイツは呪いを信じてるバカではあったものの、すぐ隣で見ていただけのことはある。

　どうして俺が悲鳴を上げたのか、ちゃんと理由を理解していた。

「（ヒソヒソ）あれっ犬神さん、今のって呪いじゃないじゃん？　ストーキング四八手、その一四“〝着席状態フトモモさわり”〟だよね？」

　なんで技名を知っている!?　ストーキング四八手、そんなにメジャーなものなのか？

「（ヒソヒソ）へっへっへ、楽しそうなことしてるじゃない。どれ、ひとつ、このたんぽぽ様もご相伴させていただこうかね」

　なんだか、ややこしい女に見られてしまったな。

　どうしてお前まで触ろうとしてるんだよ？　しかも、バカのくせに『ご相伴』とか難しい言葉を使って。

「（ヒソヒソ）ねえ犬神さん、触っていいでしょ？　御ミ厨クちんのフトモモ、さわさわってしても呪わない？　どう？　ダメ？　呪う？」

「（ヒソヒソ）…………」

　どうして俺でなくサチに許可を取ろうとする？

　聞かれたサチは迷っていたのか、しばらく『…………』と黙っていたが結局は、

「（ヒソヒソ）………………………………………………………………………ダメ。呪う」

　と断った。

「（ヒソヒソ）ちぇーっ残念。興味本位で男子のフトモモべたべた触りたかったのに」

　なにが残念だ。呪いが怖いくせに、興味本位で触りたがるんじゃない。

　それとサチも『呪う』とか返事してるな。『本当に呪いが使える』と思われるぞ。

「（ヒソヒソ）でもさ犬神さん、どうしてストーキング四八手なの？　それってストーキングのときに使う技だよ？」

　まあ『ストーキング四八手』というだけあってな。

「（ヒソヒソ）カレシと授業中にイチャつくときには、イチャつき四八手その六“〝机の下で密ひそかにフトモモさわり”〟か、あるいはセクハラ四八手、その二五“〝会議や授業の最中なのに、課長やめてください、と言うまでフトモモさわり”〟を使うものなのに……はっ！　それじゃあ犬いぬ神がみさんと御ミ厨クちんは本当にデキてないってことなの!?」

　え？　なんだって？　なに四八手だって？　今言った二つの技、ストーキング四八手の“〝着席状態フトモモさわり”〟とどう違うんだ？　座ってる相手のフトモモ触るだけなんだろう？

　いろいろツッコミどころ多いな。宇う佐さ美みといいサチといい、一度にいろんなことを突っ込ませるな。体力消耗するんだぞ。

　けど宇佐美のやつ、ストーキング四八手で『デキてない』と理解するのか……。あれほど口で説明しても信じてくれなかったくせに。

「（ヒソヒソ）しかも犬神さん、気のせいかもしれないけど──長なが政まさくん見ながら“〝着席状態フトモモさわり”〟してなかった？　長政くんのフトモモだと思って。それじゃまるで『いつの日か長政くん本人のフトモモを触るときのためのストーキングの練習』みたいじゃない！」

　コイツ、どんな推理力だ。

　動物的な勘なのか？　バカで小動物並みの脳だから、勘も動物並みなのか？
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　豆知識。

　ストーキング四八手は、六、七年前マイナー少女漫画雑誌のフロク小冊子で詳しく紹介されていたのだとか。それでサチや宇佐美は“〝着席状態フトモモさわり”〟の技名を知っていたわけだ。

（そうか、なるほど。そういうことだったのか。それですべては納得…………できねえよ！　ますますワケ分かんなくなっただけだろ！）

　つい、心の中でノリツッコミを入れてしまう。

　サチと宇佐美が読んでたマイナー少女漫画雑誌か……。子供の人格形成に明らかな悪影響を与えているな。法律や条例で規制した方がいいんじゃないか。

　やがて、りんごんと一時限目終了の鐘が鳴る。





　結局、一時限目の間は、ろくにストーキングできなかった。

　休み時間、俺はちらりと長政（弟）へと目を向ける。

　あの男、相変わらず、きらきらするような美少年だ。それこそ少女漫画なら背景で薔ば薇らの花が咲き乱れ、正体不明の光がきらきら輝いていたことだろう。

（まあ、アイツがモテるのは分かるな……）

　あれだけ綺き麗れいな少年で、しかも性格もいい。学校中でキャーキャー言われるのも当然だった。同じように綺麗だからといって、性格最悪の長なが政まさ（姉）がキャーキャー言われてるのは納得いかないが。それはさておき。

（長政……お前は美少年だし、優しいし、女子でいえば山やま田ださんに相当するような、パーフェクトな男女神だ。だが──悪いがサチにつきまとわれてもらうぞ！　この俺のために！　俺がサチから解放されて、モテモテの身になるために！）

　ときどき、こうやって自分の決意を確認しないとな。やる気を出すためにも。

　一刻も早く、サチをストーカーとして押しつけなければ。

　だが、当のサチはというと……。

「……宇う佐さ美みさんも“〝別冊はなやか”〟読んでたの？」

「『だった』っていうか今でもときどき買ってるよー。お弁当箱なんて全員プレゼント全プレのやつ使ってるし。伝説になったフロク“〝おんなのこのためのスすトとーーキきンんグぐＢＯＯＫぶつく（二に〇せ〇ん三さん年ねん度ど版ばん）”〟も取ってあるよ」

「……生まれて初めて、自分以外の“〝別はな”〟派に会った」

　なんか知らないが、マイナー少女漫画雑誌の話題で盛り上がってた。

　ええいサチ、ストーキングをしろストーキングを！　なんで俺ばっかり長政見てる！

　お前ら、どうでもいい話で意気投合してるんじゃない。あと、それってどんなフロクなんだよ？　明らかに有害図書だろ。『二〇〇三年度版』って部分も地味に気になるぞ。

「でも犬いぬ神がみさん、さっきはストーキング四八手、その一四“〝着席状態フトモモさわり”〟……に見せかけて四八手、裏の一四“〝他ほかの男子のことを思いながら着席状態フトモモさわり”〟やってたよね？　あれじゃ、まるで『本当にストーキングしたい相手は長政くんで、御ミ厨クちんにはただ協力してもらってるだけ』みたいだよ」

　宇佐美スゲーな。どうして分かる？　それとも、これは宇佐美でなく“〝おんなのこのためのストーキングＢＯＯＫ（二〇〇三年度版）”〟とやらが凄すごいのか？

「あ、でも待って。ストーキングＢＯＯＫにはそのさらに応用で、裏の裏一四という技が載のっていたはず！　まさか──」

「…………」

「まさか、犬神さん……!!」

「………………しーっ。それ以上は内緒」

「う、うん……ナイショね、分かった」

　やはり呪のろいが怖いからか、サチに言われるままに、宇佐美はピタッと口を閉じた。

　フー、やっとムダ話が終わったか。

　これで建設的にストーキングのことを考えられる。

　いかにして長なが政まさにサチを押しつけるか──。

「──ねえ、御み厨くりや」

「うわっ、びっくりした!?」

　急に声をかけられたので驚いた。

　しかも相手は、長政（弟）だ。

「なんで、そんなにびっくりしたのさ？」

「い、いや、考えごとしてたんだ」

　それも、お前が多大な迷惑をこうむる考えごとだ。

「？　よく分からないけど……御厨、どこか体調でも悪いのかい？　さっきも授業中にいきなり悲鳴上げてたし」

「いいや、あれも別になんでもない。説明するのは難しいんだが……」

　体調は関係ない。単にストーキング四八手でフトモモを触られていただけなんだからな。

　──と、そんなとき。

「おや秋あき彦ひこ、前髪が乱れているぞ。そんな姿でどこへ行くんだい？」

　急に、姉の方の長政が！

　俺と長政（弟）との間に割り込むように位置取って、弟の前髪を整える。

　その指使いは、どことなくエロかった。

「やめてよ、姉さん。自分でやるってば」

「いいだろう、このくらいやらせておくれよ。可愛かわいい弟の髪だもの、自分で弄いじりたいじゃないか」

「「──キャ───ッ！」」

　長政姉弟のファンたちが『キャーッ』と歓声を上げている。

　ああ、うん。ファンならたまらないだろうな。王子様二人でイチャイチャしてて、なんというかボーイズラブっぽい。あるいはお姫様と女王でレズっぽい。たいへんいいものを見せてもらった。

　だが──“〝王子様（強）”〟こと長政冬とう子この行動というのは、多くの場合『見たままのもの』とは違っていた。いつも真意が別にある。今回の場合もそうだ。

　長政（姉）は実際には、弟の髪を整えに来たのではない。そもそも前髪なんて乱れてなかった。

　彼女が本当にしたかったこと。それは『ボーイズラブっぽい姉弟イチャイチャでファンをキャーキャー言わせる』というパフォーマンスと、そして──弟の交友関係の管理。

　つまりは、俺の邪魔だ。弟が俺と喋しやべるのを邪魔するために、わざわざ理由をつけてやってきたんだ。

　冬子王子は、くるりと俺の方に向き、声を潜めて──、

「（ヒソヒソ）ちょっと御厨……ウチの弟と喋ってんじゃないわよ！」

　と、凄すごむ。

　余よ所そ行いき用の王子様口調でなく、素すの女言葉で。

「（ヒソヒソ）いいだろ、べつに。弟が誰と喋しやべってたって」

「（ヒソヒソ）いいわけないでしょ、このバーカっ！」

「（ヒソヒソ）いいや、いいわけないわけじゃないと思うぞ。弟が誰と喋るかなんて姉が決めることじゃない」

「（ヒソヒソ）長政家ウチじゃ姉が決めるのよ！」

　さすがにそれはウソだろう。どんな家だ。なにかの家訓か？

「（ヒソヒソ）それより御み厨くりや、アンタ授業中、ずっとわたしたちの方を見てなかった？　あれ、なんのつもり？　ストーキング？」

　やばい、気づかれてたか。さすが一筋縄ではいかない女だ。

「（ヒソヒソ）い、いや、まさか……」

「（ヒソヒソ）ウソよ！　今、ドキッとしてたわよね？　やっぱり御厨、わたしのことを──」

「（ヒソヒソ）いや待て！　それは違う。今朝も言っただろ、お前の自意識過剰だって。だいたい前後の文脈的におかしいぞ。直前まで『弟につきまとうな』って話をしてたんだから、お前じゃなく隣にいる弟をストーキングしてると疑うべきだろ」

「（ヒソヒソ）なんでアンタが弟をストーキングするのよ？　ホモなの？」

「（ヒソヒソ）だから、ストーキングなんかしてないと言ってるんだよ。ホモじゃない」

　どうやら長なが政まさ（姉）は『ストーカーはサチの方で、俺は協力してるだけ』という発想には至らなかったらしい。ははあ、さては子供のころ“〝別冊はなやか”〟派じゃなかったんだな。オマケ小冊子を読んでれば、そこの宇う佐さ美みでも見抜けたのに。

「（ヒソヒソ）とにかく！　弟につきまとうのはよしてちょうだい」

「（ヒソヒソ）いいや、断る！」

「（ヒソヒソ）な……なんですって!?」

　今後はより一層、お前の弟にはつきまとわせてもらうぜ！

　より正確に言うなら、つきまとうのは俺でなくサチだがな！

　俺の隣に座るこの女は、いずれ本格派のストーカーとなり、早朝からお前んちに忍び込み、ベッドで寝てる長政（弟）の乳首をコリコリしたり、朝食に唾だ液えきを混ぜたり、トイレのドアに耳をくっつけて音を聞いたりするようになるだろう。なあ、サチ？

「……ウソ？“〝聖エリザベスカラー学園”〟まだ続いてるの？」

「うん、エリ学でしょ？　今年で連載一〇年になる“〝別はな”〟のカンバン漫画だよ」

　サチ、ちゃんと話を聞いていろ！　なんで宇佐美と漫画の話で盛り上がってるんだよ!?　人が大事な話をしてるときに“〝別冊はなやか”〟トークで盛り上がってるんじゃない！

　サチは聞いててくれなかったが──しかし一方、長政（姉）は怒りのためか、カーッと顔を赤くする。

「（ヒソヒソ）な……なによ、それって友情アピールのつもり？　わたしにどれほど反対されても、秋あき彦ひことの友情は永遠だと──そうアピールしているつもりなの!?　そんなこと言ったくらいで、わたしが『御み厨くりや……コイツ、こんなに男らしいやつだったのね』とか思ったりするとでも!?」

　なんだか間違った受け止め方をしたらしい。

　ああ、言われてみればそうか。『弟につきまとうな』『いいや断る』だと普通はそういう意味になるかもな。いや、多少は『友情を大事にしたいから断る』というようなことも思っていたので一〇〇％の誤解とは言えないが。しかし、そこまで立派なことを考えてたわけでは……。

　しかも弟の方の長なが政まさまで、今の姉の解釈を聞き──、

「（ヒソヒソ）御厨──そんなに僕のことを……」

　感激して、目を潤ませていた。

　あー……どうしよう、困ったな。話がヘンな方向に進んでいったぞ。いやいや長政、そこまで感激しないでくれ！　そんな大層な話じゃないんだ！

「（ヒソヒソ）秋彦、目をウルウルさせてんじゃないわよ！　御厨がそんなカッコイイこと言うはずないでしょ！　これはアレよ、ほら……『御厨がわたしを好すきでストーキングしてて、わたしに接近するためにまずは弟と仲よくしよう』って作戦なんでしょ、どうせ！　それとも『同じ顔だからこの際弟でもいいか』って！」

　いや、それはない。

　この姉、なにを言っているんだ？　狼ろう狽ばいしてんのか？　だとしても、どっちの仮説も『本当は俺は長政（姉）を好き』っていうのが前提だとは。

　さてはコイツ、自分好きだろ？　みんなが自分を好きで当然と思ってるんだろ？

「（ヒソヒソ）クッ……ええい、憶おぼえてなさいよ！　秋彦、こっち来なさい！」

「（ヒソヒソ）あっ、待ってよ姉さん。引っ張らないでよ」

　長政（姉）は悪役風の捨て台詞ぜりふを残し、弟の手を引いて自分の席へと戻っていった。

　やれやれ。短い時間で、ずいぶん疲れるトークをした気がする。

「…………ゲヘヒヒヒヒ」

　んっ？　なんだサチ？　なんで犬いぬ神がみスマイルを浮かべつつ俺の方をジーッと見てる？

「……いいものを見せてもらった。さっきの光景、スマホで録画した。……こういうとき無音アプリは便利」

　ずいぶんとストーカーらしい行動をしてたんだな。よしよし、偉いぞサチ。

　さっきの光景ってことは──さては目を潤ませてる長政の顔だな。たしかに、あの表情はよかった。もし長政秋彦が女子だったら、山やま田ださんと美人ランキングが入れ替わるくらいのナイス表情だった気もする。

「……超エロい。シンちゃんが長政くんに告コ白クって、長政くんが嬉うれしくて涙目になっていた。……ゲへへへ、ウェヒヒヒヒヒ」

　いいや、そんな光景じゃなかったと思うね！　なんだ、その『シンちゃんが長政くんに告コ白クって』って。無む闇やみにボーイズラブ要素を入れるんじゃない。

　だがサチは勝手な想像で興奮した挙句に──、

「……ゲへへ、ゲヒヒヒヒヒ………………………………………………………………………きゅ」



　──ばたんっ



　満面の犬いぬ神がみスマイルのまま、バタンと床に倒れてしまった。

　朝から数えて二度目の気絶だ。また鼻血も出てる。なんてウザくて面倒な女だろう。やはりＡＥＤでバリバリやっとけばよかった。

　とりあえず鼻にぎゅうぎゅうティッシュを詰めてから、椅い子すに座らせておくとしよう。
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「ま、まさか──今のが有名な犬神スマイル!?　ハタチになるまでに忘れないと死ぬという……どうしよ御ミ厨クちん、犬神スマイル見ちゃった！　呪のろわれる！」

「落ち着け、宇う佐さ美み。ていうかバーカ！」

　だから、妙な迷信を信じるんじゃない。

　とはいえ、これ以上騒ぎを拡大させない方がいいだろう。

　俺は気絶したまま椅子に座っているサチに、頭からスポーツタオルをかぶせてやる。

　よし、これで顔が隠せた。昨日の体育のときに使ったやつだからキレイじゃないが、そのくらいは我慢してもらうとしよう。

「……ゲへへへへ、ウェヒヒヒヒヒ。……すはすは……ウヒヒヒヒ」

　なんだ、また笑ってやがる。気絶したまま夢でも見てるのか？

　きっとタオルの下では一層キモい笑顔になってやがるんだろう。やはり隠しておいてよかった。

　さて、そろそろお約束になりつつあるのだが……なにかあるたびに『呪いだ』と騒ぐクラスの女子たちは、

「──見た、さっきの!?　犬神さんが恐ろしい形相で倒れたわ！」

「──ええ、呪いよ！　間違いないわ！」

　案の定、予想通りのリアクションをしていた。

　あーはいはい。どうせ、そんな反応すると思ってたんだ。ワンパターンなんだよ。

「──でも、どうして犬神さんが倒れたの？　犬神さんは他人を呪う側でしょう？」

「──そういえばそうね」

　おや？　少し予想と違う展開になってきたぞ。このまま、うまく『本当は呪いなんてないのでは』という流れになったりはしないものだろうか？

「──決まってるじゃない。これは、いわゆる『呪い返し』よ。人を呪えば穴二つ……呪いが破られた呪術師は、かけた呪のろいが自分に返ってきてしまうものなの。基本でしょ？」

　基本なのか？

「──なるほど、それで犬いぬ神がみさんに呪いが返って……。でも、どうして犬神さんの呪いが破られたの？　かの平たいらの将まさ門かどにも匹敵するという二一世紀最初の大だい呪じゆ術じゆつ師し犬神サチが、いったい誰にその術を破られたと!?」

　えっ？　なんだって？

『かの平将門にも匹敵するという二一世紀最初の大呪術師犬神サチ』？　誰だ、そんなこと言い出したやつは！　いつの間に、そんな大層な設定になっている!?

　さてはお前ら、ホントは呪いの話とか大好すきだな？　怖がってるフリしてるだけで？

「──ふっふっふ、誰が呪いを破ったかですって？　そんなの決まっているじゃない」

「──ああっ、貴方あなたはクラスで二番目に霊感の強い女、野の呂ろ井いさん！」

　誰だ？　こんなヤツ、クラスにいたっけ？　まだ四月で、同じクラスになって日が浅いから、こんな女がいたとは知らなかった。

「──呪いを破ったのは……ずばり長なが政まさ王子（×２）よ！　さっき、御み厨くりやくんと話してたじゃない。あのときに御厨くんにかけられた呪いを破ったのよ」

「──ええっ、そうだったの？」

「──ほら、犬神さんは朝から二度も御厨くんに呪いをかけていたでしょう？　その呪いを解いたのよ。一説によれば王子様たちお二人の“〝長政スマイル”〟は、見たら寿命が一年延びるとか……。その霊力の前には犬神さんの暗黒ダークパワーも敵じゃないわ」

“〝長政スマイル”〟って言葉は初めて聞いたな。三さん蔵ぞう法ほう師しの生いき胆ぎもか。

　とはいっても──弟のならともかく、姉のスマイルなんて見たことがないけどな！　アイツ、いつも怒ってるし。さっきだって、さんざん悪口言ってただけだ。アイツが俺にかかった呪いを解いてくれるなんて想像もつかない。

「──なるほど、そういうことだったのね。さすがは“〝王子様（強）”〟と“〝王子様（弱）”〟！」

「──あのお二人がいれば“〝貞さだ子こさん”〟なんか怖くはないわ」

「──ちょっと私、微笑ほほえみかけてもらってくるわ」

「──私も！　私も！　冬とう子こお姉様の方に！」

「──じゃあ、私は秋あき彦ひこくん！　ご利り益やく！　ご利益を！」

「──触らせてーっ」

「「──ワッショイ！　ワッショイ！」」

　最後の『ワッショイ！　ワッショイ！』はイメージです。そんな感じで大勢がワイワイやってたというニュアンスを感じ取ってもらいたい。

　クラスの女子たちは、ワッショイワッショイと長政姉弟の前に列を成す。

　なんだ、このオカルトブーム。なんでパワースポットみたいな扱いになってるんだよ。

　しかし、長政姉弟め、なんという強引なモテ方だろう。

　俺までダシにされてるのが腹立たしい。

「ねえ、御ミ厨クちん、どうでもいい質問だけどぉ……」

　ん？　どうした宇う佐さ美み？

「わたしも列に並んできた方がいいかなぁ？　犬いぬ神がみスマイルの呪のろいは長なが政まさスマイルで浄化できると思う？　姉と弟、どっちの方がご利益あるかな？」

「知るか！」

　本気でどうでもいい質問だ。

　しかし、アレだな。

　サチと長政姉弟は、なんというか『対の存在』になってるな。

　呪いのサチと、浄化の長政。闇やみと光。陰と陽。

　クラス内での扱いが、完全に対極だった。

“〝長政スマイル”〟が呪いを浄化し寿命を延ばすというのなら、サチの“〝犬神スマイル”〟は『見ると呪われる』『ハタチまでに忘れないと死ぬ』『セーブデータが消える』『カラス避よけになる』などの効用（？）を持つ。ちょうど真逆の扱いだ。

（ま、ある意味『サチが一目置かれてる』ということではあるんだろうけど）

　好すかれてはいないが、舐なめられてもいない。

　恐怖の対象として、人気者の長政姉弟に対抗しうる存在ではあったのだろう。

　それがトクすることなのか、俺にはサッパリ分からなかったが。
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　──りんごん、りんごん



　そんな調子で時間は進み、やがて二、三、四時限目の授業も終わって昼休み。

「……すは、すは」

　サチはまだ俺のスポーツタオルをかぶっていた。

　息苦しいのか、スーハーと息が荒い。

「……グヘヘ、シンちゃんの──男子の汗の匂いがする。……いけない、興奮してまた鼻血が……」

　違った。息苦しいからスーハー言ってるんじゃなかった。

「お前、いいかげんタオル返せ」

　俺はタオルを掴つかんで奪い返す。

「……ああんっ、シンちゃんひどい。ちゃんと長政くんのこと想像しながらタオルの匂いを嗅かいでいたのに。……これもストーキングの練習なのに」

「そう言えばなんでも許されると思ってるなら大間違いだぞ」

「……ちっ」

　まったく、なんなんだ。

「しかしお前、二、三、四時間目とか、ちゃんとストーキングしてたんだろうな？　もっと真しん摯しにストーキングしろと言ったろう？」

「……安心する。ちゃんとしている」

　そう言ってサチは、すっ、と一冊のメモ帳を取り出した。

「ん？　なんだ、それは？」

「……観察メモ。タオルかぶってて視線が分かりにくいのをいいことに、ずっとジロジロ観察していた」

　うんうん。いかにもストーカーという感じだ。

　サチめ、思ったより頑張ってるんだな。この調子なら、俺なしでストーキングできる日も近いかもしれない。できることなら今日すぐにでも、俺から離れていってほしいのだが。

「ところで、観察メモってどんなこと書いてるんだ？」

　俺は、メモ帳をぱらぱらとめくってみる。

　ええと、これが今日の分の観察メモか。どれどれ──。

















「？　おいサチ、これってなんの時間を記録してるんだ？」

「……ポケットに手を入れて、男性器の位置ポジシヨンを直した時間。シンちゃんの」

「おいっ！」

　お前、何を記録してる！　しかも、どうして俺のだ!?　俺、こんなに何度も直してないぞ！　直すときだって、気づかれないようやってるハズだぞ！

「……無意識なのだろうけど、シンちゃんはボクサーブリーフのときには、わりとよく直している。別のページには足をもぞもぞさせて直した回数が書いてある。それも参照」

　なにが参照だ。

「あれっ犬いぬ神がみさん、これって間違ってない？」

　宇う佐さ美み？　急に話に入ってきたな!?

「これって御ミ厨クちんがちんポジ（ちんちんのポジション）直した回数でしょ？　三時限目の途中でもう一回直していたハズだよ」

　なぜ分かる!?　それと、なぜお前まで数えている!?　子供外見のくせにちんポジとか口にするな！　一度にいろいろ突っ込ませるな！

「……違う、これでいい。三時限目の一〇時五八分のは、ボクサーブリーフのゴムで痒かゆくなったから、ポケットに手を入れて掻かいていただけ。あれは別のページでカウントしている」

「なるほどねぇ」

　だから、おいっ！『なるほどねぇ』じゃないだろ。なにも納得できねえよ。

「……シンちゃん、恥ずかしがることはない。一〇代の男子なら、この回数はむしろ少なめ。……人間は皆、無意識のうちにポジションを直しているものなのだから」

　いい台詞せりふみたいな言い方をするな。

「……それより、そろそろお昼ごはんにする。今日もシンちゃんのためにお弁当を作ってきた」

「いいや、俺は購買でパンを買ってくる」

「……いいから食べる。せっかくお料理した。残したらごはんの神様に申し訳ない」

「そりゃ、そうではあるんだが」

　これまたストーキング練習の一環として、昨日から俺の弁当はサチが作っていた。

　うちの母親は『ラクでいい』と、育ち盛りの息子の食事のうち、朝昼二食をサチに任せることにしたらしい。本当にダメな母親だ。

「けど、お前の作った弁当って不安なんだよ」

「……なんの不安もない。とても安心」

「いいや、不安だね！　また昨日みたいに髪の毛やら爪つめやら入った『ストーカー弁当』じゃないだろうな？」

「………………………………………………………………」

「おいっ！　返事しろ！」

　コイツ、露骨に目を逸そらしやがった。

　昨日サチが用意した弁当は、さすがはストーキングの練習用。

　コロッケを一口齧かじると、中から髪の毛が出てきた。それも、ドバっと！　大量に！　ジャガイモのかわりに全部髪の毛！

　俺、怖くてしばらくコロッケを食べられないだろう。

「昨日の弁当、トラウマになりかけたんだからな。夢に出てくるかと思った」

「……小鳥に乳首を突っつかれる夢と言ってたくせに」

　まあ、実際にはコロッケの夢は見なかったけどさ。

　ちなみに、あれだけ大量の髪の毛をコロッケに入れていたのに、サチ本人は髪を切った様子がなかった。不思議に思って問いただしたところ、どうやら半月前に美容院で毛先カットしてもらったときの髪らしい。いくら練習でも半月前の髪は不衛生だろ。いや、新鮮な髪ならいいというものでもないんだが。

「とにかく、髪の毛はダメだ」

「……だから、入ってないから安心する。…………シンちゃんは甘い。髪の毛しか入ってないと思ってたなんて」

「なにか言ったか？」

「……ううん、なんにも。……とにかく食べる。ただし、今日のはちょっと失敗した」

「失敗？」

　サチが弁当箱を取り出すが──蓋ふたの隙すき間まから汁が漏れ出し、包んでいるナプキンが濡ぬれていた。

「汁が漏れてるな……？　これ、なんの汁なんだ？」

　正直、不安を禁じえない。

「……ヒワイな想像をしているようだけど、そんな汁じゃない」

　いいや、ヒワイな想像なんてしてない。そんなの考えもしなかった。

「……白身フライのあんかけを作ったのだけど、あんが上手にドロドロにならなかった。なぜか、こんなビショビショの状態に。……これは、その汁」

「意外と凝ったもの作ってたんだな」

　それは素直に感謝すべきかもしれない。ありがとう。

「……どうして、うまくいかなかったのか分からない。料理の本を見ながら作ったのに」

「なにか余計なもの入れたんじゃないのか？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ううん、入れてない」

「なんだ、今の間!?　どうして即答しない！」

　お前、絶対なにか入れただろ！

　だが、なんとなく理由が分かってきた。中になにを入れたのかも。

「なあ、こないだ豆知識の本で読んだんだが──あんかけとか八宝菜とか、最初はデロッとしてたのに食べてる途中でビシャビシャに水っぽくなることがあるだろう？」

「……まさに、この状態」

「あれって箸についてる唾だ液えきの酵素が、片かた栗くり粉こを分解するかららしいぞ」

「…………」

「つまり、この弁当ってさ──」

「…………………………」

「お前…………唾液、入れただろ？」

「………………………………………………………………………………」

　なにか言え。

　またコイツ、露骨に黙って目を逸そらしやがって。

　やれやれ、科学知識のおかげで助かった。ありがとう、『とっさにモテる豆知識一〇〇（コンビニ売り、税込み五二五円）』。おかげで唾液弁当を食べずに済みました。

「……シンちゃん、早く食べる。お昼休みがもったいない」

「お前、なにを聞いてたんだよ!?　今の話の流れで、こんな弁当食べねえよ！　だいたい、なんだよ。自分の分の弁当は、汁が漏れてないじゃないか」

「……さすがに自分の分には唾だ液えきは混ぜない。シンちゃん、妙なことを言う」

　コイツ、唾液入りって認めやがったな!?

　というか、入れてもいいだろ？　自分の唾液なんて、当たり前だが普段から口にしているものなんだし。どうして、そこまで嫌がる…………あっ！　さては、お前──!!

「入ってるの、唾液だけじゃないな？」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　だから、なにか言え！　黙って目を逸そらすんじゃない！





「……あぅぅ、シンちゃんがぶった～。おべんと、とった～」

「当然の行動だ」

　俺はサチの頭をゲンコツでゴツンとやったあと、強引に弁当をサチのと交換した。

　ムカつくことにサチは意外と料理が上う手まい。唾液や髪の毛さえ入ってなければ、かなり美お味いしい弁当だった。

　特にこの白身フライのあんかけは凝ってるだけあって、なかなかの出来だ。うん美う味まい。

　そんな風に美味そうに弁当を食べている俺を前にして、サチは、

「……あぅぅぅぅ」

　恨みがましい目で、こっちを見ていた。

　なんだよサチ？　お前はそっちのスト弁（ストーカー弁当）食べてろよ。

「……シンちゃん、ひどい。ストーキングの練習なのに。……前から『練習なら、なんでも協力してやる』と言ってたくせに」

「いいや、そこまでは言ってないね！」

　そこまで『なんでも』は協力できるか。

　自分のトクになることとはいえ、ものには限度というものがあるんだ。

「ふうん、なるほどねえ。フフフ御ミ厨クちん、犬いぬ神がみさん、今のやりとり聞かせてもらったよ」

　？　宇う佐さ美み!?

「宇佐美！　お前、いつからいた？」

「へっ？　さっきからいたよ？　御ミ厨クちんがお弁当食べるチョイ前から。ちんポジの話とかしてたじゃない」

　あっ、そういえば。忘れてた。

「なんか面白そうな話を始めたから、じーっと黙って聞いてたの。しかも、こうやって身を低くして、机の下に隠れるような体勢になってね」

　クッ……この女、さすがは小さいだけのことはある。普段はウザくて存在感あるくせに静かにしただけで、ここまで存在感を消せるのか！　しかも、ちょっと姿勢低くしただけで机にすっかり隠れてしまって！

「ふっふっふ、やっと事情を理解したよ。──犬いぬ神がみさん、一見すると御ミ厨クちんとデキてるように見えるけど……でも、本当はストーキングしてるだけ！　しかも本当のストーキングじゃなく、御ミ厨クちんに協力してもらって練習してるだけなんでしょ！　本命のストーキング相手が別にいるから！」

　まずいな。コイツがいる前でストーキングの話をしすぎた。さすがに我ながら不注意すぎる。

　こんなバカに知られるのは、さすがにマズい。コイツ、そこらでペラペラと言いふらしそうだ。

（サチの本命ターゲットが長なが政まさ（弟）だと言いふらされたら、長政（姉）やファンたちになにされるか分かったものじゃないな……）

　もしかすると、これは本当にマズい状況なのかもしれない。

「なあ、宇う佐さ美み──」

「おっと御ミ厨クちん、最後まで言わせて。表面的な部分だけを見るんなら、それだけの話になるんだろうけど…………この話は、まだ先に真相があると見た！」

　……へっ？　真相？

「この宇佐美たんぽぽ様の灰色の脳細胞を舐なめちゃあアカンよ、キミィ。『長政くんをストーキングするために御ミ厨クちんを練習台にしてる』というのは表面的なウソの真実。本当の真実はべつにある！　それは、なんと──」

　宇佐美は椅い子すの上に行儀悪く立ち上がると、ビシッ、と俺を指差した。どうやらコイツなりの決めポーズであるらしい。

「犬神さんの本当の本命は御ミ厨クちんだ！」

「はい？」

「つまり犬神さんが本当にストーキングしたい相手は御ミ厨クちんだけど、恥ずかしいし、嫌われるのが怖いから、それで別の男子のストーキングの練習と言い張ってるだけなの。どう？　どうよ、このカンペキな推理？　フハハハ愚民どもよ、名探偵たんぽぽ様を讃たたえるのだーっ！」

　どんな推理だ。

　そんな真相はない。今までの流れの中から、どうしてそんな結論に行き着くのか。

「今まで隣の席で観察した結果、他ほかの結論は有り得ない！　ねっ、犬神さん、そうなんでしょ？」

　サチは、このあまりにデタラメな推理にイラッとしたのか、

「………………」

　いかにも不愉快そうな表情で、宇う佐さ美みの顔をジーッと見ていた。

　死んだ目だが、怒っている──そんな、いかにも“〝貞さだ子こさん”〟というか、本当に目が合ったら呪のろわれそうな『一番怖い顔のときのサチ』になっていた。

「あ……あれっ？　ねえ、どうかな犬いぬ神がみさん……？」

「…………………………………………………………………………………………」

「犬神さん……？」

「……宇佐美さん──」

「は、はいっ！」

「……その話、余よ所そでしたら………………怒るから」

「はいっ！　ごめんなさいです！　イエッサー!!」

　というかサチ、もう怒ってるよな？

　怒ってるときのサチは、つきあいの長い俺でも怖い。なにやらとんでもなく陰湿な仕返しをされそうだし、そもそも根本的に顔が怖い。本当に呪いくらいはかけそうだ。

（サチのやつ、本気で怒ってるな……。まあ、こんなひどいウソ推理されたんじゃムカついても当然か）

　しかも余所で言いふらされたら実害があるしな。

　もし長なが政まさ（弟）が信じたりしたら『本当は御み厨くりやを好すきなくせに、僕をストーキングしたいとか言ってたんだ？』と嫌われてしまうかもしれない。そうなったら長政はストーキングさせてくれなくなって俺も困ることになる。

















　だが、サチの怒りの形相のおかげで、宇う佐さ美みのやつは──、

「ごめんなさい、ごめんなさい！　絶対言わないから許して！　ナンマンダブナンマンダブナンマンダブ……」

　恐怖でガタガタ震えていた。

　うん。これだけ怖がっているなら、さすがに余よ所そでは言わないだろう。一安心だ。

「……分かった。他人に言わないのなら許す」

「ホント!?」

「……その代わり、今後は私に協力する。……この私のストーキングに」

「へっ？　仲間になれってこと？」

「……そう」

　なにっ？　宇佐美をストーキングの仲間にだと？

「うんっ、するっ！　呪のろわないなら協力する！　面白そうだし！」

　本気か、お前ら？　それぞれ別の理由で本気か？

　サチは、こんなヤツを本気で仲間にする気か？　たぶんロクなことないぞ。高確率で。99・９９９％。

　宇佐美も、こんなヤツの仲間に本気でなる気か？　絶対ロクなことないぞ。高確率で。99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９％。ロクなことになる確率、実質ゼロに決まっているぞ。
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　しかし思い返してみると、宇佐美のやつは本当にバカだな。まさか──、

『犬いぬ神がみさんの本当の本命は御ミ厨クちんだ！　つまり犬神さんが本当にストーキングしたい相手は御ミ厨クちんだけど、恥ずかしいし、嫌われるのが怖いから、それで別の男子のストーキングの練習と言い張ってるだけなの』

　と、そんなトンチキなことを言い出すなんて。

　絶対、そんなことあるわけないだろ。どっからそんな考えが出てきたんだか。

「（ヒソヒソ）サチ、こんなバカ、仲間にして役に立つのか？」

　コイツの取り柄は、見た目が小学生なことと、空気を一切読まないことくらいだろ。

「（ヒソヒソ）……たぶん、役に立つ。“〝別はな”〟派なので。……私より熱心な“〝別はな”〟派で、スすトとーーキきンんグぐＢＯＯＫぶつくも最新号まで揃そろえてるし」

　そんな理由で仲間にしていいのか？“〝別冊はなやか”〟派だというだけで、そこまで信頼していいものなのか？

　しかし──仲間か。

　これまでサチと俺だけでやってきたストーキングを、今後は三人でやることになる。これは吉と出るのか凶と出るのか。

（なんとなく、凶な気がするな……）

　いいや、ここは前向きに考えよう。レッツ・ポジティブシンキングだ。

　たとえば今朝みたいにサチが『一人で尾び行こうするのは恥ずかしいから一緒に来て』とか言い出したときは『宇う佐さ美みとやれよ』と言い返すことができるし、さっきみたいに『お弁当を作ってきた』と言い出したときは『宇佐美に食わせろ』と言い返すことができる。上う手まくやれば俺の負担を減らすことは可能だろう。

　これで効率よく、サチを一人前のストーカーに育てられる！

（待ってろ、長なが政まさ！　お前にサチを押しつけてやるからな！）

　……やはり、こうやって言葉にまとめると最低だな。

　あらためて、そう思う。

　なんで俺、他人を不幸にするために頑張ってるんだろう。スポーツ根性ものみたいに燃えちゃってさ。

（俺は汚い人間なんだろうか……？）

　い……いやっ！　いやいや、素すに戻るなシンイチ！　がんばれシンイチ！　お前が正義だ！　すべてはおお前れがモテモテになるためなのだ！

（……でも、長政はあんなにいいやつなのに）

　中学のときからの友達──親友といってもいい間柄で、今日の一時限目の休み時間なんて、誤解とはいえ俺との友情に目を潤ませていたほどなのに。それなのに俺は……。

　俺って最低だな。俺、こんなんだからモテないのかもしれないな。ハハ……。

「長政……」

　頭を抱えて苦悩していると──、

「今、僕のこと呼んだかい？」

　急に長政（弟）本人に声をかけられ、俺は驚きのあまり、つい『おわあっ』と素すっ頓とんき狂ような悲鳴を上げてしまった。

「おわあああっ!?」

「？　御み厨くりや、なんでそんなにびっくりしてるのさ？」

「い、いや、なんでもない！　なんでもないんだ！」

　ただ、なんとなくお前と顔を合わせづらいというか──。

「なんでもないなら、いいんだけど……。それより、そろそろ視聴覚室行かないかい？」

「視聴覚室？」

「五時限目は“〝男女別ミーティング”〟だよ。忘れたの？」

　ああ、そういえばそうだった。

　次の時間は、視聴覚室での授業。

　それも、“〝男女別ミーティング”〟。この都立姫学特有の授業だ。








第四幕



「スおトんーなカのーこたるもの、あらゆる機き会かいを有ゆう効こう活かつ用ようしましょう。様さま々ざまなところにスすトとーーキきンんグぐのチちャやンんスすは転ころがっています」

──おんなのこのためのスすトとーーキきンんグぐＢＯＯＫぶつく（二に〇せ〇ん三さん年ねん度ど版ばん）、序じよ文ぶん
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「御み厨くりや、そろそろ急がないと」

「お、おう。そうだな──」

　まだ狼ろう狽ばいの色を残しつつも、俺は教室移動の準備をする。

　あんなダメダメなことを考えていたあとだから長なが政まさ（弟）と顔を合わせづらい気持ちはあったが……とはいえ、どのみち視聴覚室には行かなければいけないし、どうせ向こうではコイツと並んで座ることになるんだ。

　俺は筆記用具とノートを持って席を立つ。

「（ヒソヒソッ）……シンちゃん、シンちゃん」

　ん？　どうしたサチ？

「（ヒソヒソ）……もし視聴覚室に行く途中で、ナガマサくんと連れションに行くことになったら──」

　お前、急になにを言い出すんだよ。

　連れション？　なんで、いきなりトイレの話？

「（ヒソヒソ）……せっかくなので、うまく尿の音を録音しておく」

　お前、本当になにを言い出してるんだ!?

　もういい。喋しやべるな。聞けば聞くほどワケわからなくなる。

「（ヒソヒソ）……最近はスマホ一台でなんでも可能。いい時代になった」

　いいや、盗聴が容認されてる時代にはなっていないね！

　もちろんストーキングに積極的なのはいいことだと思う。これで俺に頼むのでなく、サチが自分でトイレに潜入するなら『真のストーカー』であるのだが。

「（ヒソヒソ）……本当は盗撮の方がいいんだけど、難しいだろうし録音でいい。……いきなり画像だと、さすがに……恥ずかしい。録音くらいがちょうどいい」

　なにが恥ずかしいだ。そこまでやっておいて。

　コイツ、やはりヘンなところで非積極的だな。『あと一歩』を踏み出せないタイプか。

「（ヒソヒソ）……我ながら、奥ゆかしい」

　いいや、奥ゆかしいわけじゃないね！　普通の女なら録音さえしようとは思わねえよ！　そもそも、そんなの明らかに間違った方向の照れだろ！

「（ヒソヒソ）……とにかく録音する。連れションだから、自動的にシンちゃんの音も入ることになるけど、それは構わない。我慢する。むしろ、それがいい。……それがいいというのは、つまり、その…………臨場感的な意味でのこと。べ、べつに、シンちゃんのおしっこの音が聞きたいわけじゃないんだからね！　勘かん違ちがいしないでよね！」

　世界一無意味なツンデレ台詞ぜりふだな。

　勘違いしようがしまいが、お前の評価は最悪だ。大変悪いツンデレだと出品者は評価しました（※ヤフオク風）。

「（ヒソヒソ）わたしにも！　わたしにも聞かせて！　わたしは動画でもいいよ！　というか、むしろ動画ほしい！　ちんちんの動画撮ってきて！」

　黙れ、宇う佐さ美み。ちんちんて言うなニセ幼女。

　そんな具合に、俺たちが世界一くだらない会話をしていると、長なが政まさ（弟）が不思議そうな顔で聞いてきた。

「ねえ御み厨くりや、犬いぬ神がみさんたちとなにをヒソヒソ話しているんだい？」

「気にするな。なんでもない」

　俺が適当な返事であしらったため、長政は疎そ外がい感かんを感じたらしく、

「うん……」

　どことなく、納得いってないような顔をしていた。

　違うんだ、長政。本当になんでもない内容なんだ。これっぽっちも気にするに値しない話だったんだ。

「御厨……犬神さんと御厨って、本当に仲いいよね」

「!?　なんで、そう思うんだよ？」

　それに、なぜ今そんな話を？

　もしかして『長政に秘密の楽しい話をサチとしていた』とでも思ったのか？　そこまで疎外感を感じることはないだろ。本当にしょうもない話しかしてなかったんだ。

（けど長政のやつ今、宇佐美のことをスルーしたな？　サチのことだけ気になるのか？）

　いろいろとワケが分からない。

　それはそれとして──気がつけば姉の方の長政が、俺たちをジロッと睨にらんでる。あの姉ときたら、弟が俺やサチと仲よくしてたら、すぐにこうだ。

　弟の方も、そんな姉の視線に気づいたらしい。そのお姫様フェイスを曇らせながら、

「行こうか、御厨」

「お、おう」

　──と、俺の手をとり歩き出す。

『姉と揉もめる前に、さっさと行こう』という意味なんだろう。

　そうだな。もう行くとしよう。

　そんなに喧けん嘩かばかりはしていられない。





　視聴覚室は、同じ校舎の四階にある。Ａ組が二階だから、もう二階上。

　並んで階段を上りながら、長なが政まさ（弟）は俺に『ごめん』と謝った。

「ごめんよ……。姉さんが、あんなでさ」

「いや、いいよ。お前が謝ることじゃないだろ」

　悪いのは姉の方だ。それに、長政（姉）が正しい部分もあるのだし。

　だが長政は、申し訳なさげな涙目のまま。

　どうでもいいが、お前、その顔カワイイな？　半泣き顔のコイツは、普段よりさらにグッとくる。写真を一枚撮っておきたい。

「でも、一時限目の休み時間は嬉うれしかったよ……。姉さんが反対しても、友達でいてくれるって……」

「ああ、アレな。うん」

　本当は、そういう意味じゃなくて『サチをストーキングさせるぞ』って意味だったんだが。まあ『ずっと友達だ』とも思ってはいるので間違ってるわけでもないぞ。うん。

「それで、御み厨くりや──君、もしかして犬いぬ神がみさんとつきあっているのかい？」

「はい!?　なんでだよ？」

　話題、急に飛んだな？　しかも、急に妙なことを！　宇う佐さ美みもしていた勘かん違ちがいだ。

「なんでそんなこと思うんだ!?」

「だって、いつも一緒にいるし……それに昨日も今日も、犬神さんと同じお弁当食べてたじゃないか。犬神さんにお弁当作ってもらってるんだろう？」

「よく見てるんだな？」

　どっちがストーカーか分からないほどだ。

　この観かん察さつ力りよく、サチにも見習ってもらいたい。

「けど、俺とサチがつきあってるなんてこと、あるわけないだろ？　言ったじゃないか、『サチがお前をストーキングしたがってるから、チョイと尾び行こうしたり隠し撮りしたりさせてほしい』って。サチが俺とつきあってるんなら、どうしてお前をストーキングしたがるんだよ」

「それは、そうだけど……。じゃあ違うんだね？」

「違うに決まってるだろ」

「そう……。ふふっ、よかった」

　長政の顔は、やっと晴れた。

（──って、『よかった』だと？）

　なんで『よかった』？　どういう意味だ？

　長政のやつ、また妙なこと言い出したな。どうして俺とサチがつきあってないと『よかった』になる？　いや、たしかに俺があんなヤンデレストーカー妖よう怪かいとつきあってないことは、いいことなんだとは思うが……。しかし、そういうニュアンスじゃなかったろう？

（長政のやつ、なんだか今日はいろいろ妙だな？）

　話題はヘンな風に飛ぶし、おかしな発言ばかりだし。どこか調子でも悪いんだろうか？

　それと──俺が気になっていることは、もうひとつ別にあって……。

「なあ……長なが政まさ、さっきからずっと言いたかったんだが──」

「……？　なんだい？」

「さっきからお前、俺と手を繋つないでる」

　教室で長政（姉）に睨にらまれたとき、この男は『行こうか、御み厨くりや』と俺の手をとって教室を出た。

　この『手をとって』というのは、つまりは『手を繋いで』ということだ。それ以来この男、そのままずっと手を離さないで歩いてた。

　男子のくせに、小さく柔らかい手のひらで。

「あ……っ！　ごめん、御厨！　さっき、早く姉さんから逃げようと思って、つい……」

　長政は、慌てて手を離して引っ込める。

　やわい感触が失われて、俺の手は少し寂しくなった。

「御厨、ごめん。ほんと、ごめん……」

「いや、謝ることないって」

　男子の間で『お姫様（男）』と呼ばれる男が、顔を真っ赤にさせていた。

　この紅潮は、恥じらいと、そして友達である俺に嫌われないかという不安のせいに違いない。

















（コイツ、なんで女子じゃないんだろうな……？）

　こんなに可愛かわいらしいのに。

　そして、俺とこんなに仲よしなのに。

　コイツが女子だったら、いろいろと手っ取り早いんだが。神様というのは意地悪だ。

（長なが政まさの手、柔らかかったな……。なんというか、ぽかぽかとあったかかったし……）

　やばい。心臓がドキドキしてきた。

　それに、顔も。長政の紅潮が伝染したみたいに、俺の顔も真っ赤になっている。

　俺たちは、二人揃そろって赤い顔。

　余談だが、携帯電話にサチからメールが届いていた。







　From：‥サチ

　件名：‥シンちゃんがナガマサくんと手を繋つないでるところを見たら

　本文：‥ずっと鼻血止まらない





　知らねえよ、としか言いようがない。
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　五時限目は、“〝男女別ミーティング”〟の時間。

　共学になりたてである都立姫学特有の授業だ。

　この姫ひめヶが瀬せ学院高校は、もと女子校。しかも、八割近くの生徒は附属の女子中学からの持ち上がり組であるため、多くの女生徒は何年も男子と喋しやべったことさえもない。

　そんなところに今年から、一〇名とはいえ男子生徒が入ってきたのだ。

　女子たちに『男子とどう接するべきか』を教え、同時に男子にも『この乙女空間で女子とどう接していくべきか』を教え込む──そんな時間が必要だった。

　それが、この男女別ミーティング。

　女子たちは各教室で、俺たち男子は視聴覚室で授業を受けることになる。

　視聴覚室に入ってきたのは、俺と長政が最後だったらしい。部屋の隅に並んで座る。

「？　お前ら、なんで顔赤いんだ？」

　Ｂ組の嶋しまが訊たずねてきたが、俺は「別に」と適当に流しておいた。

　ともあれ、これでＡ組からＤ組までの全校男子一〇名が勢せい揃ぞろいしたことになる。

「ようし、全員揃ったな。これより授業を始める」

　受け持ちは、Ａ組担任でもある体育教師の児こ島じま先生。

　フルネームだと児島ハナヱ。二九歳、独身。

　本来なら、この“〝男女別ミーティング”〟、男子については男性教師が受け持つべきなのだろう。だが『保健体育の教師だから』というのと『我が校の教師たちの中で一番男らしいから』という妙な理由で、このジャージ姿の女教師が受け持っていた。

　一応この学校にも男性教師が二名ほどいるはずなんだが……この児こ島じま先生以下の男らしさということなのか？

　それは、さておき。

　この授業で、俺たち男子一〇名は『女子校での正しい男子のあり方』を学ぶことになる。

　というより、むしろ『女子とトラブルを起こさない学校生活の送り方』と言うべきだろうか。

　それも、容赦なくだった。

「さて、この話は前回の授業でも話したことだが──諸君ら一〇名のうち多くは『女子にモテたい』という助平根性だけで、本校に入学したはずだ」

　ほら、容よう赦しやない。

　先生、ちょっとは歯に衣きぬ着せろ。いや、実際そうではあるんだけどさ。例外は、姉につきあわされた長なが政まさや、女嫌いを克服するために親に騙だまされたというＤ組の寺てら井いくらいだろうか。寺井の方は理由がマンガ的すぎるため、みんな『嘘うそかも』と疑っていたが。

「我々学校側としては、お前たちの性しよう根ねについて、とやかく言うつもりはない。高校生の男子というものは多少の差こそあれ、皆そういうものであるからな。生物学的なことだ。他人に迷惑をかけない範囲で、好すきにサカっているがいい」

　児島先生、本当は男子嫌いだろ？

「しかし、そうはいってもトラブルは困る。本校が共学化する際、生徒や父兄に『一〇名くらいなら男子が入ってきてもトラブルは起きません』と説明してしまっているのだ。実際、諸君ら一〇名は入学後、この短い期間にそれぞれ一度以上はなんらかのトラブルを起こしてしまっているわけだが──」

　まあ、そうだ。特に俺は、入学式翌日の最初のホームルームで『トラブル』を起こして先生にマークされていた。

「なのに、大ごとになっていないのは、いわゆる男女間のトラブルではないからだ。男女間──殊に恋愛関係のトラブルというものは教師が干渉しにくいにもかかわらず、起こったら学校も責任を問われてしまう。それだけは絶対に避けたい」

　だから、少しは歯に衣着せろ。生徒に対してストレートすぎることを言うんじゃない。

　この人、ある意味、裏表のない体当たり教師ではあるんだろうな。

「そういったわけで、この授業は『女子校でトラブルを起こさないためには、どのように生きていけばいいのか』を諸君に教えるためのものである。こう言ってはなんだが、先生は中・高・大と女子校で、卒業後もずっと女子校に勤めてきた、いわば女子校のプロ。しかも中・高・大と女子にモテモテだった。先生の話は諸君のためになるはずだ」

　なんと。この授業って『女子校でモテるための授業』だったのか。

　ありがとう！　なんて素晴らしい授業なんだ！

（しかし、この先生、モテモテだったのか……）

　もしかすると長なが政まさ冬とう子この完成形が、この先生なのかもしれない。口調も男言葉であるし。

「それでは諸君、画面を見てもらおう」

　女子校のプロこと児こ島じま先生が、パソコンにつながれたプロジェクターのスイッチを入れる。教室前方のスクリーンに、大きく画面が映し出された。

「これは、諸君ら一〇名の『モテる順ランキング』である。先日、全校女子を対象に『男子一〇名のうち、誰が好すきですか？』というアンケートをとったのだが、その集計結果だ」

　アンタ、なんてアンケートとってるんだよ!?

　重大な人権侵害のような気がするぞ。これこそがトラブルなんじゃないのか？

「文句があるなら、見なくていい」

　いや、見るよ！　見たいよ！　見せろよ、気になるから！

　たしかにモテる順番というのは気になるし、むしろアンケートとってくれて、ありがたいくらいではある。ただ教師がそれをやったというのが問題なだけで。

（まあ、生徒に対して親身になってくれてる先生ってことなんだろうな。ある意味）

　本当に『ある意味』だ。普通の意味なら完全アウトだ。

　ちなみに、順位は以下の通り。

















　……一〇位!?

　俺、最下位だと!?

「そ、そんなバカな……!?」

「コラっ、御み厨くりや。なにがバカだ」

「だって先生、俺が一〇位だなんて！」

「ランキングなのだから、誰かが一位になるし誰かが一〇位になる。そういうものに決まってるだろう」

　そりゃまあ、そうだろうけどさ。

　しかし、このランキング本当に正確なのか？　Ｂ組の嶋しまが一位とは……。“〝王子様（弱）”〟と呼ばれた美少年の長なが政まさや、男から見てもケチのつけようがないイケメンの山やま下したより、あのデブの方がモテてているだと!?

　身長一八一センチ、体重一一八キロの超スーパーヘビー級ウエイトデブが！

　他ほかの男子連中も、これには不思議そうな顔をしていた。

「ふん……諸君は嶋の一位に驚いているようだが、先生は予想済みだったぞ。嶋がモテていても不思議はない」

　そうなのか？　なぜ？

　男性器が大きそうだからか!?　けど体が大きいからといって、そんな部分まで大きいとは限らないぞ！

「御み厨くりや、今『男性器が大きそうだからか？』と思ったな？　いかにもモテない男子の発想だ。そんなんだからお前は一〇位なんだ」

　余計なお世話だ。あと、どうして分かった？　俺、そんなに考えが顔に出やすいタイプなのかよ？

「嶋はたしかにデブだ。普通、デブはモテない。それは事実。だが……ごく稀まれに、奇跡的に条件が揃そろったとき、デブでもモテる──否、『デブだからこそモテる』という場合があるのだ！」

　なにぃ!?

「皆、嶋を見ろ。この男はただデブなだけでなく、うすらデカくて、性格もノソーッとしていて、いかにもな『うすらデブ』だ。クマやら牛やらのぬいぐるみっぽい雰囲気がある。こういう男は、環境によっては急にモテる場合がありうるのだ。たとえば我が校のように『女子がみんな男子に慣れていない』といったような環境ではな。デブであるがゆえに、男性を感じさせないタイプというか、男性どころか人間であることを意識させないタイプというか。つまりはデブな人間の男性としてでなく『よく分からない、ボケーッとしたデカい生きもの』として認識されることで、親しみやすさを──」

　先生、褒ほめてるのか、けなしてるのかハッキリしろ。

　嶋のやつ、ちょっと泣きそうになってるぞ。あと『デブ』ってハッキリ言うのはやめろ。先生が生徒に言うことか。……とはいえ嶋のやつ結局一位だから、そこまで同情する気もない。モテてる男は全員敵だ。やーい、デーブデーブ。

「それと嶋、一位だからといって調子に乗ってガッツかないように。お前みたいなタイプが実際に女子に手を出すと『そんな人だとは思わなかった』とか相手が言い出して、面倒なことになる可能性が高い。常に慎重に振る舞うこと。人畜無害っぽい雰囲気で親しまれているのを忘れないように」

　そうだぞ。調子に乗るなよ。

　しかし、そうなると、つまり『モテていても実際に手を出してはいけない』ということか。大変だな。生殺しじゃないか。いや、もちろんホントはそこまで同情してないが。やーい、デーブデーブデーブ。

「男性っぽさを意識させないという意味では、二位の長なが政まさや三位の林はやしも共通している。基本的には無害っぽさを出すのが我が校でモテるコツなのだろう。残りの者も、そのあたりを意識して振る舞うように。同じ理由で、あまりガツガツしてるとモテなくなるぞ」

　なるほど。勉強になる。

「ちなみに一〇位の御み厨くりや、九位のスミス、お前たちのことだ。憶おぼえておけ」

　ぐぬぬ……。

「六位から一〇位の下位五人は、不人気を自覚して、慎つつましく行動するように。ガツガツせず上品に生きていけば、いずれ順位が上がることもあるだろう。特に一〇位の御厨。このアンケート、お前の得票数は、たったの二票だ。精しよう進じんしろ」

　先生、みんなの前でそんなこと言う必要ないだろ!?

　しかし、二票とは……？　そんなに俺、不人気なのか。

　モテないのは分かっていたが、まさかそこまでだったなんて……。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………死のう」

「御厨、死なないように。先生の責任問題になる」

　また容よう赦しやない。

　いや、実際には死なねえよ。そのくらい傷ついたって話だよ。

「まあ、御厨がモテてないのは、また別の理由もあるしな。人気者である長政（姉）に嫌われてるとか。いろいろ問題は複雑だ。次回のこの授業では『敵に回してはいけない相手と、あまり仲よくしない方がいい相手』の話をする予定なので、詳しくはそのときに。御厨はどっちも地雷を踏んでいる」

　いや、その話をぜひ聞きたい。聞かせてください。むしろ入学式の日に聞きたかった。『敵に回してはいけない相手』というのは、たぶん長政冬とう子このことだし、『あまり仲よくしない方がいい相手』というのは間違いなくサチのことだ。俺、かなりの失敗をしている。

「あと御厨の場合は、ヘアワックスがウザいというのも理由の一つだ」

　なんだと!?

「『ちゃんとお洒落しやれに気を遣っていますよ』と分かるように、しかし『そこまで神経質に気を遣ってもいませんよ』という程度に、ナチュラルな感じで髪を整えてるところが非常にウザい。極めてウザい。超ウザい」

　いいだろ、別に！　そうしろってファッション誌に書いてあったんだよ！　そこまで似合ってないわけじゃないんだし！　それと教師が『超ウザい』とか言うな。もう二九歳なんだから。

　こんな調子で二九歳独身女教師の児こ島じまハナヱ（常時ジャージ）は、俺たち一〇人のうち下位五人に『モテていない理由』を、上位五人に『モテているからといって調子に乗るべきではない理由』を、ひとりひとり丁寧に指導していく。

　いずれも具体的で、しかも腹立たしいことに、おそらくは的確なものであった。

　たとえばスミスには『外国人なのにモテてないのは、お前の性格に重大な問題があるからだ。あと白人特有の体臭』とズバッと言い、幡はたヶが谷やには『お前のオカマキャラはスベってる。すぐに改めるか、でなければ、もっと本格的なオカマになれ。男性器を手術で切れ』と指摘する。なるほど、確かに俺もそう思う。こうして指導が一巡するころには皆、すっかり涙目になっていた。俺含む下位五人などは実際にえぐえぐ泣いていた。的確だからこそ、こんな風に涙目になる。えぐえぐ。

　とはいっても──、

「長なが政まさ、他ほかの男子はお前に『姉の尻しりに敷かれてばかりじゃダメだぞ』とか言うかもしれないが──お前は、姉の尻に敷かれていた方がトクだ。現実問題として」

　長政への、この指導は納得いかない。

「え……っ？　先生、そういうものなんでしょうか？」

「ああ。あの女はやり手だからな。長政冬とう子こに任せておけば、この前みたいにお前を巡って女子が大おお喧げん嘩かせずに済む」

「はい、先生……」

　ホントか？　本当にそれでいいのか？　自立した方がよくないか？　それが本当にトクだとしても、教師が生徒に言う言葉がそれでいいのか？

　長政も『はい先生』とか言っちゃってたが、それでいいのかは疑問だった。

（やっぱり口調が長政冬子に似てるだけのことはあるな……。勝手というか、強引なところがどこか似てるぞ）

　勝手で強引というのなら、タイプは違えどサチもそうか。

　女子校にいると、みんな勝手で強引になるのか？　それとも女はみんなそうなのか？

　俺がそんなことを考えてると、先生はまたもや長政に対して勝手で強引な発言を──。

「そうそう、その長政冬子に聞いたんだが……『お前の好きな相手』の話な。あれは先生もあまり賛成できない。キツいことを言うようだが、これもお前の姉さんの言う通りだ」

「…………」

　さすがの長政も、これには『はい先生』とは答えなかった。





　なんだかんだで俺たちは、この先生のことを信頼していたんだが──しかし、さすがに今回はやりすぎだ。

　いくらなんでも『誰を好すきか』にとやかく口を出すなんて。

　そんなの、本人の自由だろうに。

　そもそも皆の前で『好きなやつがいるらしい』とバラすのもどうかと思う。

　それから長政（姉）も問題だ。今の先生の話ぶりでは、もともとは長政冬子が言っていたことらしい。姉が口出しすることじゃない。暴君、ここに極まれりといったところか。

　だが、それはそれとして──。

（『長なが政まさの好すきな相手』だと……？）

　コイツ、好きなやつなんていたのか。初めて聞いた。
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　こんな調子で五〇分。



　──りん、ごん　りん、ごん



　鐘と共に授業は終わる。

「よぅし、本日はここまで」

　こうして『女子校でモテるためのスパルタ授業』……にかこつけて先生が男子生徒に毒を吐きまくる時間は終了する。

　と同時に、一〇人の男子生徒のうち俺と長政を除く八人は、

「──ンッ、ンッ」

　一斉に妙な咳せき払ばらいをしつつ、俺に向かって目くばせしてきた。

　その意味を察した俺は、やはり「ンッ」と返事する。

　この目くばせの意味は、ただ一つ。

『長政の好きな女子が誰だか聞き出せ』だ。

　一〇人しかいない男子の仲間、しかも二番目のモテ男である長政秋あき彦ひこが好きな女子。──それが誰なのか、みんな気になるものらしい。当然だ。俺だって気になる。

　それで他ほかの男子たちは、長政と仲がよく、クラスも同じ俺に『それとなく聞き出せ』と、目だけでサインを送ってきていた。

　ちなみに、長政本人だけは意味が分からずキョトン顔。

「なんだい、御み厨くりや？　その『ンッ』てなんなのさ？」

「い、いや、なんでもない……。長政、歩きながら話そうか」





　俺と長政は、二人並んでＡ組の教室へと向かう。

　残りの他クラス八名の男子は、各々の教室に帰ったり、あるいは密ひそかに俺たちを尾び行こうしながら耳を澄ませていたに違いない。

（長政の周辺は、ちょっとした尾行ブームだな）

　朝は俺とサチが尾行していたし、今度は男子一同だ。尾行に縁のある男なんだろう。ある意味『華がある』ということか。

　階段を下りながら、俺はさぐりを入れてみる。

「なあ、さっきの児こ島じま先生、ひどいよな。長なが政まさにあんなことを言うなんて」

　……今のは『さぐりを入れる』というには、ややストレートすぎだった気もする。

「え……っ？　ああ、さっきの話かい？」

「おう。お前の好すきやつがどうのって」

　俺がそう続けると、長政は──、

「…………」

　顔を曇らせながら黙ってしまった。

　やばい。失敗した。やはりストレートすぎだった。

（さっき先生に言われたこと思い出して落ち込んでるのか？　しかし、こんなに暗い顔になるなんて……）

　もしかして、よっぽどワケありな相手だとか？

「──ンッ」

「──ンッ、ンッンッ」

「──ンッンッ」

　物もの陰かげから、何人分かの『ンッ』が聞こえた。覗のぞいてる男子のだろう。この『ンッ』は、つまり『御み厨くりや、テメェ聞き出すのヘタなんだよ！』の意味だった。

　うるさいぞ、お前ら。そんなこと言うなら試しに自分でやってみろよ。これって、かなり難しいぞ。

　とりあえず、長政には軽く謝っておくか。

「スマン、妙なこと言ったみたいで」

「ううん御厨、君が謝るようなことじゃない」

　そう言った長政の顔は、やはり悲しそうに曇っていた。

（この表情、やはりワケありなのか……？）

　だとしたら、誰なんだ？　我が校屈くつ指しのモテ男にこんな顔をさせる女なんて。いや、我が校で一番モテるのはうすらでっかいデブなんだが、そのことは今は置いといて──この美少年をこれほど悲しそうな顔にする相手とは、果たしていったい誰なんだ？

　あと、この男、やっぱり悲しい顔するとカワイイな。今のコイツなら余裕で抱ける。

「──ンッ、ンッ」

「──ンッンッ、ンッ」

　ハイハイ、分かってる。『長政でエロい気分になってんじゃねえ』って言いたいんだろ？　まったく勝手なことを。お前らだって、この距離でコイツの悲しげな顔見たら、絶対エロい気分になっているって。

「──ンッ、ンッ、ンッ、ンッ」

「──ンッンッ」

　…………んっ？　いや、違ったか。

　長なが政まさのことでなく、別のことを言おうとしてるのか？

「──ンッンッ、ンッ、ンッ」

「──ンッンッンッ」

　なんだか新しい言語みたいになってるな。このまま『ンッ』だけで会話可能な新時代の言語が誕生しそうな勢いだ。ええと今の『ンッ』は、なにを言いたいのかというと…………………………あっ、分かった！

　たぶんだが──『誰か来た』だ！

　次の瞬間、廊下の曲がり角から現れたのは──。

「……シンちゃん、見つけた」

「サチ！」

　おなじみ犬いぬ神がみ“〝貞さだ子こさん”〟サチだった。

「……探しにきた。なかなか教室に戻ってこないから」

　べつに、探しにくることないだろ。ちょっと遅くなったからってよ。

　しかし、この女、急に現れるとビックリするな？

　いきなり曲がり角の陰から出てきたので一瞬、本物の妖よう怪かいかと思った。髪がバサーッとしてるし目が死んでるし。

　普段から一緒の俺が、こんなにビックリするんだ。慣れない長政なんか泣き出すんじゃないだろうか？

　そして、そんな顔もまたエロいんじゃないだろうか？

　──と、そう思い、傍らの長政の顔を見てみると……。

「犬神さん……」

　この男、なぜか熱い眼まな差ざし！

　ぽっ、と頬ほおを赤らめながら、その潤んだ瞳をサチに釘くぎ付づけにさせていた。

　なんという情熱的な瞳だろう。

　長政、どうしてそんな顔をしている？　突然の恐怖で表情筋が壊れたか？

　というか、今までも長政はときどきこんな表情をしていた。それも、俺がサチと一緒のときにばかり。そのこと自体には気がついていた。これまでは表情の意味など気にしたこともなかったが──しかし『長政に好すきなやつがいる』という話を聞いた直後とあって、ついいろいろ考えさせられてしまう。

　まさか、長政……。

（まさか長政の好きなやつって……。まさか、まさか──）

　いやいやいや、それはないか。さすがに俺の勘かん違ちがいだろ。

　しかし長政の、この熱い視線。

（普通の人間なら、“〝貞子さん”〟を前にしたら目を逸そらすはず。なのに、こんなに凝視して……。ということは──）

「長政──まさか、お前……」

「？　御み厨くりや、どうかしたのかい？」

「い、いや……」

　そんなこと、あるはずないと思うんだが……しかし、ひょっとすると、もしかして──、



　長政コイツ、サチのことを好きなんじゃ!?
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　長なが政まさ、お前──なんという異常な趣味！

　モテすぎて美的感覚がおかしくなってしまったのか？

　だとすれば、むしろ憐あわれでさえあるかもしれない。さんざん多くの女子にモテておいて、行き着いた果てがサチだとは……。

（いやいや、待て待て……。そんなの、さすがにあり得ないだろ）

　さっきの熱い眼まな差ざしも、俺の見間違いとか、そういうのだったかもしれないし。

　一応、サチにも確認してみた。

「（ヒソヒソ）なあサチ、さっきの長政の目を見たか？」

「（ヒソヒソ）……見た。すごくカーッとした目で、私のことを見ていた。……長政くんはときどき、あんな目で私のことを見る」

　そうか。俺の見間違いではなかったか。

　じゃあ、やはり長政は……。

「（ヒソヒソ）……あれは、たぶん『恋をしている人の瞳』」

　やはり、お前もそう思うか。恋をしている瞳だと。

　だが、だとすると……お前になのか!?　その恋する瞳の相手はお前？　モテモテの“〝王子様（弱）”〟が、お前に恋だと？

　いいや、そんなバカな！　俺よ、常識的に考えるんだ。

　サチのことを情熱的な瞳で凝視していたのは事実だろうが、『好すきだから』じゃないかもしれない。

　たとえば『この女、ムカつく』と思って睨にらんでただけかも。

　それでジロッと睨んでたつもりだったのが、姉と違って他人を睨み慣れてないせいで、涙目＋赤面して、偶然あんな顔になってた……という可能性もある。うん。普通はないことだが、『サチを好き』よりは可能性が高い。

　そうとも。本当は恋じゃなくってムカついているだけの目だ。きっとそうに違いない。

（けれど……もし本当に恋だとしたら、いろいろと説明つくことも多いのか？）

　たとえば、五時限目の直前。

　長政は『俺とサチがデキてない』と確認すると、『よかった』と安心していやがった。

　俺はてっきり『友達である御厨が犬いぬ神がみサチみたいな妖よう怪かい地雷女とデキてなくてよかった』という意味かと思ってたが──そうか、『犬いぬ神がみサチに彼氏がいなくてよかった』の意味にも取れる。

『サチにストーキングさせてくれないか？』と頼んだときだって『御み厨くりやがそう言うなら』とＯＫしてくれた。これまた俺の頼みだから引き受けてくれたんだと思っていたが、『実はもともとサチのことが好すきだった』という解釈も可能だ。そうだ、それなら辻つじ褄つまが合う！

（──って、いやいやいやいや！　辻褄が合うからといって真実とは限らないだろ！）

　そもそも、それを言うなら『サチにムカついてたから睨にらんでた』『友達がサチみたいな女とデキてなくてよかった』『友達の御厨に頼まれたから仕方なくストーキングにＯＫした』でも辻褄は合うんだし。

　だが万が一、百万が一、億が一、長なが政まさがサチを好きだとすれば──、

　もっと過激なストーキングをしても、長政に嫌がられない！

　こんなにありがたいことはない。





　……あれっ？　今の俺の考え方、どこか間違っていたような？

　我ながら微妙に違和感を感じるぞ。

















幕間　その二









○五時限目の一年Ａ組教室

　　　　回想（シンイチたちが男女別ミーティングを受けている間の出で来き事ごと）。

　　　　男女別ミーティング、女子側。

　　　　Ａ組の副担任である女教師、西にし先生（二四歳、担当科目は英語Ⅰ）が授業。

　　副担任「もうすぐ薄着の季節となりますが、女子の皆さんは透けブラジャー──いわゆる透けブラに注意しましょう。汗をかいたりするとブラウスが張りついてブラジャーが透ける、あの現象のことです。特に背中の側は見えないので要注意。女子だけだと無む頓とん着ちやくになりがちですが、男性は常に劣情の目でブラ線を見ています。ハイそこ文句を言わない。社会に出れば、もっと多くの男性の目に晒さらされるのですよ。──その話で思い出しましたが、男子というものは椅い子すに座ったままちんちんを大きくしていることがあります。しかし多くの場合、これは『不意勃ぼつ起き』という生理現象にすぎません。なので、それで軽けい蔑べつしたり、あるいは興味本位で凝視したりしてはいけませんよ。一般社会では無視するのがマナーです。リピートアフタミー、不意勃起」

　　女生徒たち「「不意勃起」」

　　副担任「ハイ、よろしい。長い間女子ばかりの空間で育つと、卒業後、一般社会とズレた『いかにもな女子校出身者』になってしまう可能性があります。それを防ぐために我が校では、今年から一〇人だけ男子を入れてみたのです。皆さん、“〝教材”〟から少しでも多くのことを学びましょう」

　　女生徒たち「「はーい」」








第五幕



「くれぐれも、児こ島じま先生のような『女子校以外では生きていけない女』になってはいけませんよ？」

「「はーい」」

──一年Ａ組副担任、西にしアユミ（二四歳、既婚）
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　もし、俺の仮説が正しければ、もう罪悪感を感じずに済むな。

　本人の同意があるとはいえ、長なが政まさをストーキングするのを手伝うことに俺は罪悪感を感じていた。長政は俺の友達で、あんなにもいいやつなのに、サチみたいな妖よう怪かい女をストーキングさせるだなんて……。

　だが！　これからは遠慮はいらない！　だってあの男、サチのこと好すきかもしれないのだから。喜ばれることはあっても恨まれることはないだろう。

　もちろん仮説が正しければ、であるのだが──。





　まだ五時限目の休み時間。六時限目までは五分ある。

　教室に戻ってから、一応“〝協力者”〟の意見も聞いてみた。

「（ヒソヒソ）なあ宇う佐さ美み──長政のやつ、ときどき熱い視線でサチのこと見てる気がするんだが、どう思う？」

「（ヒソヒソ）熱い視線？　うん、そういえばそうかも。なんかジーッと犬さ神つさちんんのこと見てるよねー」

　ほらほら！　やっぱり！

「（ヒソヒソ）アレは『恋してる人の瞳』っぽいよねー。あるいは『恋してる人が、キライな女を睨にらんでるときの瞳』」

　後者はなんだよ。『恋してる人が、キライな女を睨んでるときの瞳』って。

「（ヒソヒソ）俺は、その二つのうち前者だと思ってるんだが。つまり、長政がサチを好きなんじゃないか、と」

「（ヒソヒソ）はぁ？」

　なんだ宇佐美、その反応は？　なんで『はぁ』だよ？

「（ヒソヒソ）長政が『恋してる人の瞳』でサチを見てたってことは、サチに恋してるってことだろう？」

「（ヒソヒソ）あーあーあー、そういうことね。なるほど、あ～……」

「（ヒソヒソ）なんだよ？　他ほかにどう考えるんだ？」

「（ヒソヒソ）ううん、続けて。ええと……つまりその、なんていうのかな──『長なが政まさくんが犬さ神つさちんんを好すき』ってイメージが湧わかないっていうか、頭がついていけないというか」

　うむ。それは分かる。

　お前、サチの呪のろいを怖がってるくせに、なかなかズバリとしたこと言うな。

「（ヒソヒソ）だが、恋してる人の瞳で見てるんだぞ？　そりゃあ俺だって一〇〇％そうだとは言わないが、もしかして、ひょっとすると、万が一、百万が一……いや、百億万京が一くらいには、そういう可能性もあるんじゃなかろうか？　どうだ？」

　俺は、そんなわずかな可能性にでも賭かけてみたい！

「（ヒソヒソ）う～ん……。それで、もし長政くんが犬さ神つさちんんを好きなら……御ミ厨クちんはいったいどうしたいわけ？」

「（ヒソヒソ）どうもこうも決まってるだろ。長政がもしサチのことを好きだとすれば──もっと過激なストーキングをしても、長政に嫌がられない！」

「（ヒソヒソ）はぁ？」

　また『はぁ』ときた。

「（ヒソヒソ）もう、どんなストーキングもし放題だぞ。尾び行こうしたりゴミを漁あさったりはもちろん、家宅侵入して中学時代の縦笛くらい盗んでも余裕で許してくれるに違いない」

「（ヒソヒソ）ん～……なんか、おかしくない？」

　おかしい？　おかしいって、なにが？　おかしさでは我がクラスで一、二を争う『クイーン・オブ・おかしい』こと宇う佐さ美みたんぽぽが、俺の発言にケチをつけると？　ちなみに一、二を争う相手はサチだ。

「（ヒソヒソ）どうおかしいって言うんだよ？」

「（ヒソヒソ）だって『長政くんは犬さ神つさちんんのこと好き』って仮定でしょ？」

「（ヒソヒソ）おう」

「（ヒソヒソ）でもって御ミ厨クちんは『犬さ神つさちんんは長政くんのこと好き』だと思ってるんでしょう？」

「（ヒソヒソ）そうだ。思ってるというか、本人がそう言ってた」

　ストーカーなんだから長政を好きに決まってるだろ。なぜヘンな言い回しをする？

「（ヒソヒソ）じゃあ、なんでストーキングなんてするワケよ？」

「（ヒソヒソ）なんで、って……ストーカーだから」

　ストーカーなんだからストーキングするに決まってるだろ。

　はっはっは、宇佐美は本当にバカなんだなあ。

「（ヒソヒソ）そうじゃなくって！　ただ普通につきあえばいいじゃん。せっかく両りよう想おもいなんだから」

「（ヒソヒソ）あっ、そうか！」

　考えもしなかった。まさか『普通につきあえばいい』とは……。サチの見た目が見るからにヤンデレストーカーだったので、ストーキング以外で誰かと接するなんて、これっぽっちもまったく思い至らなかった。想像すらできなかった。

　やるな、宇う佐さ美み。やはりバカならではの柔軟な発想力か。『はっはっは、宇佐美は本当にバカなんだなあ』とか思って悪かった。お詫わびと訂正申し上げます。お前のバカのおかげで助かった。

「（ヒソヒソ）御ミ厨クちん、なにか人をバカにしたこと思ってない？　失礼なこと考えてそうな目をしてるよ？」

「（ヒソヒソ）おいおい、そんなことあるわけないだろ」

　マジでマジで。お詫びしつつも素直に感心しているぞ。

「……二人とも、なんの話をしている？」

　サチ、急に話に入ってきたな？

「……シンちゃんたち、ずっとヒソヒソ喋しやべってるから疎そ外がい感かんを感じている。寂しい」

「はいはい悪かったよ。だが、喜べサチ。お前にとって、たいへん嬉うれしいニュースだ」

「……？」

「まだ可能性ではあるんだが、つまり──おいサチ、なんで俺のフトモモを触る？」

　サチのやつ、話をしながら俺のフトモモを、またさわさわと触ってた。

「……長そうな話なので、飽きないようフトモモを触っていようと思って」

「長くないし大事な話だから触るんじゃない！」

　まったく、この女は。

（やっぱり勘かん違ちがいだったかもしれないな……。長なが政まさがこんな痴ち女じよストーカー妖よう怪かいを好すきだなんて──）

　──と、そんなことを思っていると、

「御ミ厨クちん、ほら、長政くんがこっち見てるよ」

　本当だ。

　長政（弟）のやつ自分の席から、例の目つき──恋をしてる瞳でこっちを見ていた。

　いや、『こっちを』ではなく正確には『サチを』見ていたのだろう。燃えるように情熱的で、ちょっと潤んだ瞳でだ。頬ほおも、少しぽっと赤くなってた。

　やがて、俺たちも向こうを見てると気づいたからだろうか、長政は席を立ち、俺たちの方へとやってきた。

「やあ御み厨くりやたち、なんの話をしてるんだい？」

　なんの話、と聞かれても困るな。

　まさか正直に『お前の話をしてたんだよ。お前がこの女のこと好きなんじゃないかって』と答えるわけにもいくまいし。

「ええと、つまりだな、その……」

　仕方なく言葉を濁していると、長政はさらに俺に訊たずねる。

　しかも遠慮がちに。おずおずと。

　なぜか、ちょっと悲しそうな涙目顔で。

「あのさ……御み厨くりや、僕の見間違いかもしれないんだけど──」

「おう、なんだ？」

「さっき犬いぬ神がみさん──御厨の足、触ってなかった？」

　また妙なこと聞いてきた!?

　いや、たしかにサチは俺のフトモモ触ってたが──しかし、どうしてそんな悲しそうな顔で聞いてくる？

「やっぱり御厨、本当は犬神さんとつきあってるんじゃ……」

　ああ……なるほど、そういうことか。

　長なが政まさのやつ、それが心配だったのか。

「安心しろ。それだけは絶対にない。サチは誰ともつきあったりはしていない。昼休みにも言っただろ」

　俺が、そう断言すると──、

「そっか……。ふふっ、よかった。ごめんよ、妙なことを聞いちゃって」

　また『よかった』だ。

　長政は、ほうっ、と安心して息をつく。

　美少年の曇った顔が、ぱあっ、と爽さわやかに晴れていった。

（コイツ、この表情……!!　やっぱり！）

　俺とサチがつきあってないと知っただけで、ここまでほっとするなんて。

　うん、間違いない。今の表情の変化で確信できた。

「（ヒソヒソ）どう思う？」

「（ヒソヒソ）……間違いなく、恋をしている人の顔」

「（ヒソヒソ）だねー。犬さ神つさちんんの言う通り、こりゃ恋してる人の顔だよ」

　よしっ。やっぱりそうか。

　サチ、コイツが珍奇なシュミでよかったな。

　長政のやつ、サチのことが好すきなんだ！

「長政……お前は本当にいいヤツだな」

「えっ？　なんだい、急に？　べつに僕、いいヤツなんかじゃ……」

　いいや、いいヤツだ。普段から俺に親しく接してくれる上に、この犬神“〝貞さだ子こさん”〟サチみたいな人間不良債権を引き取ってくれるんだから。

　これほどいいヤツは他ほかにいない。

「長政──俺たち、ずっと親友でいような（※略して、ズッ親）」

「う、うん、いいけど……。なんだい、急に……？」

　長政は、照れて真っ赤になって俯うつむいた。

　この男、やっぱり赤くなると可愛かわいい。

　普段から美少女顔だが、照れたり泣いたりすると一層グッとくる顔になる。つうかエロい。他の女子もコイツを見習えばいいのに。

　しかし、めでたい限りだ。親友の長なが政まさと幼なじみのサチがくっつけば、俺にとって、そんなに嬉うれしいことはない。普通の意味と──そして私利私欲的な意味でも！

　俺はサチから解放されるし、モテモテの王子に彼女ができれば諦あきらめたファンから俺がモテる可能性があるかもしれない。ダブルめでたい。いや、もちろん俺は山やま田ださん一筋ではあるんだが、しかしモテないよりはモテる方が嬉しい。きっと山田さんもこの気持ちを理解してくれるだろう（※楽観的見地）。とにかく、これはいいことずくめ！

　これはもう、さっさと二人をくっつけなければ。

（俺、ちょっとしたキューピッドだな）

　ちょっと前まで、ストーカーの斡あつ旋せん役だったのに。やはり人の役に立つのはいい気分だ。

　……とはいったものの、二人をくっつけるのが困難だというのも分かってはいた。

　サチは照れ屋で、いきなり鼻血出して倒れたりするようなやつだし。

「（ヒソヒソ）……ウヒヒヒ、長政くん超エロい。泣きそうな顔になったかと思ったら、ぱあっと晴れた顔になったりしてギザエロユス。……さらにシンちゃんに『俺たち、ずっと親友でいような』と言われて本気で真っ赤になってるところとか。……ホッホッホア────ッ！　…………きゅっ」

　ほら。またかよコイツ。

　なんだか一人でさんざん興奮した挙句、また鼻血を出しながらバタッと倒れやがった。

　まあ、さっき『ずっと親友でいような』と言われて照れてた顔は、本気でエロかったので仕方ない。もちろん、なんで長政があのタイミングであそこまで真っ赤になったのか、俺には不明だったのだが。

　それと、問題があるのはサチ側だけじゃない。

　長政側にも厄介な問題が存在していた。

　二人を引き裂く巨大な障害──“〝王子様（強）”〟と呼ばれる姉が！

「秋あき彦ひこ、もうすぐ授業だ。席に戻ろう」

　噂うわさをすれば、だ。

“〝王子様（強）”〟こと長政冬とう子こが、俺たちの間に割り込んできた。

「いつまでも御み厨くりやたちなんかと喋しやべっているんじゃない」

　相変わらずの喧けん嘩か腰ごしだな。

「おい長政（姉）、俺たちなんかって、どういう意味だよ？」

「なんかはなんかさ。何度言えば分かってくれるんだい？　いいかい、御厨──あんまり君には、秋彦に近づいてほしくないんだ。なぜって、僕が君のこと好すきじゃないから。君は弟の友達には相応ふさわしくない」

「なんだよ、その言い方」

「このくらい言わないと、理解してくれないかと思ってね。特に、学校では弟に近づいてほしくないんだ。みんなに弟と君が仲よしだと思われたくない。分かったかい？」

「はいはい、分かったよ。じゃあ長政、放課後一緒にどっか行こうぜ。学校じゃこの女がうるさいからな」

　とにかく、この姉のいないところで話をしないと。こんな風に邪魔されたのでは、二人をくっつけるどころではない。

　可能なら、長なが政まさとサチを二人きりにできれば。

　そう思い、俺は『放課後一緒にどっか行こうぜ』と誘ったのだが──。

「それは……誘ってくれて嬉うれしいけど、でも……」

　ん？　長政、どうした？　なにか用事でもあるのか？

「おっと御み厨くりや、あれほど分かりやすく言ったのに、まだ理解してなかったのかい？　学校で近づいちゃ駄目なんだから、放課後だって同じに決まっているだろ」

　うるさいな、長政（姉）は。いちいち気に障る言い方するな？

「そもそも、弟を暇人扱いしてもらっちゃ困る。この子の放課後はタダじゃないんだ。今日だって『秋あき彦ひこと放課後お茶会をしたい』という上級生のお姉様がたが大勢、予約券を買ってくれてるんだからね」

　予約券!?　この女、どんな商売してやがるんだ。どういう姉だ。

「さ、行くよ秋彦」

「でも、姉さん……」

「でも、じゃないだろう。これはお前のためにもなることなんだぞ？　みんな美人だったり、お金持ちだったり、学校の有力者だったりと、僕が厳選した人たちばかりなんだから。この人たちに愛想よくしとけば、僕ら姉弟の高校生活は三年間安あん泰たいだ」

　そんなことを考えていたのか。

　長政（姉）怖いよ。影のドンでも目指してるのか？

「分かったら、早くおいで。席に戻るよ」

「うん、姉さん……」

　なんて、身勝手な姉だろう。

　俺は『待てよ』とか『本人の気持ちも尊重しろよ』とか一言言ってやろうと思ったが──しかし、気の利いた言い回しを考えている間に、長政（弟）は姉に引っ張られ、連れて行かれてしまった。

　自分の席に戻る際、俺たちの方に一瞬視線を向けてた気もする。きっと『助けて』の意味だったに違いない。

（たぶん長政も、本当は姉の手から解放されたいんだろうな。だが、あんな怖おそろしい姉が相手じゃ、気の弱いアイツに勝ち目は……）

　ならば──よし、待っていろ長政。必ず俺が助けてやる。

　お前とサチをくっつけることで！



２



「姉の方の長なが政まささんは怖いよねー。ツンデレも度が過ぎるよ。あんなんじゃ御ミ厨クちんだってイヤでしょ？」

「……宇う佐さ美みさん、違う。冬とう子こさんはツンデレじゃない。シンちゃんを嫌っているだけ」

「へっ、そうなの？」

「……そう。だからシンちゃんは勘かん違ちがいをしないように」

　だから、そんな勘違いしねえって。それ朝も言われたよ。

　宇佐美も、どうして長政冬子をツンデレと思う？　それ、長政（姉）が俺のこと好すきだけど素直になれずツンケンしてるってことだろ？　さすがに、それは考えられない。あいつの『ツンケン』は、やりすぎだ。

　なんにしても、あの女は怖いし手て強ごわい。

　俺だけの力では、長政（弟）を助けてやることはできないだろう。あのおっかない女には勝てる気がしない。というより大抵のやつでは勝てまい。

　だが──この一年Ａ組にはたった一人、あの“〝王子様（強）”〟に対抗できる人物がいた。

　そうっ！　その人物こそが犬いぬ神がみサチ！

“〝貞さだ子こさん”〟と呼ばれた女！

　サチならば、きっと“〝王子様（弱）”〟こと長政（弟）を自由の身にしてくれる。

（もしかして……それが分かってるからこそ、長政はサチを好きになったのかもな。アイツにとって、サチこそが自分を救ってくれる王子様かもしれない……）

　いや、むしろ冬子王子から姫をさらっていく大魔王か。

　しかし、そうか。俺が長政とサチをくっつけるのは、やはり二人のためになるんだな。

　そう。利己的な理由なんかじゃない。

　二人の仲を取り持つのは、世のため人のためなんだ。たまたま俺もトクするだけだ。

　俺、正義！　大正義！

「……シンちゃん今、キリッとした顔してた。ちょっとカッコいい。……レアな表情なので写メを撮っておく。ハイ、チーズ」

　ハイ、チーズ。

「……友情を大事にしてそうな、男らしい顔だった」

　だろう？　さすがに、よく見ているな。

　俺は本来、モテて然しかるべき人材なんだ。



　──りーんごーん、りーんごーん



　しばらくして、六時限目の授業が始まる。

　だが、授業なんか真面目まじめに聞いてる場合じゃない。今は長政とサチの仲を取り持つ方法を考えなければ。

　あの姉を出し抜いて、二人をラブラブにする方法を。

　サチがひっくり返らずに、一人で長なが政まさと一緒にいられる方法を。

　俺は六時限目の授業中、ずっとその方法を考えていたが……。

（──駄目だ、思いつかない！）

　こんなの、俺の一番苦手なジャンルだ。俺がそんなアイデアをホイホイと出せるような恋愛名人だったなら、とっくに彼女ができている。

　なんだか、だんだんバカバカしくなってきたな。どうして俺に彼女がいないのに、サチや長政の恋愛を応援しないといけないんだ。まったく。



　──りーんごーん、りーんごーん



　結局、思いつかないまま授業は終わる。

「……シンちゃん、今度は『友情なんてどうでもいいや』と苦悩している顔になってる。とても味があってイイ。これもレア顔だから撮っておく。……ハイ、チーズ」

　チーズ。

「……苦悩してるシンちゃんは、見ていてなんだかゾクゾクする。グッとくる。……でっ、でも苦悩してる男子なら誰だってグッとくるんだからね。シンちゃんじゃなくてもいいんだから。勘かん違ちがいしないでよねっ」

　無駄なツンデレ台詞ぜりふを言ってるんじゃない。いつも勘違いしないと言っているだろ。

　ともあれ、このままじゃ不ま味ずい。

　俺だけの力では、この状況は打破できない。

　誰か、こういうのが得意なヤツが、俺に知恵を貸してくれれば……。どこかに、そういうやつはいないんだろうか？

「どこかの恋愛名人が、俺のブレインになってくれれば……」

「んっ？　御ミ厨クちん、呼んだ？」

　宇う佐さ美み？

　べつにお前なんか呼んでないぞ。どっかに力を貸してくれる恋愛名人がいないかな、って言っただけだ。

「やれやれ、今さら水臭いなー。わたしたち、もう仲間じゃん。とっくにブレインみたいなものじゃない。でも、ま、そこまで言うんなら仕方ない。フフフ……。

　恋愛名人ラヴ・マイスターと呼ばれたこの宇佐美たんぽぽ様が、ブレインになってあげようじゃないの！」

「な……なにぃっ!?」

　　①誰がお前を恋愛名人ラヴ・マイスターなんて呼んだんだ？

　　②『恋愛名人』と『ラヴ・マイスター』で称号がカブってないか？

　　③バカのお前が『ブレイン』だと!?

　とりあえずは、ツッコミポイントは以上の三箇所か。面倒くさいので、一度にいくつも突っ込ませないでほしいんだが。

　まずは①から言っておくか。

「宇う佐さ美みが恋愛名人ってことはないだろ？　お前がそんなモテるとは思えないぞ」

　だって、うるさいし。ウザいし。そうでなくても、見た目が小学生だし。お前と並んで歩いてたらお巡りさんに職質されそうだし。この一人児童ポルノ禁止女め。男子一〇人の中でも、お前は大変な不人気なんだぞ？

　という感想を口にすると、宇佐美のやつは──、

「ムキーッ！」

　とサルみたいな奇声を上げた。どうやら怒っているらしい。

「御ミ厨クちん、見る目ないよ！　中学時代はセックスシンボルと言われたわたしに向かってなんてことを！　町内のマリリン・モンローと言われた、このわたしに！」

　誰が言ったんだ、そんなこと。

「耳ビッチと呼ばれた、この宇佐美たんぽぽ様に！」

　モテてないじゃねえか『耳ビッチ』って！　それ、耳みみ年どし増まの意味だろ？　しかも、ただの悪口だ。

「とにかく、このラヴ・マイスターがブレインになってあげようじゃないの」

　お前みたいなバカが『頭脳ブレイン』とは笑わせてくれるが──まあいい。自称恋愛名人ラヴ・マイスター様がどんなこと言うのか聞かせてもらおうじゃないか。

「だったら宇佐美──」

「ラヴ・マイスター」

「はいはいラヴ・マイスター、どうやったらサチと長なが政まさをくっつけられると思う？　俺は『家に忍び込んで下着を盗む』『家に忍び込んで盗聴器を仕掛ける』『家に忍び込んでゴミを漁あさる』くらいしか思いつかなかったんだが、しかし長政（姉）は勘がいいので発見されてしまう恐れがある。それに長政んちのおばさんは専業主婦で一日中家にいるから、家に忍び込むチャンスは意外と少ない。……この状況で、どうすればいい？」

　この状況を打破するようなアイデアを出せれば、お前を本物のラヴ・マイスターと認めてやろう。

　本当なら『家の天井裏に潜む』『家のベッドの下に潜む』『家のクローゼットの中に潜む』『家のソファーの中に潜む』といった行為もサチにさせたいのだが──しかし、そこまでは望むまい。

「どうだ？」

「どうって……なんで御ミ厨クちん、ストーキング行為ばっかりなの？」

「ん？　というと？」

「普通にデートとかすればいいじゃん」

　おおっ!?

　予想もしなかった答えが来たな。やはり俺は『サチ ＝ ストーカー』という固定概念が強かったのだろうか。サチがストーキング以外の方法で長なが政まさに近づく姿が、まったくこれっぽっちも想像さえつかなかった。

「明日はちょうど土曜でお休みなんだから、どっか一緒に遊びに行けばいいじゃない」

「そ、そうか、なるほど……」

　そうか、その手があったか……。

（まさか、コイツ……宇う佐さ美みたんぽぽは本物の恋愛名人ラヴ・マイスター!?）

　い、いや！　まだ判断は早い！

　今のは単なる『バカ特有の柔軟な発想力』だ。普通は見逃しがちなポイントに、バカだからこそ気づいただけにすぎない。いや、それでも充分スゴいんだが。しかし名人マイスターと褒ほめ称たたえてやるほどのことじゃない。

　そもそも今の案には重大な欠点がある。

「そんなの無理だろ。長政（姉）に邪魔されないようにデートに誘うなんてさ」

　長政（弟）は、頼めばデートくらいＯＫしてくれるかもしれないが、しかし長政（姉）がそれを許すとは思えない。

　あの姉弟、休日もよく一緒に過ごしているらしいし、出かけようとすれば『どこに行く』と聞かれるだろう。そのとき、うまく姉を誤ご魔ま化かしてデートに行く器用さを、長政（弟）が持っているとも思えない。

「ん……」

　おっ、悩んでるな。さすがのラヴ・マイスター（自称）でも、これは無理だろ。

　ふう、びっくりした。一瞬、宇佐美が本当に頼りになる恋愛名人なのかと思ってしまった。やれやれ、そんなことあるわけないのに。いや、もちろん方法があった方が嬉うれしいのだが、俺がさんざん悩んだ問題にこのニセ幼女が軽く答えを出したら、それはそれでまた複雑な気分だし──。

「んー、あるよ」

「あるのか!?」

　マジか!?

「ただ、一応聞いておくけど……」

　なんだ？　急にもったいぶって？

「本当に、デートさせちゃっていいんだよね？」

「？　いいに決まってるだろ。そのための話をしてたんだぞ」

「御ミ厨クちんはそうだろうけど──犬さ神つさちんんも、それでいいんだよね？　あとになって呪のろったりしちゃイヤだよ？」

　おいおい、なんなんだよ。

　そんなの、いいに決まってるだろ。サチは長政のこと好すきで、それでストーキングしようとしていたんだ。恨んだり呪のろったりするはずがない。

「……………………いい。呪わない」

　ほらみろ。

「ふうん？　ならば、よろしい。呪わないというのなら、この恋愛神ラヴ☆ゴッドこと宇う佐さ美みたんぽぽ様がアイデアを授けてくれよう」

　称号、いつの間にかパワーアップしたな？

　だが、本当にそんな方法があるのなら、その称号で呼ばれるに相応ふさわしい恋愛神であるのだろう。

「長なが政まさ（姉）さんにジャマされず犬さ神つさちんんをデートさせる方法、それは──」

　それは、なんと……。

「長政（姉）さんをデートに誘って、その隙すきに犬さ神つさちんんと長政（弟）くんもべつの場所でデートしてればいいんだよ！」

「は？　お前、なに言ってんの？」

「自分がデートしてる間は、さすがに弟と一緒にいられないでしょ？　弟に干渉したがりの長政（姉）さんでもさ。それに、デート中なら油断バリバリで頭も回らなくなって『まさかこの隙に弟もデートしてるのでは？』なんて夢にも思わなくなってるって」

　それはそうかもしれないが──しかし、どうやってあのおっかない長政冬とう子こをデートに誘う？

　いったい誰が、どうやって……？

「というわけで、御ミ厨クちんがんばって」

　はい!?　俺？
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「いやいやいやいや！　絶対ムリ！　イヤだ、断る！」

「ダイジョブ、ダイジョブ！　御ミ厨クちん、いけるって！」

　このバカ宇佐美、なにを根拠に『ダイジョブ』なんて言ってやがる!?

「だから、ホントに大丈夫だってば」

「そんなはずあるか！　長政（姉）と仲悪いの知ってるだろ。ついさっき揉もめてたばっかりじゃないか」

「アレはホラ、ツンデレってやつ？　気になる男子の前ではツンツンとしちゃうものなんだってば」

「いいや、あんな致死量の毒針みたいなツンツンはないね！」

　ツンというかグサッの域だ。

　そもそも俺は以前から『ツンデレだと勘かん違ちがいしないように』とサチや長政（姉）本人にさんざん念押しされていたので、今さらそんな勘違いはしない。

「やれやれ、一瞬でも宇う佐さ美みなんかアテにした俺がバカだったか。お前のどこが恋愛名人ラヴ・マイスターで恋愛神ラヴ☆ゴッドなんだよ？」

「むっ!?　じゃあ今から、わたしが代わりに『御ミ厨クちんとデートして』って誘ってくるから、ＯＫもらったら、わたしのこと師匠って呼ぶんだよ？　恋愛超神スーパーラヴ†ジーザス師匠って」

　だから、なんで称号がジワジワとパワーアップしていく？　最終的にはどう変化させていくつもりなんだ？

「そんなことが本当に可能なら、どうとだって呼んでやるよ」

「フフフ、言ったな。そこで見ていなさい。吠ほえ面づらかくんじゃねえわよ？」

　なにが吠え面だ。

　宇佐美はぱたぱたと長なが政まさ（姉）のところに走っていく。

　ちなみに宇佐美と長政（姉）は特に仲がいいわけではなかったが、かといって別段不仲でもなかった。もちろん『御お厨れやサチと仲よくしてる女』として警戒はしてるのだろうが、しかし面と向かって喧けん嘩かをするわけでもない。もともと、そんなに接点のない相手であったのだろう。にもかかわらず──。

「長政姉アネマサさーん、ちょっとナイショ話があるんだけどー」

「えっ？　なに？　今のって僕のこと？」

　急に馴なれ馴なれしく声をかけられ、長政（姉）は戸惑っていた。

　その後、ちびの宇佐美は椅い子すの上に立って、長政（姉）の耳元にヒソヒソ。

　二人は小声でなにやら話していたが……、

「はぁ!?　なんで私が！　バ……バッカじゃないの！　バーカバーカバーカ！」

　揉もめているのだけは一目で分かる。

　長政（姉）などはエキサイトしすぎて、つい声を荒らげてしまっていた。口調も男言葉じゃなくなっている。いつもクールぶってるこの女にしては珍しい。やはり怒っているのだろう。

　コイツら、このまま掴つかみあいの喧嘩になったりはしないだろうな？　心配だ。

　そのまま、さらに二分ほど経過して──。

「んじゃま長政姉アネマサさん、そういうことで」

「うッ！」

　どうやら、話は終わったらしい。

　おそらくデートの誘いは失敗に終わったのだろう。長政冬とう子こはやはり怒りのためか顔を真っ赤にし、俺の方をギロッと睨にらんでいた。

　普段は『ジロッ』だったが今回は『ギロッ』。

　いつもより本気で怒っていたに違いない。

（まいったな……。これで長政冬子と今まで以上に険けん悪あくになるぞ）

　そうなれば長政（弟）とも接触するのが困難になるに違いない。

















　宇う佐さ美みのやつ、ラヴ・マイスターどころじゃないな。逆に邪魔になってるじゃないか。

　……と、そんなことを思って俺が眉をひそめていると、宇佐美はぱたぱたとこっちに走って戻ってきた。

　さあコイツ、どうしてくれようか。

「おい、宇佐美──」

「長政姉アネマサさん、オッケーだってー」

　──って、なんだと!?

　どうなってるんだ!?　宇佐美のやつ、本当に長なが政まさ（姉）にデートＯＫさせやがった！

（まさか、この女──本当に恋愛超神スーパーラヴ†ジーザスだというのか!?）

　そう呼ばれるのに足る女であると……？

「御ミ厨クちん、御ミ厨クちん」

「ん？　なんだ、宇佐美？」

「ウォッホン！」

　どうした宇佐美、咳せき払ばらいなんかして？　ああ、そうか──。

「恋愛超神スーパーラヴ†ジーザス師匠、どうもお疲れさまでした」

「ウム、よろしい」

　そういや師匠と呼ぶ約束だったな。

　なんにしても、これで姉に邪魔されることはなくなった。サチと長政を思う存分デートさせることが可能となる。

「あとは、長なが政まさ（弟）くんを誘えば準備完了だね」

「おう、そうだな」

　しかし宇う佐さ美み、見直したぞ。

　お前に、こんなことができたとは。ただのニセ幼女じゃなかったんだな。

「あ、そうそう犬さ神つさちんん──」

「……ん」

「犬さ神つさちんんが『いい』って言ったから、やったんだよ？　あとになって呪のろったりしないでね？」

「……分かってる」

　ん？　今のやりとり、どういう意味だ？

　ともあれ──このあと弟の方の長政をデートに誘えば、それで準備は完了だ。



４



　さきほど六時限目が終わったので、今日の授業はこれでおしまい。

　しばらくすると担任教師がやってきて、帰りのホームルームの時間になる。その間、

「うッ！」

　長政（姉）は、ずっと俺を睨にらんでいた。

　真っ赤な顔で、ギロッと。

　先生がいるのに、堂々と後ろを向いて。あまりの形相に圧倒されて、さしもの体育教師も注意できないでいるらしい。

（うわあ……、ものすごく怒ってるな）

　そんなに怒るなら、デートＯＫしなきゃよかったのに。

　さて、もう五分ほどするとホームルームも終わって放課後となる。

「ちょっと、御み厨くりや──!!」

「な、なんだよ……!?」

「なんだ、じゃなくって！　なんでアンタ、いきなり──」

　長政（姉）は真っ赤な顔のまま、つかつかと俺に詰め寄ってきたが──、

「うッ…………やっぱり、いい……」

　そのままクルッと背を向けて、俺のもとから去っていった。

　なんだ、なんだ？　なにを言おうとした？　やっぱり、ものすごく怒ってるのか？

「……シンちゃん、シンちゃん」

　ん？　どうしたサチ？

「……アレはツンデレじゃないから、勘かん違ちがいしないように」

「しねえって言ってるだろ！　どう見てもそんな感じじゃねえよ！」

　そんなに何度も念押しするな。

「それよりサチ、このあとどうする？　放課後ストーキングしていくか？」

　長なが政まさが上級生とお茶会するのを陰から覗のぞくか？

「……ううん、もう帰る。……なんだか疲れた」

「そうか」

　いつもなら『もっとストーキングに熱くなれよ！』『そんなんじゃ真のストーカーになれないぞ』と言っていたところだろうが──今日は俺も疲れた。

　どうせ明日、サチと長政はデートするんだ。余計な危険を冒したくない。

　覗きが見つかれば、長政（姉）と揉もめるだろう。機嫌を損ねてデートが中止になりでもしたらコトだ。

「……シンちゃんも一緒に帰る」

「そうだな……。宇う佐さ美みー、俺たちもう帰るぞ」

「うんっ、じゃあまた明日ねー」

　また明日!?　お前、覗きに来る気か？

「フフフ……キミが深しん淵えんを覗くとき、深淵もまたキミを見ているのだよ。──ニーチェ」

　覗きストーキングをする者は、自分も覗きストーキングをされるということか。バカのくせに意外と含蓄深いこと言うな？
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　疲れているので、帰りはバス。

　こんな時間なのに意外と混こんでる。俺はつり革を掴つかんで立ち、背の低いサチは俺のシャツを掴んで立つ。

　立ちっぱなしとはいえ、自分の足で歩かなくていいのはラクだ。

　長政をストーキングする必要がなければ、朝もバスで登校できるのに。──いや、サチと別行動でいいのなら、そもそも自転車で通学できるのか。自転車に乗れないサチに合わせてやってるだけなんだから。

　だが、いずれにせよ、不便な暮らしももうじき終わる。サチと長政がつきあえば、俺は解放されるのだから──。



　──さわっ



　？　なんだ、今のは……？



　──さわりっ、さわりっ、さわさわさわさわさわさわさわっ、さわさわさわさわ



「サチか！　おいっ、人の尻しりを触るな！」

「……つい、手持ちぶさただったので」

「そんなの、『つい』でやることか」

　周囲が混こんでいるのをいいことに、サチがさわさわと猛烈な勢いで俺の尻を触っていた。

「……いわゆる痴ち漢かんプレイ。……せっかくバスに乗ったのだし、やっておこうと思って」

　なにが『せっかく』だ。

　実際にバスの中で尻を触ってれば、それはプレイじゃなくて本物の痴漢だろ？　警察呼ばれても知らないぞ。

「……これもストーキングの練習。いつか長なが政まさくんに痴漢プレイをするための練習」

「お前、それでなんでも通ると思うな。それと、明日のデートでいきなり痴漢プレイとかするなよ？　『いつか』だからな、『いつか』。明日じゃないぞ」

「……分かっている」

「しかし、宇う佐さ美みのせいでウヤムヤのうちにデートになったが、お前一人で平気なのか？　また鼻血出して倒れたりしないだろうな？」

　いきなり明日デートすることになったが、よく考えてみればサチの側の問題を、これっぽっちも解決していない。

「…………じゃあ、シンちゃん一緒に来て。……それなら倒れても平気」

「無理に決まってるだろ。俺は姉の方とデートしてるんだから」

「……う～」

「まあ、長政は親切だから、倒れても面倒見てくれるか。初デートではちょっと弱いところを見せた方が関係が深まると雑誌にも書いてあったしな」

　だから、なんとかなるだろ。うん。あんまり考えるのはよそう。

　だが一方、当のサチはというと、

「……………………」

　暗い顔で、ずっと俯うつむいたままだった。

　手は相変わらず、俺の尻を触っていたが。



　──さわりっ、さわりっ、さわさわさわさわさわさわさわっ、さわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわさわっ



「サチ、お前、いいかげんやめろ！」

　摩擦で尻が熱くなってきた。ズボンが発火したらどうする。

「……こうしていると、とても落ち着く。……ふぅ」

　ふぅ、じゃない！

「……さっきの話だけど──デートの途中で倒れたりしないかという話……あれは、たぶん平気。問題ない」

「おっ、そうか」

「……うん。だけど、シンちゃん──」

「ん？」

　サチは俯うつむいたまま、上目遣いで俺に訊たずねた。

「………………シンちゃんは、本当にいいの？　私が長なが政まさくんとデートして……？」

　なぜ、急にそんなことを聞く？　しかも妙に意味ありげな言い方で。

　そのためにいろいろ手を尽くしてきたんだろうに。

（デートしていいのか、だと？　そんなの、いいに決まってるじゃないか……）

　どうして駄目な理由がある？

「……シンちゃんがいいなら、デートする」

「お、おう……」

　サチの手は相変わらず、俺の尻しりを触っていた。



　──さわりっ、さわりっ、さわさわさわさわさわさわっ、さわさわさわさわさわ








第六幕



「（鼻歌）フンフンフフフフ～ン♪」

「姉さん、相変わらずひどい音痴だね？　なにかいいことでもあったのかい？」

「べ、べつに、なにも……。あっ、そうそう！　わたし明日は一日中留守だから！」

──一年Ａ組長政冬とう子こ・秋あき彦ひこ
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　その日の夜。俺は、自分の部屋から電話をかけた。



　──ＲＲＲＲＲＲＲＲＲ



『はい、長政です』

「もしもし俺、御み厨くりやだけど──お前、秋彦の方の長政だよな？」

『うん、そうだよ。やあ御厨、どうしたんだい？』

　一応、確認だ。中学のときに弟の方だと思って電話で話してたら、実は姉の方でひどい目に遭ったことがある。それ以来、必ずこうやって確認するようにしていた。

「冬とう子この方、そのへんで聞いてないだろうな？」

『聞いてないけど』

「なら、ちょうどいい。お前、明日ヒマ？　ヒマならさ、その……サチとデートしてやってくれないか？」

　こうして口にしてみると、意外とショッキング発言だ。

　長なが政まさの方も驚いたらしく、電話越しでもポカンと呆あつ気けにとられた顔が目に見える。

『え……っ、デートだって？　でも……』

「大丈夫。長政（姉）には邪魔されないように手を打ってある」

『そうなのかい……？』

「だから安心しろ。な、いいだろ？」

『…………』

　長政は、まだ呆気にとられたままなのか、それとも姉を怖がって躊ちゆう躇ちよしていたのか、何秒も黙ったままだったが──、

『うん……いいよ、分かった……』

　と、最終的には承しよう諾だくした。

「そうか、ありがとな！　じゃ、一一時に西にし駅の改札前で」

『うん……』



　──プツッ



　間違っても姉に聞かれないよう、秘密の用件での電話はすぐに切る。

　突然だったので長政のやつ驚いていたようだが、しかし好すきな女子とのデートだ。きっと喜んでくれてるだろう。

「ふう、これでよし」

　俺が、部屋でひとり息をつくと──、

「……電話、終わった？」

　急に、どこかからサチの声！

　ここは俺の部屋で、俺一人しかいないはずなのに!?

「サチ？　どこだ？」

「……ここ」

　ずるずると、ベッドの下から物音が……。

　コイツ、いつの間にベッドの下になんか隠れてやがった？　都市伝説系の怪談みたいなことしやがって。

「……長政くん、どんな反応だった？」

「デートしてくれるってさ。よかったな」

「……そう」

　断られなくてよかった。もし駄目だったら、俺が長なが政まさ（姉）と無意味にデートするだけになっていた。

「……ねえ、シンちゃん」

「？　なんだ？」

　サチはバスの中でもしていたみたいに、じっ、と上目遣いで俺を見つめた。

　また、『本当にデートしていいの？』とか聞くつもりか？

　だが、サチはたっぷりと黙って間をとってから……、

「……今から、すごく緊張してきた。どうしよう？」

　と、普通のことを聞いてきた。

　なんだ、そんな程度の質問か。もっと意味ありげなこと聞いてくるのかと思った。

「お前、バスの中で平気って言ってたじゃないか」

「……でも、緊張してきた。困った」

「手に『人』って書いて飲め。こうやって、手のひらに指で字を書いて」

　俺が手本のつもりで、自分の手のひらに『人』という字を書いて見せると──、

「……分かった」



　──ぺろぺろ



「おいっ！　なんで俺の手をペロペロする!?」

　サチのやつ、急に俺の手のひらをペロペロ舐なめてきやがった!?

「……『人』の字を飲んでいる。……ぺろぺろ」

「違う！　自分の手に書いて飲め！　というか、ペロペロするな！　飲むんだよ！」

　ぬがああ、くすぐったい！　生あったかい！　唾だ液えきでぬるぬるする！　無駄にエロい舌使いしてて気持ち悪い！

「……ぺろぺろぺろ。……シンちゃん、ヘンな気分になってる？」

「なってない！　お前、ホントは分かっててやってるだろ？　とにかく、やめろ！」

「……もうちょっとだけ。もうちょっとだけ舐めないと、緊張でデートなんか行けなくなる。だから、もうちょっとペロペロさせて。……ぺろぺろぺろぺろ」

　お前、なんで人質交渉みたいになってるんだよ。

　だいたい、なんだよその交換条件。本当はデート行きたくないみたいじゃないか。お前が長政を好すきっていうから、わざわざセッティングしてやったんだぞ。俺が無理やりデートさせてるわけじゃないんだからな？

（しかし、サチのセクハラ行為も、もうすぐ最後になるかもしれないのか……）

　明日のデートがうまくいけば、サチは長政とくっついて、俺になんか構わなくなる。そう思うと、ほんのちょっとだけ感慨深くないこともない。

　そう思い、少しの間だけペロペロするサチを野放しにしておいたのだが……、

「……シンちゃん、右の手のひらもペロペロさせて」

　いきなり調子に乗り出した!?

「なんでだ!?　ますます意味分かんねえだろ？　俺、右利きだから『人』って字は左手にしか書いてねえよ」

「……でも、『年頃の男子の右手』というのは、特別な意味を持つ。だからペロペロしたい。……ゲヘヘヘヘ」

　いいかげんにしろ。お前、さっさと自分の部屋に帰れ。





　そんなこんなで夜も更けて、時計は既に深夜の一時。

　電気を消し、布団に入って目を閉じる。

（なんか、いろんなことある日だったな……）

　疲れていたからか、そのまま俺は眠りの中へ──。
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　さて、朝になる。

『──ごめんなさい……。御み厨くりやくんはいい人だけど、でも──』

『──またフラれた！　しかも小鳥が乳首を突っついてる！』

　また、いつもと同じ夢を見た。



　──じりりりりりりりりりりりりりりりりり



　八時の目覚ましで目を覚ますと案の定、

「……シンちゃん、おはよう。……今朝もパジャマの上から、シンちゃんの乳首をいじって遊んでいた」

　サチが布団に潜り込んでた。

　はいはい、そうだと思ったよ。

「……こうやって本人の知らぬ間に乳首を開発することで、いずれは触っただけで『ひゃうんっ、らめぇ！』と叫んで失神するようになる。……これぞストーキング四八手、その三“〝気になるアイツの乳首を眠ってるうちにコッソリ開発”〟の術」

　その三だと？　あのスすトとーーキきンんグぐＢＯＯＫぶつく、そんな序盤にずいぶん無む茶ちやなストテクを載のせたな？

「……この技を極めれば、快感のあまり最終的には記憶すらなくすという……」

「怖いよ！」

　頼むから、その技、極めないでくれ。

「……それよりもシンちゃん、今朝はこころなしか普段に増してコリコリだった。おそらくは緊張のせい。……もしかして、冬とう子こさんのことを怖がっている？」

「ああ、そうだな。やはり、あの女とデートだなんて気が重いというか…………って、そのくらい乳首と関係なく察しろ！　乳首いじらなきゃ分からないことじゃないだろ!?」

「……ううん、分からない」

　ああ、そうかい、そうかい。

　しかしサチのやつ、デートというのに普段と行動が一緒だな？　デート当日の朝に、別の男の乳首をコリコリするんじゃない。

　──と思ったが、よく見れば『いつもとまったく同じ』というわけでもなかった。

「さすがに今朝はおしゃれしてるな？」

「……うん」

　ロリータ服、というやつになるのだろうか。白とピンクで、ひらひらのフリルとレースがいっぱいくっついているワンピースだ。

　派手ではあるが、陰気なサチには逆によく似合う。この服だとサチが明るい子に見えた。

「……ひさしぶりに、この服を出した。憶おぼえてる？」

「ああ。俺が選んだやつだろ」

　昔、サチは黒い服ばかり着ていたが、俺が『もっと明るい色の服着ろよ』と言って、一緒に通販カタログで選んでやった。というよりサチに『……口を出した以上は、最後まで面倒を見る』と無理やり選ばせられたんだ。

　とっておきの服を出してくるとは、どうやら気合が入ってるらしい。

「……シンちゃんの服も選んでおいた。……はい、これ」

　生あったかい。またコイツ、人の服で遊んでたな？

「じゃあ仕度したくするから、部屋から出てろよ」

「…………」

「おい、サチ？　出てろってば」

「………………分かった」

　少々ぐずりながらも、サチは部屋から出ていった。俺はこころもち普段より丁寧に身支度を整える。

　ヘアワックスも念入りに。

「……あのね、シンちゃん──」

「サチ、覗のぞくなよ!?」

　着替えを覗かれるのももちろん嫌だが、髪を整えてるところを覗かれるのは、また別の意味で恥ずかしい。むしろ、こっちの方が見られたくない。

「で、なんだよ？　なにか言いたいことあったんじゃないのか？」

「………………ううん、なんでもない」

　なんでもないなら覗のぞくんじゃない。

　変なやつ……いや、サチが変なのは、ずっと前からのことではあったが。





　やがて俺は身支度を終え、サチの作った朝食を食べたのち、二人揃そろって家を出る。

　別々の相手とデートするために。

「……シンちゃん、やっぱり一緒にデート来て。……一人じゃ緊張する」

「無理言うな。一緒に行ってどうする」

「……でもぉ」

「でもじゃない。じゃ、俺は先に行くから。お前もデート頑張れよ」

「……う」

　恨みがましい目のサチを無視して、俺は三さん叉さ路ろをサチとは逆の方向に曲がった。
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　俺は、午前一一時に新しん南みなみ杉すぎ並なみ駅で待ち合わせ。

　サチたちも同じく一一時に私鉄西にし駅で待ち合わせ。

　二つの駅は長なが政まさ家から見て逆方向にあるので、これなら鉢合わせることもない。しかも新南杉並駅の方がやや距離があるため長政（姉）は少し早く家を出ることになり、長政（弟）は姉に邪魔されないで外出できた。このあたりの段取りをしたのは宇う佐さ美みだが、なかなかよく考えられている。さすがは耳ビッチこと恋愛超神スーパーラヴ†ジーザス師匠だ。……いや、よく考えたら別々の時間に待ち合わせしてれば、もっと安全な気もするな。やはり『さすが』というほどじゃないか。

　ともあれ、俺は徒歩で駅へと向かう。

（このまま歩けば、五分前には駅に着くな……）

　サチには『デート頑張ってこい』と言った俺だが、やはり気が重い。

　これから会う長政冬とう子こは、中学のころから天敵とも言うべき存在であったのだから。

（……俺が、あの長政冬子とデートするのか）

　あの、おっかない女と。

　女子からは“〝王子様（強）”〟、男子からは『女帝』『暴君』と呼ばれるあの女と。

　殴られたりするだろうか？　そもそも、なんであの女、俺とのデートＯＫしたんだ？　アイツ、俺のことあんなに嫌ってたのに。もしかして、なにかの罠わなじゃないだろうな？　だとしたら、いったいどんな罠なんだ？

　……ますます気が重くなってきた。

（俺、そこまでやんなきゃいけないのかな？　いくらサチを押しつけることが自分のトクになるとはいえ……。そもそも俺、よく考えてみれば女子とデートなんて初めてじゃないか。なんで生まれて初めてのデートをこんな気分で──）

　いけない。余計なことを考えるな。中途半端に理性的になるな。なんにしても、そんなの今さらすぎる疑問だった。

　なるようになれ。どうせもう手遅れなんだ。

　時計は、一〇時五五分。約束の五分前。

　新しん南みなみ杉すぎ並なみ駅の南口広場に鎮ちん座ざするモチーフ不明の謎なぞオブジェ“〝雲わん呑たん像”〟。名前に反してワンタンには似ていない。像の前が今日の待ち合わせ場所だった。

　重い足を引ひき摺ずりながらオブジェの前まで辿たどり着つくと、意外にも……、

「御み厨くりや、遅い！」

　長なが政まさ冬とう子こは、先に来ていた。

（意外、だな……。コイツ、絶対遅れてくると思ってたのに）

　驚いた。

　遅れるどころか、俺より早く来てるだなんて。

「アンタ、人を何分待たせる気!?　今何時だと思ってんのよ！」

　怒ってるのは、予想内だ。

「何時って……まだ五分前だろ？」

「ご、五分前って──そ、そうね、たしかに五分前だわ！　だったら、わたしも待ってなんかいないんだから！　フーンだ！」

　なんだよ、そのツンデレ台詞ぜりふ？

　もしコイツが長政冬子でなかったら、『本当はデート楽しみにしていて、だいぶ前からここに来て待っていたのか』と思うんだろうが──いいや、勘かん違ちがいしないぞ。分かってるんだ。そんなラブコメ漫画みたいなことあるはずがない。ここは現実の三次元世界。ツンデレは実在しないファンタジー生物なんだ。

　それはそれとして、驚いたことがもう一つ。

「へえ……私服だな」

「あ、当たり前でしょ！　休みの日なんだから！」

　もちろん私服なのは当然なんだが──しかし長政（姉）が、こんなに可愛かわいらしい格かつ好こうをしてきているとは。

（ふうん……。この女、最近はこんな服着てるんだな）

　ジャケットの下にブラウス、そして明るい色のミニスカート。それに高価ではなさそうだが、品のいい趣味のアクセサリーと、女の子らしいファッションだ。

　彼女の私服姿を見たのは初めてではない。中学のころ長政の家に遊びに行くと、この女とよく遭遇した。そのときは大抵、ボーイッシュというかラフというか、いかにも『学校で王子様と呼ばれてる女』といった格好だった。今日着てるような服とは全然違う。

　最近は趣味が変わったのか？　それとも、まさか──。

（デートだから、目いっぱいお洒落しやれしてきたってことなのか？　それも──『俺とのデート』だから？）

　いやいや、それはない。

　この女は長なが政まさ冬とう子こだぞ。考えすぎだ。思い上がるべきじゃない。

　ともあれ、俺は思った通りの感想を口にする。

「その服、可愛かわいいな？」

「な……なによ、可愛いって！　それ、皮肉!?」

「いや、べつに。ただの普通の感想だ。似合ってると思う」

「そ、そう……。ありがとう……」

　長政（姉）は照れたのか、顔を真っ赤にしながら俯うつむいた。

　長政（弟）がよくする表情だ。男子の間でも『エロい』『ほれる』『コイツが女子ならよかったのに』と評判の顔。へえ……姉の方の長政も、この表情をできるんだな。

　ただ、この女の場合、真っ赤になって俯いたまま、俺を──、

　──ギロッ

　と、上目遣いで睨にらんでやがった。

　根が凶暴なのが、表面に出てしまっているのだろう。因いん果がなことだ。

「あの……あのね御み厨くりや、今回は、その…………デート、ってことなんだけど──」

　？　なんだ？

















「かっ、勘かん違ちがいしないでよねっ！　アンタが、どうしてもって頼むから……それでデートしてあげるんだからね！　わたしがアンタのこと好すきなわけじゃないんだから！　そこんとこ、忘れないでよ!?」

「ああ、分かった」

　そうだな。忘れないようにする。

　もし、ここが現実でなくラブコメ漫画の中であったなら、コイツは絶対俺のことを好きだったんだろうに……。現実というのは何な故ぜかくも残ざん酷こくなものなのであろうか。いや、長なが政まさ冬とう子こに好かれても、怖くて落ち着かないだけとは思うが。

「それで御み厨くりや、どこに行くの？」

「そうだな……映画なんてどうだ？　ちょうど今日封切りの大作が何本もやってる」

「ふふっ、映画ね。そう言うと思った。いかにも女子とデートしたことない人が考えそうなデートプランだわ」

「仕方ないだろ、実際にそうなんだから。俺、生まれて初めてのデートなんだよ」

「へええ……。そうなんだ、ふうん……」

「そういうお前だったら、どこに行く？」

「それは、ええと…………」

　長政冬子は数秒の間、『うーん』と考え込んだ末に──こう答えた。

「……………………………映画？」

「って、同じじゃねえか！」

「し、仕方ないでしょ！　わたしだって男子とデートなんか初めてだもの！」

「そ、そうか……」

　それならば仕方ない。

　しかし、だ──これは俺の勘違いかもしれないが、もしや、ひょっとすると、極微小な可能性として、なんというか、その……、

　もしかしてコイツ、可愛かわいいのかもしれない。

（さすがは長政（弟）の姉……。ここぞというとき、こんなに可愛く見せるとは）

　いいや、騙だまされるな俺。惑わされるな。

　この女は、お前の天敵。あのおっかない暴君女だ。なにか企たくらんでいる可能性は、まだ捨て切れない。油断をするな。

（そうとも、騙されるな……）

　俺たちは電車に乗って、三駅先の映画館がある駅へと向かった。
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　電車に揺られつつ、俺は長政冬子に聞いてみた。

「お前、どうして俺とのデート、ＯＫしてくれたんだ？」

　普段、あれだけ喧けん嘩か腰ごしなんだ。普通なら、断りそうなものだろうに。

「べ、べつに……アンタが『デートしてくれないなら死ぬ』って泣くからよ！」

　はい？

「宇う佐さ美みさんがそう言ってたから──それで仕方なくなんだからね！　さすがに死んだら可哀相だから！　こんなの、ただの人助けよ！」

　事実無根だ。

　俺、そんな設定になっていたのか。やはり他人にデートの誘いを任せるべきじゃない。というか、お前も信じるな。

「それより映画、なに観みるの？　タイタニックの２でいい？　こないだ秋あき彦ひこと『観たい』って話、してたでしょ」

　コイツ、人の話をよく聞いてるんだな？

「一応言っとくけど、暗いからって手を握ったりしないでよ？」

「しねえよ！」

「でも昨日、うちの弟の手を握ってたじゃない」

「あれは『手を掴つかんで』たんだ。ノーカウントだろ。第一、お前の弟から掴んできたんだからな。俺は掴まれてただけだ。──って、それ以前に男子同士だぞ？　人をボーイズラブ扱いするな」

「ふうん？　ふふっ、だったらいいわ」

　なにが、どう『いいわ』なんだか。

　しかし──。

（今の『ふふっ』って笑顔、ちょっといいな……）

　いいや、もちろん惑わされたりなんかはしない。コイツは怖い天敵だし、俺の本命は別の子なんだ。

　やがて電車は駅に着き、俺たちは映画館へと向かって歩く。

　──だが、その途中。

　映画館まであと少し。すぐそこに建物が見えているほどの距離。

　そこで俺たちは偶然にも、驚くべき人物に遭遇したのである！

「ん……っ？　ねえ御み厨くりや、あれ宇佐美さんじゃない？」

「！　あっ、本当だ！」

　俺たちの前方約一〇メートルに生えてた街路樹の陰に、見覚えのあるシルエット！

　それは一年Ａ組、宇佐美たんぽぽ。

　またの名をニセ幼女、あるいは恋愛超神スーパーラヴ†ジーザス師匠であった。

「いけない！　クラスの子に御厨とデートしてるところ見られたりしたら……!!　御厨、隠れるわよ！」

「落ち着け。宇佐美は俺たちがデートしてるのは知っている」

　あのニセ幼女は、俺と長なが政まさ（姉）とのデートをセッティングした張本人なんだからな。デートの事実どころか、待ち合わせの時間や場所まで知っている。

「あ、そうか……。でも、あの子、なんでこんなところに？　本当にただの偶然？　それとも──まさか覗のぞき!?　待ち合わせ場所からずっと尾び行こうしてたの？」

「いや……」

　尾行なら、俺たちの前方にいるのはおかしい。

　しかも宇う佐さ美みのやつ、街路樹の陰に身を潜めていたが──顔の向きからして、俺たちとは違う相手から身を隠しているようだった。

「ちょっと、宇佐美さん」

　長なが政まさ（姉）が声をかけると──、

「──っ！　げげっ、御ミ厨クちんに長政姉アネマサさん!?　どうしてここに！」

　跳び上がるように驚いていた。

「『どうしてここに』はこっちの台詞せりふよ。まさか貴方あなた、覗いてたんじゃないでしょうね？」

「ウウン、覗イテナンカイナイヨー」

　びっくりするほどの棒読みだ。

「宇佐美さん、貴方ね……」

「ち、違うって！　ホントに長政姉アネマサさんたちは覗いてないから！　信じて！　それから声大きい！　しーっ！　しーっ！　木の陰に隠れて！　早く！」

「？」

　なるほど、そういうことか。

　宇佐美が覗いていたのは俺たちじゃない。

（そういや、そうだったな……。普段デートしたことない人間は、みんな似たようなデートプランを考えるものなんだ）

　俺と長政（姉）は、一緒になって街路樹に身を潜めつつ、さっき宇佐美の見ていた方向に目を向けると──、

「秋あき彦ひこ！　それに、犬いぬ神がみ!?　なんで!?」

　映画館の隣のオープンカフェに、長政（弟）とサチがいた。どうやら俺たちは、二人のデート現場に鉢合わせてしまったらしい。

　というか、アイツら喧けん嘩かしていた！
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「（ヒソヒソ）しーっ！　長政姉アネマサさん、しーっ！　声デカい！　御ミ厨クちん、長政姉アネマサさんの口塞ふさいで！」

「（ヒソヒソ）お、おう……!!」

「もがーっ！　むぐーっ！」

　とっさに言われるがままに、手で長政（姉）の口を塞いでしまったが──これ、あとでなにされるか分からないな。おっかない暴君女に、こんな乱暴なことをして……。それはそれとして、手のひらに当たる唇や吐息の感触が！　いけない、ちょっと興奮してきた。

「（ヒソヒソ）御ミ厨クちん、帰ったらその右手を使うといいよ」

「むぐーっ！　むぐーっ！　もがーっ！」

　い、いや、俺は紳士だからそんなことしないぞ！

　それに、今はそんな話をしてる場合じゃない。

（まさか、サチたちに遭遇するとは……）

　いや──驚くポイントは、そこではない。

　遭遇するだけなら、もともとその可能性は考えていた。だからこそ『バッタリ鉢合わせないように』と警戒し、待ち合わせ場所をズラしたりしていたんだ。結局はこうして鉢合わせてしまったが。

　しかし、まったくの予想外で、可能性を想像すらしていなかった現実。それは──。

（あの二人、なんでケンカしている……!?）

『盛り上がってない』ならともかく、『喧けん嘩か』とは。

　お互い、片かた想おもいだった相手とデートしているはずなのに。

　しかも口論とかじゃない。

　取っ組み合いのガチ喧嘩！

「──……だから、違うと言っている。……このっ！　このっ！」

「──ウソだっ！　そんなの信じられない！」

　前者はサチの台詞せりふ。後者は長なが政まさの。

　サチは『……このっ！　このっ！』の声に合わせて、長政をポコッ、ポコッ、と殴っていた。長政も必死で反撃している。初デート中の男女が、どうしてこんな風に殴り合っている!?　しかも、こんな街中で？

　通行人たちは大きく距離を取りつつも、ワイワイと珍しげに眺めていた。当然だ。こんな光景、俺だって見物する。

　幸い、サチも長政も喧嘩慣れしていないためか、あるいはさすがに手加減していたのか、二人とも『ボカッ』でなく『ポコッ、ポコッ』という感じの殴り方。どうやら怪け我がの心配はなさそうだったが……。

「（ヒソヒソ）おい宇う佐さ美み、アイツらどうなってんだ？」

「（ヒソヒソ）アレはつまり──映画館に行ったら、どの映画も始まるまでちょっと時間があったので、お茶を飲んで時間をつぶしていたところだよ」

　いいや、そういうことを聞きたいんじゃない。

「（ヒソヒソ）最初はギスギスした空気とはいえ普通にお喋しやべりしてたけど、いろいろあってああなったの」

　だから、その『いろいろあって』って、なんなんだ？　肝心な部分がハッキリしないぞ、このニセ幼女！

　一方、姉の方の長なが政まさだが──、

「もがーっ！　むぐっ！　むぐっ！　ふぎーっ！」

　モガーモガーと叫びながら、俺の腕をポンポンとタップしていた。おそらく『手を離せ』と言いたいのだろう。俺は一瞬迷ったのちに、口を押さえていた手を離す。

「ぷはーっ……はあっ、はあっ！　──このバカっ！」

　長政（姉）は呼吸を整えるや、挨あい拶さつがわりにボコッと一発、俺の顔面にパンチ。

　とても痛い。とはいえ、まあ、これは仕方あるまい。このくらいは当然の権利だ。

「（ヒソヒソ）痛たたた……いや、悪かった。怒るな」

「（ヒソヒソ）怒るに決まってんでしょ！　虫のいいこと言ってんじゃねえわよ！　それより、これってどういうこと？　なんで秋あき彦ひこが犬いぬ神がみと一緒にいるのよ!?」

「（ヒソヒソ）なんで、って……デートじゃないのか？　高校生の男女がオープンカフェでお茶飲んでたら、普通はデートだろ」

　それで、なにか『いろいろあって』喧けん嘩かしてるんだろ。

「（ヒソヒソ）はぁ？　今のオープンカフェについての意見にはいろいろ言いたいこともあるけど──デートですって!?　あの二人に限って、そんなわけないでしょ！

　秋彦は犬神のこと、めちゃくちゃ嫌ってるんだから！」

「（ヒソヒソ）えっ……？　ウソだろ？」

「憎んでる、と言った方がいいかもね」

　憎んでる？　そんな馬鹿な。

　長政（弟）はサチのこと好すきじゃなかったのか？

　だが……たしかに今の、この光景。

　少なくとも、『サチを好き』というわけじゃなさそうだ。

　昨日と同じく、ぽっ、と頬ほおを赤らめつつ、潤んだ瞳でサチをじいっと見つめながら──、

「──……このぉっ！　このっ！」

　ポコッポコッと殴りかかってくるサチに対して、反撃していた。

　やはりポコッポコッと殴り返して。

　よく見たら、長政の目って『情熱的な目つき』じゃないな。昨日はそう思っていたが、やや違う。

　これは、むしろ『恨みっぽい目つき』。篭こもっているのも『情熱』ではない。むしろ『情念』とでも呼ぶべきものだったろう。

　姉の方の長政が、よくしている種類の目つきだ。さすがは姉弟。ちょっと似ている。

（ということは……まさか、昨日の『恋をしている顔』もこれだったのか？）

　サチのことを恨みっぽい目で見ていただけ？　でも、人前だから加減セーブしてて──それで、あんな顔になっていた？

　じゃあ、すべては俺の勘かん違ちがい!?

「（ヒソヒソ）お、おい、宇う佐さ美み……お前はどう思う？　昨日の長政のアレ、もしかして『恋をしてる顔』じゃなかったんじゃ……？」

　あの長なが政まさの表情が『（サチに）恋をしてる顔』ではないと。

「（ヒソヒソ）へっ？　あったりまえじゃん。一目見りゃ分かるでしょ」

「（ヒソヒソ）なにぃ!?」

「（ヒソヒソ）だからアレは『（誰かに）恋してる人が、キライな女を睨にらんでるときの顔』なんだってば。ずっと『御ミ厨クちん、ヘンな勘かん違ちがいしてるなあ』と思ってた」

「（ヒソヒソ）そう思ってたら、どうして言わない!?」

「（ヒソヒソ）だってぇ……そっちの方が面白いかなー、って」

「（ヒソヒソ）おいっ！」

　じゃあ、やはり長政（弟）はサチのことを好すきでない？

　しかも、ただ『好きでない』どころではなく『憎んでる』というレベルだとは！　なぜ、そこまで嫌う理由がある!?

　やはり、ストーキングなんてするからか？

　……まあ、それは憎む理由に充分なるな。

　だが、果たして、そんな理由であるのだろうか？　なにか別の理由がある気もする。

　けど……あいつら、どんな理由で喧けん嘩かしてるんだ？

　気になって、さっきから耳をそばだてていたが……、

「──やっぱり……さん、…………のことを……!!」

「──……ちがう………は……じゃない……」

　しかし微妙に距離があり、長政（弟）もサチも声の大きい方ではなかったため、言葉は断片的にしか届かなかった。

　唯一聞こえたのは、以下の短いやりとりだけ。

「──なんだよ、犬いぬ神がみさんなんて！　本当は僕のこと好きじゃないくせに！」

　どういうことだ？　サチが長政を好きじゃない？

　俺を手伝わせて、ストーキングまでしていたのに？

「──……ううん、そんなことない。……私は長政くんのことが好き」

「──ウソだね！　そもそも、犬神さんが僕を好きになる理由がないじゃないか！　あのとき──最初のホームルームのとき……」

「──……………………」

　最初のホームルームだと？

「御み厨くりやは、格かつ好こうよく犬神さんを助けた……。でも僕は、おろおろしながら見ていただけで…………なのに、僕のこと好きなはずが……」

　長政のやつ、いきなりなにを……。

　あのときのことなんて、今は関係ないだろう!?

「（ヒソヒソ）ねえねえ御ミ厨クちん、どうでもいいけどさぁ──」

　ん？　なんだ宇う佐さ美み？　どうでもいいなら話しかけるな。

「（ヒソヒソ）喧けん嘩か、止めなくていいの？」

　あっ！　そうだった！

　いけない。止めるのを忘れてた。突然の光景に、すっかり見入ってしまっていた。

（二人を止めないと……。俺の友達二人が殴りあいの喧嘩だなんて、耐えられない！）

　いや、これまでは、ほったらかしにしてしまっていたのだが──しかし『止める』という選択肢があると思い出した以上は止めなければ。

（そもそも二人の喧嘩は、俺のせいだ。俺が『長なが政まさがサチを好すき』なんて勘かん違ちがいをしたばっかりに……）

　俺は街路樹の陰から飛び出し、叫んだ。

「二人とも、やめるんだ！」

「御み厨くりや……!!」

「……シンちゃん！」

　突如現れた俺の姿を見て、二人は驚きのあまり、長政はペタンと地べたにへたり込み、一方サチは──、

「……うう──うわああああんっ！」

　逃げた。

　走って。

　泣きながら全速力で、どことも知れぬ方向へと。

「待てっサチ！」

（どうして逃げる？　それに……どうして、俺も追う!?）

　走って街を逃げるサチ。

　勢いで、それを追う俺。

　無意味なチェイスだ。サチの家は隣なのだから、自分の家で待っていれば、夜にでもまた会える。

　だが、それでも俺は走ってしまった。

『このままサチが家に帰らなかったら？』だの『このまま別れたら今後も気まずくなるかもしれない』だの、そんな理由があったわけではない。筋道の通った考えはなかった。ただ、勝手に体が動いたというだけのこと。

（あの女……相変わらず足速い！　スカートのくせに！）

　小学校のマラソンで男子に交ざって走ってた脚は健在だ。ずっと走っても追いつけないし、いつまで経たってもペースが落ちない。俺の方が先に息が切れそうだった。

「ぜぇっ、ぜぇっ……サチ、どうして逃げる!?」

「……シンちゃん、ついてこないで。私──シンちゃんに合わせる顔がない！」

「そんなこと、あるもんか！　サチ……全部、俺が悪かった！　俺が勘違いしてたから！　長政がお前を好きだって、そう勘違いして……それでこんなことに！」

　いいや──そうじゃない。

　そもそもは俺が身勝手な気持ちで他人の恋愛に介入しようとしたからだ。自分のためだけにサチと長なが政まさをくっつけようなどと。我ながら、よくそんなひどい真ま似ねをしたものだ。もし相思相愛であったとしても、二人には二人のペースがあっただろうに。

　自分勝手な考えで、俺は大切な友達二人を傷つけた……。

「すまないサチ……。お前に──お前たちに謝りたいから……だから逃げないでくれ！」

「……シンちゃん…………でも、あの話を聞かれてしまったから……」

　あの話？

「……長政くんとの話を聞かれたから──だから、合わせる顔がない……」

「どの話のことだ？　なにを聞かれたら、そんなに逃げる!?」

「……どの、って──最初のホームルームの話から、先の部分とか……」

　また『最初のホームルーム』か！

「いいや、聞いてない！　遠くて、ほとんど聞こえなかった！　あの日のことなんか、どう関係ある!?」

　入学式翌日の、席決めのときのことなんて。

「……えっ？　聞こえてなかったの？」

「聞こえてなかった！　遠かったし、声小さいし、宇う佐さ美みが話しかけてきてたし！」

「…………そう」

　サチの足は、ほんの少しだけ速度を緩める。

















　次の瞬間、俺はサチの手を掴つかんでいた。

　サチの、小さな手のひらを……。

「すまない、サチ……」

「……シンちゃん」

　サチの手は、相変わらず小さく華きや奢しやで、柔らかかった。

　子供のころから変わらない。
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　その後、走って乱れた息を整えつつ、俺は訊たずねた。

「で、サチ、どうして長なが政まさと喧けん嘩かしてたんだ？」

「……話すと、長くなる」

　まあ、そうだろうな。

　簡単に説明できる理由で、デート中に殴り合いの喧嘩してたら、そっちの方が驚きだ。

「長くていいから言ってみろ」

「……たいへん複雑な事情なので、私一人でバラしていいのか判断できない。……この一件は、長政くんのプライバシーに深く関わる」

　？　どういうことだ？

（つまり喧嘩の原因に、長政が知られたくない事実が含まれているということか……？）

　一体、どんな秘密が……。

　──と、ちょうどそのタイミングで、

「その答えは、僕が教えるよ」

「長政!?」

　いつの間にか、長政は俺たちの後ろに立っていた。

　どうやら、俺とサチを追ってきてくれてたらしい。さらに後方からは、長政（姉）と宇う佐さ美みがばたばたとこっちに向かって走ってきていた。みんな心配してくれていたんだな。宇佐美は野や次じ馬うまなだけかもしれないが。

「御み厨くりや……僕らが喧嘩していたのは、犬いぬ神がみさんのせいなんだ」

「サチの？」

「うん……。だって犬神さん、僕とデートするだなんて──」

　そして、続く長政の言葉。

　それは間違いなく『プライバシーに深く関わる』ものだった。なんと──、

「僕が御厨のこと好すきって知ってるくせに！」

　……って、なんだと!?

「それを知ってて、僕とデートするなんて……。そもそも犬神さん、僕のことなんて本当は好きじゃないくせに……」

　いやいや、待て待て待て。サチのことはひとまず置いておこう。

　それよりお前、なんて言った？

（今の聞き間違いだよな……？　あるいはお前の言い間違い？　長なが政まさ（弟）が……俺のことを好すきだと!?）

　男子たちから“〝お姫様（男）”〟と呼ばれてるとはいえ、男子のお前が？　やはり男子である俺のことを!?

　コイツとは中学のころから仲よくしてきたが、まさか、そんな……!!

「御み厨くりやに頼まれたから、デートするって返事しちゃったけど……犬いぬ神がみさんが断ってくれればよかったのに！　僕の気持ちを知ってるんだから！」

「……長政くんが自分で断ればよかった」

「僕が御厨の頼みを断れるはずないだろ！　知ってるくせに！」

　ああ、そういうことか。

　長政、本当は嫌だったのか。でも俺に頼まれたから、それで嫌々デートを……。すまない長政。だが、それは俺が悪いんだ。サチを恨まないでやってくれ。

（しかし、そうか……。長政のやつ、まさか俺を……）

　しかも、かなりの本気具合で……。

　俺が狼ろう狽ばいしていると、ちょうどそこに長政（姉）が駆けつける。どうやら弟の衝撃発言は聞こえていたらしく、俺以上に狼狽しながら声を荒らげた。

「あ……秋あき彦ひこ!?　アンタ今、なんて……!!　この馬鹿っ！」

　むべなるかな。自分の弟が、同性愛嗜し好こう者であるとカミングアウトしたのだ。狼狽するのも仕方あるまい。だが──、

「秋彦……アンタ、自分でカミングアウトしやがったわね！　弟がホモからノーマルになるよう、いろいろと手を尽くしてきたのに！」

　衝撃発言パートⅡ！

　なんだと長政（姉）!?　つまり、お前も知っていたのか？

　しかも『いろいろと手を尽くしてきた』ってなんだ!?

（そうか……そう考えると、多くのことに納得がいくな）

　だから長政（姉）は、俺と弟が仲よくしないようにしてたわけだ。長政の方から近づいてきても『弟に近づくな』と引き離していた。

「担任の児こ島じま先生にまで相談して『せっかく女子校なんだからホモより女子とくっつくよう説得してくれ』と頼んでたのに……」

　これまた、なるほどだ。

　昨日の男女別ミーティングの授業で先生が『お前の好きな相手には賛成できない』とヘンなこと言ってたが──そうか、その『好きな相手』って俺のことか。それは、俺だってそんなに賛成できない。ここにきて様々な謎なぞが明かされていく。

　お前、ホントにいろいろ手を尽くしてたんだな？

「ハッ!?　今気がついたが、もしかして──まさか長なが政まさ（姉）、俺とデートしたのも、その一環なのか!?　俺が弟に近づかないように、自分が犠牲になろうとしてたのか!?」

「え……っ!?　そ、それは、その…………あ、あったりまえじゃないの！　誰がアンタなんかと本気でデートするってえのよ！　バーカバーカバーカ！」

　そうだったのか！

　急にデートにＯＫすると思ったら、まさかそういうことだったとは。コイツ、そこまでやるとは……。

「クソッ、見事に騙だまされた……!!　お洒落しやれしてデートに来るから、けっこうドキドキしてたのに……よくも男子の純情を！」

「ふ、ふーんだ！　騙される方が悪いんだから！　バーカバーカバーカ！　これというのも、みんな弟をホモにしないためなんだからね！　悪く思わないでよ！」

　思うよ！　そんなの悪く思うよ！

　いや、長政のためと言われると、そこまで怒る気は起きないが……。でも、さすがに悪くは思うぞ！

「……シンちゃん、ちょっと」

　ん？　なんだ、サチ？

「……冬とう子こさんはツンデレではないので、くれぐれも勘かん違ちがいしないように。ただ弟思いなだけ。あと性格が悪いだけ」

　分かってるよ！　しつこいよ！

「……それと冬子さんの考え方は、同性愛嗜し好こう者に対して差別的。男性同士で恋をしてもいいはず。恋愛にルールなどはないのだから……。むしろ応援してあげるべき」

「コイツが自分の弟じゃなければね！　自分の家族からホモを出したくないのは普通のことでしょ！」

　サチの意見は正しいが、長政（姉）の意見も間違っているというわけではない。これは、どちらを応援するべきか迷うところだ。

「ていうか犬いぬ神がみ、急に常識人ぶった発言するんじゃないわよ！　普段は非常識代表みたいな女のクセに！」

「……自分こそレズビアン王子様キャラを気取ってるくせに、身内のホモに厳しいのはよくない」

　これまた、どっちの意見も正しい。どちらも激しく納得できた。

「……そもそも冬子さん、ホモ恋愛の邪魔をするのはよくない。シンちゃんが長政くんを好すきになるよう頑張ってきた私の努力が無駄になる」

　へ……っ？　それ、どういうことだ？

「……シンちゃんをストーキングにつきあわせて、長政くんのカワイイところをいろいろ見せて、少しずつシンちゃんの心を誘導する作戦だったのに」

「うるさい！　だからアンタを近づけたくなかったのよ！」

　なんだと!?

　じゃあサチは、俺と長なが政まさをくっつけるべく俺をストーキングにつきあわせていたというのか……？

　──と、このタイミングで急に、長政（弟）が泣なき止やんで会話に加わった。

「そうだったんだ……。犬いぬ神がみさん、ごめん……君が、そんなにいい人だったなんて！」

　おいっ！

「……お礼には及ばない。私はただ、幼なじみのシンちゃんが、クラスメイトの美少年にやおい穴を掘られるところを見たかっただけ。自分のためにやっていたこと。……いわゆるナガ×シン。シンちゃんが長政くんとイチャイチャしているところを見たり想像したりするだけでゲヒヒって気持ちになれる。……ゲヒヒヒヒ」

「ううん、それでも嬉うれしいよ……」

　だから、おいっ！　お前ら！

　しかも、なんでちょっといい話っぽいトーンで話してる？　長政も『ううん、それでも嬉しいよ』じゃないだろ。

「……そもそも男子同士がイチャイチャしてるとこ見たいっていうのは、女子ならみんな持ってる純粋な感情。……みんなそうだよね？　ね？　昨日なんて、シンちゃんと長政くんが何度もイチャイチャ未遂していたから……おかげで鼻血が何リットルあっても足りなかった。……ありがとう。ゲヒヒヒ、ウェヒヒヒヒ（←思い出しゲヒヒ）。

　……けど、その一方『シンちゃんが本当にホモになったらどうしよう？』という迷いから、早朝ストーキングはめんどくさがってるフリをしてサボってもいた。とても複雑な乙女心。……でっ、でもっ、これはシンちゃんを好すきってわけじゃないんだから！　一〇人しかいない男子の二人がホモになったら自分がモテるチャンスが減るかも、って心配しただけなんだからねっ！　……女のコってそういうものなんだゾ☆」

　うるせえよ！　その『ゾ☆』っていうの本気でムカつく！

（おかしいな……？　ついさっきまで深刻な話をしてた気がするのに？）

　友達二人を一度に失ってしまうんじゃないか、ってくらいの話をしていたはずなのに──しかし今や、すっかりグダグダのウヤムヤになりかけていた。

（まあ、その方がありがたくはあるんだが……）

　かといって、本当にウヤムヤのまま終わらせることは可能なのだろうか？

　よくよく考えてみれば、問題はなにも解決していない。みんなが勢いよく喋しやべっていたから、深刻な気分でなくなっていただけのこと。長政は俺が好きだし、サチは俺と長政をくっつけようとしていたのだし、その事実は変わらない。

　こんなことを知ってしまって、俺はこれまでと同じように長政やサチと接することができるのか？　これから俺たちは今まで通りの関係でいられるのだろうか？

　果たして俺は、どうすればいいのだろう？

「……シンちゃん、悩んでいる？」

　サチ？

「……このゴチャゴチャした状況に、どうすれば片をつけられるか──そのことについて悩んでいるの？」

　まあ言うなれば、そういうことだ。

　できればすべてウヤムヤで、すべて今まで通りの終わり方がいい。

「……シンちゃんの考えていることは、だいたい想像がつく。だから──もう一つ、重大な秘密を話す」

「──っ？　まだ、なにか秘密があるのか!?」

　俺の考えてることに想像がついて、その上で『だから』話す秘密？　それは、どんなものなんだ？

「……実はもう一つ、シンちゃんに隠してたことがある。……今朝言ったことだけど──」

　今朝？　どの話？

「……とりあえずシンちゃん、気をつけの姿勢でまっすぐ立つ」

「？　なんで？」

「……いいから、立つ」

「そりゃ、いいが……。こうか？」

　言われるままに、俺は気をつけの姿勢で立つ。

「……それでいい。…………ほぉぉ、アチョォ～」

　ん？　サチ、どうした？　なんでカンフーみたいなポーズをして、カンフーみたいな怪鳥音を発している？

　しかも──どうして、俺の心臓あたりに狙ねらいをつけてる!?

　俺のみでなく、長なが政まさたちも不思議そうな目でサチを見ていた。だが、そんないくつもの怪け訝げんな視線の中で──、

「……哈ハァッ！」

　突如の掌しよう底てい打だ！

　サチの手のひらによる一撃が、俺に向かって放たれる。

　俺の胸に。

　心臓近くに。

　それは、意外なほどに強力なＳＨＯＣＫシヨツク。

　体中に電撃が駆け抜け、意識は今にも弾はじけ飛とびそう──。

　なぜ、攻撃？　どうして急に、こんなことを……？

　だが次の瞬間、俺はすべてを理解した。

「うう、サチ……ま、まさか、この技は!?」

　サチは、こくん、と小さく頷うなずく。

「……そう。まさしく、この技こそは──、

　ストーキング四八手、その三！

“〝気になるアイツの乳首を眠ってるうちにコッソリ開発”〟の術！」

　やっぱりか！

　そうか……さっきの『今朝言ったことだけど』は、この話か。

“〝気になるアイツの乳首を眠ってるうちにコッソリ開発”〟の術。本人の知らぬ間に乳首を開発するこのストテクは、いずれは触っただけで『ひゃうんっ、らめぇ！』と叫んで失神するようになるという。

　さらには、技を極めることで快感のあまり、最終的には記憶を消すことすら可能であった！

「……シンちゃん、ごめんなさい。これがシンちゃんに隠していたこと。……本当はこの技、だいぶ前から極めていた。こんなこともあろうかと、既にシンちゃんの左乳首は開発済み……」

　いつの間に!?

　心臓近く──左の乳首に掌しよう底てい打だを喰くらった俺は、

「ひゃうううんっ、らめぇええっ!?」

　と、セクシャルな悲鳴を上げつつ、失神して地面に倒れた。

「……もう面倒だから、シンちゃんの記憶を消してウヤムヤに終わらせる」

　ああ、なるほど。記憶が消えればウヤムヤに……。

　──って怖いよ、お前！　技もそうだけど、その発想が！








幕間　その三









○繁華街、映画館近くのオープンカフェ（時間的には少し前のシーン）

　　　　回想。取っ組み合いの喧けん嘩かをしているサチと長なが政まさ。

　　　（※第六幕の喧嘩を別視点で）

　　　　♪ＳＥ：‥ポコッポコッとサチたちが殴り合う音と、野や次じ馬うまたちのざわめき

　　長政（弟）「なんだよ、犬いぬ神がみさんなんて！　本当は僕のこと好すきじゃないくせに！」

　　サチ「……ううん、そんなことない。私は長政くんのことが好き」

　　長政（弟）「ウソだね！　そもそも、犬神さんが僕を好きになる理由がないじゃないか！　あのとき──最初のホームルームのとき……」

　　サチ「……」

　　長政（弟）「御み厨くりやは、格かつ好こうよく犬神さんを助けた……。でも僕は、おろおろしながら見ていただけで…………なのに、僕のこと好きなはずが……」

　　サチ「………………」

　　長政（弟）「あんなことがあったのに、御厨じゃなくて僕を好きな子なんて……そんなの僕が好きになれないよ。──ねえ、そうなんだろ？」

　　サチ「……ううん。……それでも私、長政くんが好き」

　　長政（弟）「どうして……？」

　　サチ「……あのとき、私は思ったの。シンちゃんが小こ林ばやしさんをひっぱたいたときに。……私がシンちゃんを好きだと、シンちゃんに迷惑がかかる。私のせいで、似たようなことをまたやってしまうかも。そんなの、私には耐えられない」

　　長政（弟）「え……っ？」

　　サチ「……だから、好きでも秘密にしないと──ううん、好きじゃなくならないといけない。そうじゃないと、シンちゃんが困るから。……ちょっとずつでも、私はシンちゃんから離れていかないと……」

　　長政（弟）「それって……犬神さん、やっぱり御厨のことが──」

　　シンイチ「二人とも、やめるんだ！」

　　長政（弟）「御厨……!!」

　　サチ「……シンちゃん！」

　　　（※以下、本編に続く）








エピローグ





（最初のホームルーム、か……）

　あの日のことは、本当は思い出したくさえもない。

　我が校の男子は入学以来、一〇名全員がなんらかの“〝トラブル”〟を起こしていたが、最初にやらかしたのはこの俺だった。

　それも入学式の翌日に。

　入学式翌日の一時限目は、特別ホームルームの時間。今後の学校生活や授業についての話をしたあと、くじ引きで席順を決めることになった。このときまでは皆、めいめい適当に座っていたが、このくじの結果で数すうヶか月げつ間は席を固定されることとなる。

　出席番号順にくじを引いていき、サチの引き当てた席は窓際の一番後ろ。

　一方、俺が引いた席は教室のほぼ中央。サチからは離れ、憧あこがれの山やま田ださんとはすぐ近くという、大変満足のいく場所だった。

　こうやって順番にくじを引いていき──俺のもう二、三人ほどあとで、騒動が起きる。

『──この席、ヤダ！“〝貞さだ子こさん”〟の隣なんて嫌！』

　サチの隣を引き当てた女子が、ぎゃんぎゃんと喚わめき散らし始めたのだ。

　ヒステリックに。

　鼓膜が破れそうなほどの大声で。

　サチに対して、あらんかぎりの罵ば詈り雑ぞう言ごんと陰湿な悪口を発しながら。

　それからのことは勢いまかせで、よく憶おぼえてないし思い出したくもないのだが、とにかく俺はイラッとなって、カッとなって──気がつくと、その女子に向かって『どけよ、その席は俺が座る』と口にしていた。いや、怒鳴りつけていた。

　あと、その過程でその子を突き飛ばして泣かせてた。

　我ながら、馬鹿なことをしたと思う。高校生にもなって女子に暴力を振るうだなんて。しかも、モテるために入学したもと女子校で。

　その日はそのまま自宅待機。幸いなことに大きな事件にはならず、処分は反省文のみで済んだ。しかしこの一件が、俺がモテない大きな要因の一つになっていることは間違いあるまい。結局、山田さんの近くの席にもなれなかったし。

　……以上が『最初のホームルーム』で起こったことのあらましだ。長なが政まさの言っていたのも、この事件のことだろう。

　長政は『御み厨くりやは、格かつ好こうよく犬いぬ神がみさんを助けた』と言っていた。だが、それは長政の思い違いだ。

　あのときの俺は、ちっとも格好よくなんかなかった。ただカッとなって、やらかしてしまっただけだ。自制心を失って女子を突き飛ばすなんて、格かつ好こういいことなわけがない。思い出すだけでも恥ずかしい。

　そもそもサチを助けたつもりもない。たぶん、誰が相手でも似たようなことをしていたと思う。

　ともあれ、この日からサチはそれまで以上に俺にベタベタするようになり、『どうして、そんなにベタベタする？』と問い詰めた結果、『……好すきな男子ができたから練習しているだけ。……本当に好きなのは長なが政まさくん』と返事した。ここから俺とサチのストーキング練習が始まったわけだ。

　俺は気絶しつつも、そんなことを思い出していたのだが──、

　まあ、いい。

　とにかく、そろそろ起きるとしよう。



　　シンイチ「うう、う……」

　　宇う佐さ美み「おっ、御ミ厨クちん起きそうだよ？」

　　長政（姉）「でもアンタたち、ホントに御み厨くりやの記憶消してよかったわけ？」

　　サチ「……これでいい。これで今まで通りに戻れる。……私にとっては、なによりも大切なことだから」

　　長政（弟）「うん、僕も……」

















　淡い意識の中で、そんな会話を聞いた気もする。

　目を覚ますと、そこには長なが政まさ（弟）、長政（姉）、宇う佐さ美み、サチという見慣れた顔ぶれ。

　場所こそは繁華街だが、四人ともいつものように、

　長政（弟）はポッと赤くなってて、長政（姉）はイラついていて、宇佐美はバカで、そして──サチは相変わらず陰気で死んだ目をしていた。

「……シンちゃん、気がついた？」

「サチ……？　俺、なんでこんなところに？」

　繁華街の道みち端ばたで、皆に囲まれて転がってるんだ？

「……憶おぼえていない？　みんなで歩いてたら、急にバタッと倒れて気を失った」

「なんで!?　それ、けっこう大問題だろ？　というか、どうしてこのメンバーで街にいたんだ？　私服ってことは休日か!?」

　なにも思い出せない。

　サチと長政（弟）はともかく、長政（姉）や宇佐美と学校以外で会っていただと？　考えられないシチュエーションだ。

　なぜ俺はここにいて、そして気を失ったんだ？　なにもかも分からないぞ。

「うう、思い出せない……。頭が痛──くはないが、なぜか乳首がムズムズする。俺になにが起ったんだ……？

　それに、妙な夢を見ていた気がする。サチと長政がとんでもない衝撃発言をして、これまでの人間関係がすべてガチャガチャになるような──そんな、ひどい夢を……。どんな衝撃発言かは思い出せないが……」

　消えた夢の記憶が、まるで囁ささやきかけているよう──。

「……それは夢。気にする必要はない。……人間というものは、たまにそういう悪い夢を見る。真実のふりをした悪夢を。でも、真実だからといって価値があるとは限らない」

「お、おう……。そうだな、そういうものかもしれない」

　意味は不明だが、サチのやつ含蓄深いことを言った気もする。

「……だから、ずっと今までとおんなじ」

「そうか……」

　状況は思い出せないままだが、皆の説明によれば、この五人で映画を観みに行くところであったらしい。明らかに異常なメンバーではあったものの、たまにはそういうこともあるのだろう。

　俺の周りでは、いつもと変わらぬ日常の時間が流れていた。

　いつもの顔、いつもの言葉、いつもの行動、いつもの、いつもの。

　だが、そんな変わらぬ時間こそを、きっと幸せと呼ぶのだろう。そう呼ばれる日が来るのだろう。なぜだか俺はそう思った。

　消えた夢に、そう教えられたかのように。

「（ヒソヒソ）……よしっ、シンちゃんの記憶消えてる！　完かん璧ぺき！　これですべてウヤムヤになった！」

「ん？　サチ、なにか言ったか？」

「……べつに、なにも言ってない」

　そうか。なにも言ってないなら別にいい。

　なんにせよ、いろいろとウヤムヤではあったものの、一つだけ間違いのないことがある。それは──、

「……ねえシンちゃん、せっかく暗い映画館に入るんだから──」

「ん？　なんだ？」

「……いっぱい、ストーキングの“〝練習”〟しようね？」

　相変わらず、俺は犬いぬ神がみサチにさえモテてない。








エピローグ　その二









「（ヒソヒソ）ねえねえ御ミ厨クちん、一つだけ聞いてもいいー？」

「（ヒソヒソ）なんだよ、映画の途中だぞ」

「（ヒソヒソ）うんっ、あのね、御ミ厨クちんさぁ……」

　ニセ幼女でウザくてバカだが、ときどき侮あなどれない女である宇う佐さ美みたんぽぽは、クライマックスシーンの真っ最中に、ひそひそ声で俺に訊たずねた。

「（ヒソヒソ）ホントは記憶なくしてないでしょ？」

　……コイツ、本当に侮れない。








あとがき









　やあ皆様、病んでます？（←挨あい拶さつ）

　このたびは『ただし、彼はヤンデレにさえモテません』お読みいただきありがとうございます。著者の伊い藤とうヒロです。ＭＦ文庫Ｊではお初にお目にかかります。

　本書ではタイトルの通り『ヤンデレ』をテーマとして扱っているわけですが、これはつまり主人公を監禁したり、包丁でライバルヒロインを刺したりするような美少女のことですね。現実世界ではただ怖いだけの要素も、フィクションの美少女にとっては萌もえの属性となるわけです。考えてみると不思議なものです。

　といいますか、伊藤はヤンデレ語らせるとうるさいですよ。なにせ伊藤はこのヤンデレという言葉が発明される前──まだ『狂気ヒロイン』とか呼ばれていた時代から、この手のキャラを書いてきましたので。小説や美少女ゲームで、主人公を監禁して靴下を食べさせたり、ライバルヒロインをナノマシーンで消滅させたり、邪神に変化して世界を滅ぼしたりと、様々なヤンデレ行為を書いてきました。それというのも、人間の心を文章という形で描きたいから。そう。ヤンデレとは、人間の心そのものであるのです。

　そして、長年にわたって何人ものヤンデレキャラを世に送り出してきた伊藤が、新たに生み出した最新のヤンデレ……それが本作メインヒロイン、犬いぬ神がみサチであるのです。彼女の誕生に立ち会えた皆さんは幸せです。ヤンデレの進化の終着点ともいうべき、この究極のヤンデレキャラを祝福しましょう。彼女こそは人間の胸に潜む闇やみそのもの。貴方あなたの中にも住んでいる少女であるのです。すいませんウソです。適当です。『ヤンデレについてなにか書きなよ』と言われたので、なんとなくデカいこと言ってみただけです。本作は、本当は『今までいっぱいヤンデレキャラ書いてきたけど、これでコメディ書いたら楽しいんじゃないかな？』という軽い気持ちで書かれたものです。ほら、ヤンデレキャラって可愛かわいいし。

　さて、そろそろ関係者各位に感謝の言葉を。ゆき恵え先生、素敵なイラストありがとうございます。ゆき恵先生の絵は楽しげで、独特のオーラがあっていいですね。こんなテーマなのにシャレになる範囲で明るくまとまっているのは、このイラストのおかげです。それから担当さんもありがとうございます。というか今回、担当さんにはかなりいろいろ相談に乗ってもらっています。最後にこの本を手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。

　それでは、また二巻でお会いしましょう。
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